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　真っ白な少女を見たのは、私が住む暗い森の中だった。

　小さな彼女は、まるで仄ほの暗ぐらい洞うろをおぼつかない足取りで歩く様に一歩一歩私の庭を進んでいった。



　透すき通る様な白い肌はだ、

　抱だきしめたら折れてしまいそうな華きや奢しやな肩かた、

　おびえた目で周りを見み渡わたす姿。



　私が立つ、この尖頭式ゴシツクアーチの回廊は、

　複雑な影かげを落とし、

　昼を夜のように暗くし、

　仄暗い水の中の様だ。



　汚よごれて見通すことが出来ない窓から、わずかに差し込む光。

　この窓から見える彼女の小さな姿は、まるでまぼろしの様にたよりない。



　鉄てつ柵さくの上に並ぶ渡わたりガラス達が彼女を見つめる。

　緑なす野に隠かくれたヒキガエル達が彼女を見つめる。

　この屋や敷しきから彼女を見つめるのは私。



　ひらひらの真っ白な服がガタガタと震ふるえている。

　ガラス玉の様な透き通った瞳ひとみをうっすらと濡ぬらしながら、小動物の様なか弱き獲え物ものがこの庭に迷い込んだ。



　森の上に、彼女の褐かつ色しよくの恐きよう怖ふが、さらに濃こく、さらに深く、息いき衝づいているのが手に取るように分かった。

　鳴き声がした。

　ベッドで寝ねていた憂ゆう鬱うつが目を覚ましたらしい。

　小さな鼻をくんくんと動かして、憂鬱は目覚めた場所を確かく認にんする。

　その鼻先は外ばかり見ている私に気がついた様だ。

　ベッドから飛び降りる。



　この子はまだ生まれたばかりなので足取りがおぼつかない。

　憂鬱が私に身体からだをすりつけながら甘えてくる。



　私が憂鬱を抱だき上げると、憂鬱はうれしそうに喉のどを鳴らした。

「憂鬱にも見えるかしら？」

　憂鬱にも外の少女を見せようとする。

「あらあら……」

　だけども黒い森に少女の姿は無かった。



　でもたぶんこの森からは逃にげられない。

　何重にも続く煉れん瓦がの壁かべ。

　あの娘こでは解くことが敵かなわぬ迷めい宮きゆう。



　居間から声がする。

　あれはおばあさまの声。

　庭に誰だれかいるから様子を見に行くとの事だ。

　願ってもない。

　どうせあの娘は、いくつもの壁に阻はばまれて、行き場を失い泣いているであろう。



　私はおばあさまの車いすのハンドルを握にぎる。

　そして大きな扉とびらの前に立つ。



　＊＊



「蓮はす實みあなたね！」

　伊い勢せ田だ結ゆ花かの声が半地下の部室に響ひびき渡る。

　放課後の早い時間、まだ他ほかの部員は来ていない。この半地下にある天文部には、部長である伊勢田結花と大おお庭ば蓮實副部長だけである。

　二本にまとめられた髪かみの毛を跳はねさせて小さい身体で怒いかりを表現する伊勢田結花に対して、落ち着いた様子で本を読んでいた大庭蓮實は徐おもむろに伊勢田の方に振ふり向く。

「はい、どうしましたか？　伊勢田部長。今日もかわいらしいですよ」

「そんな事聞いてないわよ！　というか、そういう意味不明な事突とつ然ぜん言うのやめてくれないかしら？　見ての通り私は怒おこってるの！　それ相応の態度ってあるでしょ！」

「そうですか？　意味不明でしょうか？　伊勢田部長はかわいいです。髪の毛はふんわりしてて毛先がカールしてて、そうですね子犬みたいです」

「だから、私がキレてるのにそういう意味不明な事を言うな！」

「あらあら、結花さんは何をそんなに怒っているのですか？　ストレス解消のためでしょうか？　たしかに大声を出すのはストレス解消になると思いますよ」

「どこの世界にカラオケ感覚で、キレる人間がいるのよ！」

「違ちがうのですか？」

「違うわよ！　私は怒ってるの！　分かる？　見なさい！　あなたのせいで台無しになったこの書類を！」

「あらあら、大変です。びりびりに破けてしまってますね」

「あらあら大変じゃない！　原因はあなたよ！　というかもっと言うとあなたが連れてきたあの猫ねこよ！」

　伊勢田が指さすその先に、本ほん棚だなの上に気持ちよさそうに寝ね転ころがる黒くろ猫ねこの姿があった。

　本棚の上は伊勢田の頭上、指さされた一いつ瞬しゆんだけ伊勢田の事を見下ろすが、すぐに興味なさそうに目を細め口をあけて大きく伸のびる。この猫にとっては自分の目線より小さい少女がいくら叫さけんでも脅きよう威いではないのであろう。伊勢田は睨にらみ付けるが、猫はまったくこちらの方を見ようとはしない。

「すみません。憂鬱はまだ若いので、結花さんの書いてるものが気になったのですね。だからそんなぐちゃぐちゃにしてしまって……」

「若い？　こいつもういい歳でしょ！　私が子供の時からいるじゃない」

「あの時は子こ猫ねこでした」

「だとしてもいい歳でしょ。もうあれから何年経たったと思ってるのよ」

「いいえ、まだまだ若いですよ。この子には長生きしてもらわないと困りますからね……」

　大庭蓮實はやさしく笑うが、どこか悲しそうだ。

　私はその理由を知っている。

「長生きね……そんな事を願っているとは思えない名前よね、その猫の名前。だいたい“〝憂鬱”〟って何？　名前という概がい念ねんですらないわよね？」

「憂鬱は良い名前ですよ。長生きしてもらうためにはぴったりの名前です」

「長生きしてもらうためにぴったりねぇ……」

　猫を見つめる。まぁたしかに長生きはしそうな感じはする。

「憂鬱とかいう名前のくせにいつも上じよう機き嫌げんでめちゃくちゃな事ばかり、こっちが憂鬱になるわ。そりゃ人に憂鬱な事をおしつけてれば、自分は長生きも出来るでしょうね」

「それは結花さんの事が好きだからですよ。たぶん書類をぐちゃぐちゃにしたのも、結花さんが書類ばかり見て、憂鬱を見てくれなかったからですよ」

「何で私がこの猫の事を見なきゃいけないのよっ」

　不思議そうに大庭は伊勢田を見つめた後、クスリと笑う。

「何でと言われると困りますが……でも私にとっては最初の友達が憂鬱さんでして、次に友達になってくださった方が結花さんでしたから……たぶん憂鬱さんにとっても結花さんは大事な友達なのでしょう」

「な、何よそれ……ば、ばかじゃない……」

「べ、別に……友達だからっていつも見てなきゃいけないって事ないし……」

「そうですか？　私は──少なくとも私は、ずっと見てて欲しいですよ。結花さんに」

「な、な、何をっ……」

「こんにちはー」

「あれ？　伊勢田先せん輩ぱいに大庭先輩、そんな顔を近づけて……」

「あ、金かな森もりさん!?　いや、こ、これは違うのよっ。え、えっと、あの」

「喧けん嘩かですか……」

「そんな事ないですよ。仲良くしてましたよ」

「そうなんですか……なんか伊勢田部長が顔真っ赤だから、また大庭先輩が怒らせてたのかなぁ……と」

「ひどいですねぇ。私はそんな結花さんを怒らせる様な事はしてませんよ」

「怒らせる様な事しかしてないでしょ！」

「いやいや、金森は人間観察がなってないぞ……」

「あ、戸と田だ山やま」

「あれが怒ってる様に見えるのか？　まったく何も分かってないな……あれはなぁ」

「百合ゆりか？」

「な、何を言ってるの！　廣ひろ松まつさんっ」

「百合ですかー。ただ仲が良すぎるだけなのですが、まぁいっそのことその様な路線にしてしまって良いかもしれませんねぇ」

「蓮實っ」

　二人が口論していると、一年生三人組が入ってくる。最初に入ってきたのが金森羽は片かた。次に入ってきたのが戸田山響きよう子こ、そして最後に入ってきたのが廣松理り圭けい。

　去年から発ほつ足そくした天文部は、この三人に私、伊勢田結花と大庭蓮實をくわえた五人。

　これが我々、海え老び栖す川がわ高校天文部のメンツだ。

「ったく、座りなさいよ。今日は重大な話があるのだから」

　重大な話と言われてみなきょとんとしている。まぁ、このゆるゆるな部活に今まで重大な話なんて一度も無かったのだから当然だ。

　でも、蓮實だけはわかっていた。私がこれからなんの話をするのかを。

「さてと、今年、とうとう待ちに待った天体ショーがあります。それに向けて──」



　今日も我々海老栖川高校天文部、略して海え老び天てんの部活が始まる。



    

  
    
      



「棒ぼう人にん間げんの落書きですか……」

「そう、棒人間の落書きよ。まだ一部の生徒達の間でしか噂うわさにはなってないけど、知ってる子はかなり不安がってるわ」

「そうなんですか……」

　放課後、蓮はす實みと私は天文部で時間を過ごしている。当分大きな行事もないので生徒会は暇ひまなのだ。

　外はそろそろ日が黄色く傾かたむきはじめているのだろうけど、半地下で始終水銀灯の明かりに照らされているこの部室では、時間感覚がいまいちわからない。

　青白い光の下で蓮實は視線を本に落としたまま、私の話にうなずきもせずに答える。

「なんか、あまり興味が無いみたいね……」

「そんな事ありませんよ。誰だれもいない空き教室の黒板に毎日、棒人間の落書きが描かかれ続けている……興味深い話だと思いますよ」

　そう答えてページをめくる。

「言葉の抑よく揚ようからも表情からもそんな風には感じられないけど？」

「そうですか？　そんな事ありませんけど……」

　彼女は平へい坦たんな声で答え、ゆっくりと髪かみをかき上げる。青白い水銀灯の下で蓮實の肌はだはより白く感じられ、私はちょっとした仕草すら目で追ってしまう。

「でも、なんか不思議ですね。毎日絵が描かれたら、黒板が棒人間の落書きで埋うまりそうです。やはり落書きで埋め尽つくされるのですか？」

「古い絵が消されて、新しい絵が描かれるって話だから、そうはならないみたい」

「更こう新しんされていく落書きですか……なるほど、それならば黒板が棒人間で埋まる事はありませんね。それはそうと、その噂は“〝棒人間の落書きの怪”〟とでも呼ばれてるのですか？　名前だけ聞くとあんまり怖こわそうな噂うわさ話ばなしには聞こえませんね……」

「いいえ、あの黒板の落書きは踊る人形って言われてるわ。踊る人形の怪ってね」

「へぇ、踊る人形の怪ですか……」

　蓮實の指が本の角すみを軽く撫なでる。ページ端はしが少しだけパラパラとめくれる。

「落書きが踊っているみたいに見えるから踊る人形って言われてるらしいけど、少し恐おそろしげな名前じゃない？　なんで人形なのかは私には分からないのだけど……」

　蓮實はページの端をパラパラとめくりながらも、相変わらず視線を本に落としている。彼女の関心が本の中にあるのか、あるいはこちらの話にあるのか、どちらともつかない様子だ。

「お聞きしたいのですが、踊る人形が描かれるのはどこの空き教室ですか？」

「Ｂ棟とうの三階に図書室があるじゃない。その隣となりの教室。たしか、私達が入学する前から空き教室だったらしいわね。この学校って空き教室が多いのって少子化の影えい響きようかしら？」

「昔に比べれば子供の数は減ったと言いますからね。そのおかげで私達の様な何の実績も無い部活にもこのような素す晴ばらしい部室が提供されるのでしょうけど……」

　たしかに、この天文部には何の実績もないのだけど、部室があてがわれたのは部屋が余っていたからでは無いだろう。だいたいこの半地下は部室に使用するような場所では無かった。

　ずっと使われていなかったこの半地下室を最初に見た時は衝しよう撃げき的だった。埃ほこり臭くさいと言うよりもカビ臭さが強きよう烈れつで、私が知らない様なあらゆる菌きん類るいの活動を確かく認にんする事が出来た。完全に自然任せに放置されていた地下空間は菌類にとっては喜ばしい環かん境きようであったのだろうけど、人間が部活動をするのに適した空間とはほど遠い。

　にも拘かかわらずそれを見た蓮實は「素晴らしいです」を連呼、自らこの地下室を指定した甲か斐いがあったと大喜びしていた。何でもこの暗がりの湿しつ気け空間には可愛かわいらしい菌きん種しゆが多数繁はん殖しよくしていたらしい。まったく理解出来ないのだけど、蓮實はカビやキノコ、そして粘ねん菌きんと言われる謎なぞの生き物がお好きであった様だ。

　ご指定までして手に入れた怪あやしい穴あな蔵ぐらの様な部室に彼女はご満まん悦えつだった様で、掃そう除じを手て際ぎわよく済ませると、次はどんどん私物を持ち込みはじめた。

　大きな天てん球きゆう儀ぎ。深しん紅くの暗幕。硝子がらす戸どに仕し舞まわれた鉱物。綿に包まれた鏡とレンズ。真しん鍮ちゆうの望遠鏡。ここに生息していた菌類も今では可愛らしいアンティークのマッチ箱やシャーレに入れられ綺き麗れいに並べられている。多種多様のキノコも瓶びんの中ですくすくと育っている。そして星がちりばめられた天てん蓋がい。

　さすがに部室に天蓋があるのはおかしいのでは無いのか？　と蓮實に尋たずねた事があるが、彼女曰いわく古代の宇宙観や天文学において天蓋とは「天」の構造をあらわす言葉であるから天文部にふさわしいという事であった。

　蓮實の説明はそれらしく聞こえたのだけど、だとしても学校の部室に似つかわしくないのは変わらない。それらが蓮實の自費によって集められた物だとしても、あまり容よう認にんされるものではないだろう。とすればこの部室が天文部にあてがわれた理由が少子化云うん々ぬんなどではない事もわかる……。

「それはそうと、図書室は一番奥まった場所にありますよね」

　会話が落書き「踊る人形」に戻もどったが、蓮實はあれから一度もページをめくっていない様であった。速読な彼女ならばもう数ページは読み進めていてもよさそうなものだが、先ほどからずっと本の端を指でめくっている。

「そうね。それがどうしたの？」

「だったら、その落書きに踊る人形と名付けたのは図書室をよく利用する人か、もしくは図書室で作業をしている人……たとえば図書委員の様な人となりますね」

「よく分かったわね。あの落書きを騒さわいでいるのも、落書きに踊る人形と名付けたのも図書委員の人たちなんだって」

「結ゆ花かさんが“〝まだ一部の生徒達の間でしか噂にはなってない”〟と仰おつしやっていたので、だとしたらあの様に奥まった教室を覗のぞく機会があるのは図書室に用事がある人ぐらいのものですから……」

「そう言われてみればそうね。あんな場所で起きてる事件なんか図書室に行かない人が気がつくわけがないわ」

「命名者は図書委員ですか……だったらいろいろと腑ふに落ちますねぇ……」

　蓮實が顔を小さく傾けた。するとまたするりと彼女の横顔を隠かくす。よく滑すべり落ちる髪だ。それほどなめらかなのだろう。

「蓮實、なんかすでに分かってるんじゃないの？　もしかしてすべて解決してるとか？」

「そんな事ありませんよ。さすがにこれだけの情報では分かりません……」

　蓮實はかき上げた手をそのままに答え、こちらをちらりと見つめる。水銀灯に照らされて黒い光こう沢たくを放つ。

「どうだか……」

　私は視線を背そむける。

　今までだって、何度かこういう事があった。生徒会などに持ち込まれた相談事などを何となく私が蓮實に話す。それを聞いていた蓮實が解決策を提案する。その提案を再び私が生徒会で話す。

　すると大たい抵ていの事が解決してしまう。そしてこれが恐ろしいぐらい適切な判断なのだ。

　時にあまりに適切すぎて話が大事になったりもした。

　私が会計として生徒会に入りたての時に、帳ちよう簿ぼが微び妙みように合わなかった事がある。その帳簿を見た蓮實は、何かに疑問を持ったらしく担当教員に問いただした事があった。なにやらただならぬ空気を感じた私達生徒会が外から聞き耳を立てていたら中から口論らしき声が聞こえた。貸たい借しやく対照表だか損益計算書だかがどうだとか内容はさっぱりだった。ただ良く聞いてみると口論と言うよりは、一方的に教員が怒ど鳴なっている様であったから、あの時は蓮實が退学になるのでは無いかと私は思ったものだが、何故なぜかその後で学校側が謝罪したらしい。あれは何だったのだろう……。ちなみにその後、この半地下の部室が天文部にあてがわれたのだ。

　私が背けた顔のまま蓮實の事をちらりと見ると目が合った。蓮實はにっこりと笑う。私はなんだか見み透すかされた気がして腹が立ってまた顔を背けた。

　たしかに、いろいろな人が困っている様な案件ならば、それを解決する事は素晴らしい事だ。だが、どうでも良さそうな、それこそ噂話や怪かい談だん話のたぐいまでも、私が世間話として話してしまうと蓮實は解決してしまう。

　蓮實が解決した以上は、一応は生徒会でその話をする。「まぁ、友人が言うには……」的なニュアンスで……。

　でも蓮實は有名人なので「大おお庭ばさんが言う打開策であるならば」という事であっさり通ってしまう。通ったものがこれまた適切な解決法だったりする。

　そんな事を続けていたら、いつしか海え老び栖す川がわ生徒会は、何かよく分からない事件をなんでも解決してくれる便利屋さん的な扱あつかいになってしまったし、当然の成り行きとして生徒会内での私の立ち位置も、大庭蓮實にご意見を伺うかがう巫女みこの様なものとなっていた。元々はただの会計委員でしか無いのに……。

　今回、こんな話が持ち込まれたのだって、蓮實が何でも簡単に解決策を発見してしまうからだ。そう考えるとさらに腹立たしい。何で私がこんな謎な役回りを任されるのか。

「どうしましたか？　私を睨にらんだりして……」

「べ、別に……」

「そうですか」

　彼女は不思議そうに首をかしげる。私は顔を背けそうになったが、そんな事をしたら負けた気がするので、がんばって蓮實と向き合う事にした。

「あと気になったのですが結花さんは図書室あまり使いませんよね」

「そうね」

「先ほど説明した通り、図書室によく赴おもむく人だけが踊おどる人形の名を知っているはずです。そう考えると何故結花さんがこのお話を知っているのか気になりましたが……説明していただけますか？」

　私を見つめる蓮實。

「はい、はい、お察しの通りです。図書委員達が怖がってて、みんな一人で作業したがらなくて困ってるって外と川かわ先生に相談されたのよ」

「ああ、外川先生ですか、たしかに現在はこの学校の図書室の司書をされてますよね」

　外川先生は一昨年おととしまでこの学校で古文の教師をされていたらしい。定年後にここの図書室司書をされている。どことなく品がある不思議な先生であった。私はこの先生が好きだった。たぶん自分にない様な気品が好きなんだと思う……。

　私は自分が持ってないためか、独特な気品の様なものに惹ひかれる。最初、目の前の彼女を見た時に強く感じ、そして惹かれた様に……。

「外川先生に解決してくれって頼たのまれたわけではないんだけどね。それこそ何となく生徒会に相談した感じかしら」

「何となくですか。だったら解決してくれと頼まれたわけでもないのですし、生徒会が解決する必要もないでしょう」

「ぬぅ……」

　と、この様に、時に大庭蓮實大明神様は意味もなく解決を放ほう棄きされる事がある。だからめんどくさい。いっそのこと、何も解決しないでくれれば私も蓮實のお伺い役を免めん除じよされるのに。

「そうね。それだけだったら解決しなくても良いのかもだけど、なんか生徒会に投書があったらしいのよ。是ぜ非ひとも生徒会で解決してくれって、ご丁てい寧ねいにも踊る人形の写真十六枚も同どう封ふうだったのよ」

「なるほど、写真同封とは気が利きいてますね。さぞかし優やさしい方からの投書なのでしょう。きっと是非とも結花さんに解いてほしいから送ってこられたのでしょうね」

「何で私なのよ。生徒会に送られてきたのよ。私のわけないでしょ！　どっちかと言えばあんたに解いてもらいたいのよ！」

「だったら天文部に投書していただけたら良いのですが……」

「う……」

　実質は謎を解いているのは蓮實だが、表向きは生徒会が解決した事になっている。一いつ般ぱんの生徒は蓮實が解決しているとは思っていない。

「だいたい怪かい奇き現象なんてあり得ないわよ。踊る人形なんて大層な名前ついてるけど、何の意味もない落書きでしょ？　蓋ふたを開けてみたら超ちよう常じよう現象とは無む縁えんな何でもない事件だと思うわ」

「そうですねぇ。超常現象かどうかはたしかに怪しいですが……何でも“〝ない”〟というのはどうでしょうか」

「どういう事？」

「大した意味はありません。ただ、超常現象の可能性が低いから“〝ない”〟のではなく、“〝ある”〟と思うから何かが存在するのかもしません……と」

「何よその意味深な言い方は」

「それほど意味深では無いですよ。そのままの意味です」

　蓮實はふたたび視線を本に落とし、次のページをめくる。ここまできて踊る人形の怪に興味を失ったのだろうか？

「でもその言い方だと“〝何かがある”〟って事よね！」

「そりゃ何かあるでしょう。落書きというのが自然に発生するなんて事はないでしょうし……」

「だったら蓮実がその“〝何か”〟とやらの正体を突つき止めなさいよ」

　突とつ然ぜん、本をぱたりと閉じる蓮實。

　膝ひざに本を置くと、両手を軽くぽんと叩たたく。

「見返りは何でしょうかね？」

　先ほどまでの無関心が嘘うその様……というか今までの無関心は嘘か！　無関心を装ったのか!?

「な、何でいきなり乗り気なのよ!?　さっきまで興味なさそうだったじゃない！」

「さっきまでは知りませんが、今は興きよう味み津しん々しんですよ。そんな事よりも、その何かを突き止めた時の見返りは何でしょうか？　何でしょうかね？」

　先ほどの落ち着いた調子と打って変わった様に、跳はねた声で蓮實が問いかける。

「な、何よ……み、見返りって……」

「何でしょうかねぇ。結花さんは何をしてくださるのでしょうか。結花さん私のために何かしてくださるのですよね」

　きらきらと反射した黒く透とう明めいな煙けむり水ずい晶しよう。いつも伏ふし目がちな彼女は目を大きくあけると印象が変わる。

　なんかはめられた気がする……。でもここで蓮實の言う事に流されてはダメだ。今回だけでなく今後もいろいろと謎なぞを解いてもらう事もあるだろうし、こんな事でハードルをあげられたらたまったもんじゃない。

「み、見返りなんかないわよ。何で見返りなんて用意しなきゃならないのよ。あほらしい」

「そうですかぁ。それだとやり甲が斐いがありませんねぇ」

　がくりとうなだれる。分かりやすくやる気がしぼんだ主張。

「見返りとかどれだけ即そく物ぶつ的なのよ……」

「でも、見返りがあればいくらでもがんばりますよぉ」

　むくれた様に机の上でごろりとする。

　うーん。困ったなぁ……。いかにも蓮實が好きそうな事件だったから、話したらすぐに乗り気になると思ったのに……なんか外川先生が大変そうだったから、相談してもらった時に、うっかり簡単に解決できると言ってしまったんだよなぁ……。

　外川先生の相談を快かい諾だくしたのは私だから、本来ならば私一人であの落書きの謎を解くのが筋なのだが……。

　私はその落書きを、図書委員達が怯おびえながら「踊る人形」といういかにも怪かい談だんにありそうな名前で呼んでいる事を思い出す。恥はずかしながら怪談系はあまり得意な方では無い……。一人で解決しなければならないと考えると、なんだかだんだん怖こわくなっていく。

「わ、分かったわよ」

　小さな耳がぴくりとする。

「見返りあるんですか!?」

　ぱっ、と蓮實の顔が明るくなる。明るくなりすぎだ。

「見返りは無いわ！　それよりとりあえず二人で解けばいいじゃない」

「だから、お力を貸すのでしたら見返りが無ければ……」

「力を貸すんじゃなくて、勝負するって言ってるの！」

「ほう、勝負ですか？」

「そうよ。勝負、互たがいに推理しあうのよ」

「うーん。推理の勝負ですか……」

　蓮實は、その場で考え込む。さきほどのワクワクからだいぶ落ち着いた表情になる。とは言ってもいつもの柔やわらかいだけの表情とも少し違ちがう……考えてる時の蓮實はとても凛りんとしている。

「勝ったらどの様な事が出来るのですか？」

「た、たいした事なんか出来ないわよ。私が出来る範はん囲いで蓮実の言う事を聞いてあげるだけだからね」

「私が望むものを結花さんがですか！　本当ですか！　本当に結花さんしてくださるのですか！」

「だから、出来る範囲よ！　常じよう軌きを逸いつした事なら絶対やらないからね！」

「はい！　大だい丈じよう夫ぶです！　結花さんが出来る範囲ギリギリでエロい事をしますね」

「今、エロい事言うたっ」

「いいえ、エエ事と言ったら訛なまってしまいました。あははは……」

「訛りも何もあんたは元々東京生まれの東京育ちだったでしょうが……というかなんか鼻息荒あらいわよ……」

「そうですか？　そんな事ありませんよぉ……」

　蓮實は品行方正、成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万ばん能のう、細身の黒くろ髪かみロング、伏し目がちで長いまつげ、柔らかい表情だがどこか世せ俗ぞくを超ちよう越えつした様な独特の雰ふん囲い気きは、一般生徒にとって話す事すらはばかられる、まさにあこがれの存在だ。が、蓮實の実態は全然違う。そういう気品とはかけ離はなれた存在だ。

　私が最初に彼女を見た時もまったく同じ感情を持ち、相当がっかりさせられて今に至る。

「私が望むものを結花さんがですよね！　やってくださるんですよね！　結花さんっ結花さんっ」

「はいはい、なにを異常な興奮してるんだか知らないけど、出来る範囲よ。無む茶ちやぶりされても絶対やらないからね。はい」

「分かってますよ。私は、結花さんの嫌いやがる事なんてしませんよ」

　大おお嘘うそだった。

　だいたいこういう時は私が嫌がる事しかやらない。

「えへへ……結花さんが私の望む事をですかぁ」

　興奮のあまり、あの白磁の様な美しい肌はだが昂こう揚ようしてあかく染まっている。

「勝負よ。それならやってくれるのね」

「もちろんです。楽しみです！　結花さんの膜まくを賭かけた勝負です！」

「おい待て！　今膜を賭けてとか言った!?」

「あ、違いますよ。違います。幕開けと言いたかったんです。いやだなぁ。勢い余って裏の心が出てしまっただけですよぉ」

「言い間ま違ちがいだって言って……勢い余ってとか言わないで……」

「冗じよう談だんですよ。冗談なんですから。結花さんは冗談を本気でとらえるんですからぁ。困りますよぉ」

「冗談を冗談としてとらえたいのだけど……あなたのその変な昂こう揚よう感かんがね……」



　＊＊



「とりあえずこれを見て……」

　私は空き部屋にある黒板の落書きの写真を見せる。例の投書として生徒会に送られてきたものだ。

　十六枚の写真で、すべての踊おどる人形が違うポーズを取っていた。残念ながら写真に日時など記き載さいされていないので、どの写真がどの順番で撮さつ影えいされたのかは分からない。

　蓮實は興味深そうに「ふむ……なるほど……」と頷うなずく。

「現場に連れて行っていただけますか？　現場を見て判断したいので……」

「そうね。現場を見るのが一番かしらね……」



　＊＊



　現場に赴おもむく。

　蓮實にはとりあえず、私が持っている情報をすべて開示しておく。

　当然、勝負としてはこのやり方は分が悪い。だいたい蓮實と私では脳の出来が違う。というよりも海老栖川高校の人間では蓮實とレベルが違いすぎる。

　彼女は元々から特別の存在であった。授業料はおろか教科書代すら免めん除じよされているらしい。

　それもそのはず、蓮實は成績が良いというレベルでは無い。海外で行われる数学のオリンピックに出場した経験があるし、何でもめずらしい実験をして中学時代に海外の雑誌に論文が掲けい載さいされたらしい。

　天文部に部室があてがわれた理由の一つには、彼女の類たぐい希まれな知性があるのは間違いない。

「空き教室に描かかれた落書きの謎」、この程度の謎なぞ解ときなんか彼女にとっては頭の体操にもならないかもしれない。だから、蓮實と私が謎解き合戦をまともにして勝てるはずはない。だけど、そんな蓮實にも弱点はある。長年付き合っているからこそ、彼女のその弱点を熟知しているつもりだ。そこをつけばあるいは彼女を出し抜ぬくことも出来る、様な気がする……。

　私だって、いつまでも蓮實の手のひらで踊らされているだけではない。たまにはぎゃふんと言わせてやりたい。

「ねぇ、蓮實、さっきから気になってるんだけど……」

「どうしましたか？」

「何で、さっき読んでた本をそのまま持ってきてるの？」

「ああ、これですか、これ図書室から借りたものなので、その教室を見た後に返そうかと思いまして……」

「何読んでたの？　また難しい本？」

「そう見えますか？」

　だいたい蓮實が読む本と言えば、本のくせに横書きで変な記号で埋うめ尽つくされ、定価もうん千円から、ひどい場合うん万円する様なものばかり。たまに日本語ですら無い場合もある。

　だけど、今日蓮實が読んでいる本はそんな感じはしない。普ふ通つうに縦書きだし、なんといっても挿さし絵えすらある。

「何なのその本？　挿絵入りのものを蓮實が読んでるなんてめずらしい気がするけど……」

「これは推理小説ですよ」

「挿絵入りの推理小説？」

「はい、シャーロック・ホームズですよ」

「ホームズ……めずらしいわね。あなたが子供っぽいものを読んでるなんて」

「そんな事ありませんよ。私はシャーロック・ホームズが大好きなんですよ。子供の時はシャーロキアンを自じ認にんしてましたからね」

「シャーロキアン？」

「ああ、シャーロック・ホームズの熱ねつ狂きよう的なファンの事です。今でもシャーロキアンが集つどう会合には毎年参加してるのですよ」

「そ、そう……」

　あまり深く聞くのはやめよう。蓮實が長年はまっている様なものだ……たぶん生なま半はん可かな気持ちなどでは出来ない、とてつもなく奥が深く、とてつもなく難解なものなんだろう。

「おもしろいですよ。結花さんも読んでみますか？」

「いいわよ……私は推理物とか興味ないから……」

「あら、そうですか？　これから推理するのですから推理物を読んだ方が良いかもしれませんよ」

「いや、こんな取るに足らない落書きの謎なぞを解くのに、推理物読む必要なんかないでしょ……。だいたいその理り屈くつから言ったら、警察官は推理小説読んでなきゃいけないじゃない」

「あ、正論ですね。完全に正論です。だけど、読んだ方が雰囲気が出て楽しいですよ。たぶん」

「いや、別にそういう雰囲気とか楽しみたくないから……」



　その落書きは「踊る人形」と呼ばれていた。

　その名の通り落書きは踊る人ひと影かげの様なものだった。両手に旗を持っているのも特とく徴ちようだ。今日、新しく描かれたらしい踊る人形は、生徒会に送られてきた写真で見たものとは当然違うポーズであった。

「写真と違いますね」

「そうね、たしかに噂うわさ通り、毎日新しく描かき直されてるって事かしらね」

「でしょうね……」

　踊る人影の落書きよりも、私は話しながら蓮實の一挙手一投足を注視する。

　蓮實の弱点。それはあまりに頭が回りすぎるが故ゆえに、解けた謎の解答を出し惜おしむ癖くせがある事である。

　たぶん、絶対に間違いが無い様に、確信の上に確信を重ねるためなのかもしれないが、それにしても推理を思いついてから解答を出すまでの時間が長い。しかし、私の経験上蓮實が最初に見立てた推理が間違っていた事など無い。後から考えれば彼女の言動はすべてを知っていたとしか思えない事ばかりだった。つまり、彼女が事件の概がい要ようを把は握あくした時点で、だいたい推理は終わっている。後は彼女なりの検証作業となる。だとしたら、彼女が気がついた推理を私がくみ取って先に言ってしまえば、勝負に勝つ事が出来る。

　卑ひ怯きような方法ではあるけれども、凡ぼん人じんが天才に勝つにはこのぐらいしか手はない。今回の勝負。私は最初からそれだけを狙ねらっている。

「たしかに、こんな空き教室に、謎の落書きが描かれ続けたら不気味ですよねぇ」

　蓮實は徐おもむろに空き教室を歩きだす。リラックスした彼女と正反対に、私は神経を研とぎ澄すます。彼女の行こう為いが推理のための物であるのか？　何かを確かく認にんするための物であるのか？　はたまたまったく違ちがう目的であるのか？　正直、分からない。それでも彼女の行動から何かをくみ取ろうとする。

　さりげなく蓮實は窓まど枠わくの埃ほこりを手ですくった。よくドラマで姑しゆうとめが「ここも汚よごれてますよ！」的な感じでやるヤツ。この行動には意味があるのだろうか？　いや、空き教室の窓枠に埃がたまっているのは当たり前だ。確認するまでも無い事の様な気もする……。だったら何の意味もない行動だろうか？

「どう？　何か解けた？」

「そんな簡単に解けませんよ」

　蓮實は教室をゆっくりと一周した。調べるというよりも軽く見回っただけといった感じだ。

「でも分かった事もあります」

「分かった事？」

「たいした事じゃないですよ。たとえば、空き教室というのは全部机が後ろに積み重ねられてますよね。こうやって机が後ろに積み上げられて床ゆかのタイルがよく見えると、ウチの高校の教室の床ってタイルの目が細かいなぁ……って、前からそう思ってましたが、改めて見ると細かいですよねぇ」

「そうね……」

「なんか机が置かれてないと広く感じますね。特にタイルの目が細かかったりすると……」

　すると蓮實は鞄かばんから物差しを取り出す。

「何してるの？」

「あ、タイルの大きさってどのぐらいなのかなぁ……って」

「そんな事して何か分かるの？」

「いいえ、単に気になっただけですよ。あ、これ15cm物差しで十分計れる大きさなのですね」

　そう言われてみれば、この学校のタイルは小さい。縦横ともに15cm物差しですっぽりおさまるぐらいの大きさだ。小さいとは思っていたけど、たしかに学校で使われるタイルとしては小さいのだろう。

「後ろには邪じや魔まにならない様に机が二段に積み上げられてるのですねぇ」

　下の机はそのまま、上の机は上下反転させている形。たしかにこの積み上げ方の方が崩くずれづらい。良く見かける積み重ね方だ。蓮實は先ほどと同じ様に積み上げられた机を指でなぞっていた。

「さっきから指で埃を調べてるみたいだけど？　何か意味あるのかしら？」

「意味といいますか……とりあえず現場の状じよう況きようを把握しておこうかと……」

「ふーん……」

　私はとりあえず蓮實の表情を注視する。

　蓮實が現場の状況を見て判断するのであれば、私はその蓮實の表情を見て判断する。なんやかんやいって長い付き合いだ。ちょっとした表情の変化も見み逃のがさない……つもりだ。

　蓮實は黒板の周り、さらにチョーク入れ、クリーナーの中身なども軽く確認する。

「全然、絵は確認しないのね。そうやって歩き回るだけなの？」

「まさか、絵だってちゃんと確認しますよ。でもこうやってこまめに確認する事は大事です。今も気がついた事がありますよ。結花さんは気がつきましたか？　実はこの教室にはチョークが無いのです」

　そう言って、黒板の下側に設置されたチョーク入れを開けて見せる。たしかにチョーク入れには一本も無い。だが、それは別段不思議な事ではない。

「空き教室だからチョークが無くて当然じゃないかしら？　だって使わないのだからこの教室を最後に清せい掃そうした時に持って行くでしょ」

「そうですね。それは当然かもしれませんが、チョークが無いのに絵が描かれ続けるなんて……案外本当に怪かい奇き現象かもしれませんよ」

「そ、そんな事あるわけないでしょ！　た、たぶん犯人が自前で持ってきてるのよ。だからここには無い」

「まぁ、そうでしょうね……。この場合は自分で用意したと考えるのが妥だ当とうでしょうね。自分で用意せざるを得なかった……」

　蓮實はじっと踊おどる人形の落書きを見つめ続ける。その表情からでは、彼女が何を考えているのかさっぱり分からない。

「どう？　何か分かった？　私はさっぱりだけど……」

「何でいろいろなポーズの人影が描かれるのでしょうか……。数々の踊りのポーズ。それがこの謎を解く鍵かぎだと思いますよ……」

　きた……。

　やはり彼女は“〝解く鍵”〟に気がついている。

　そしてそれはたぶん、すでに謎が解けている事を意味する。

　ただその判断を保留しているだけだ。

　つまり今、彼女が分かった事に私が気がつくことが出来れば十分に勝つ可能性がある。

「どんな鍵かしら？」

　一応かまをかけてみる。案外この手の事はあっさり蓮實は教えてくれる。たぶん、絶対の余よ裕ゆうがそうさせるのだろう。

　頭が良すぎた彼女は昔から自分の考えを相手に伝えるのに苦労していた。だって彼女の脳みそには一いつ般ぱん人には理解出来ない様な難しい情報ばかりが詰つまっているから、これを相手に伝えるのは非常に困難だ。

　幼少期からその様な経験があった彼女はいつしか、何でも相手に伝わりやすく、理解しやすい様に砕くだいて説明する癖が染しみついていた。

　蓮實が読んでいる本は私が読んでも理解不能だが、蓮實が説明してくれると、何となくだが分かる様な気がする。実際、あらゆる古今東西の知識を何度も説明してもらったが、何か分からないけど楽しかった記き憶おくがある。私で理解出来る様な内容であるはずはないのに、蓮實の口から説明されるとそれは頭にすんなり入っていった。

「いろいろなポーズで毎日変わるという事がそのまま鍵だと思います……という事で帰りますか？」

「え？　もう？」

「はい、もうです。結花さんはまだ見ますか？」

「というか蓮實、あんまり絵自体を確認してないと思うけど」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ。これ一枚で結論が出せる様なものでもなさそうなので」

「これ一枚で結論が出せる様なものじゃない？」

　たぶん今の一言は重要なヒントなんだと思う。もしかしたら解答そのものかもしれない。

「一枚で結論が出せないって事は、複数の絵ならば結論を出せるという事かしら？」

「それは言えませんよ。だって一応、これって勝負なのですよね」

　蓮實が否定しない。という事はこれは「YES」と言ってるに等しい。つまり複数で絵は理解すべきなのだ。

「でも、だいたい蓮實は分かったのでしょ？」

「そうですねぇ。そうかもしれませんが、確証はありません。それにしても踊る人形とは良いネーミングセンスですね」

「ネーミングセンス？」

「図書委員らしいセンスです」

　ネーミングセンス。もしかして“〝踊る人形”〟という名前そのものがこの謎を解く鍵なのだろうか？　考えてみればこれは不思議な名前だ。どう考えても“〝棒人間の落書き”〟と言う表現の方が的を射てるはずなのだが、にも拘かかわらず何故なぜ“〝踊る人形”〟と名付けられたのだろうか？　この絵はたしかに踊っている様には見えるが、でも人形かどうかは判断が難しい。ネーミングからしてすでにちょっとしたミステリーではある。

「この手の謎なぞ解ときというのはだいたい同じなのですよ。分かってしまえばある程度のパターンしかない。決まった手順を踏ふめば解決してしまう。推理小説を読んでいるとだいたい謎なぞの種類って似てくるのです」

　そう言って手にした本を私に見せる。

「推理小説の謎解きがだいたい同じ？」

「推理小説の金きん字じ塔とうですからねシャーロック・ホームズは」

「シャーロック・ホームズ……」

　その本の題名は『シャーロック・ホームズの帰き還かん』だった。





「ご苦労様です」

　蓮實は守衛さんに挨あい拶さつする。

　いつもしているわけではないのだけど……なんか守衛さんが立っているボックスの中を覗のぞいていた様にも見えた。

「この学校は宿直室ってありましたよね」

「まぁ、あるにはあるでしょ。深夜の学校に忍しのび込んだりする事件とかたまにニュースになってるしね。でもだからといっていつもいるわけじゃないでしょ？　海え老び高こうはセキュリティ会社と契けい約やくしてるみたいだし……」

　会計をやっているとたまにそんな資料を見てしまう事もある。本来ならば生徒が見るようなものではないのだろうけど、今の海老高の生徒会長が有能すぎるため、学校のガチの経理資料まで目にする機会があったりする。最近はそういうのも減ったのだが……。

「セキュリティ会社と契約ですか……そういえば守衛さんが立っているボックスに契約をあらわしているシール貼はってますね」

「そうね……」

　蓮實は学校のセキュリティを気にしている様だ。たしかに外部から侵しん入にゆう者がある可能性も考こう慮りよするべきだし、正しい疑問だろう。

　それにしても、今日一日で蓮實の推理はどこまで進んだのだろう。もしかしたらすでに全部の事が分かっているのかもしれない。とりあえず家に帰ったら、蓮實の発言や行動、そのすべてを吟ぎん味みし直す必要があるだろう。
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　帰宅後、夕食を取った後、すぐに自分の部屋に閉じこもる。

「蓮實はどこまで分かってるのかなぁ……」

　部屋のベッドでごろごろしながら考える。私は探たん偵ていなどでは無いから安楽椅い子すなどで考えたりしない。考え事はいつもベッドの上で転がりながらする。本を読むときも同じだ。だいたい机で本を読む人が信じられない。机なんて勉強している時にしか座りたくない。という話を幼い頃ころに蓮實にしたら「私も読書はベッドの上でしますよ」と言われた。っと、横になった瞬しゆん間かんに関係ない事を考えてしまった。集中せねば。

「うーん……うーん」

　右と左にゆっくりと転がりながら今日一日の事を思い出していく。印象的な言葉や行動はいくつかある、あるのだけど……。

「そういえば名前に関して蓮實が言ってたなぁ……」

“〝踊る人形”〟。これは図書委員らしいネーミングであるとかなんとか……。

「だとしたら、図書委員がいかにもつけそうな名前って事になるよねぇ。という事は本をよく読む人がつけそうな名前って事なのかなぁ」

　私はごろりと仰あお向むけになる。真っ白いクロスが貼られた天てん井じようを見て、今日の蓮實の姿を思い出していた。

「そういえば、あの本……蓮實が持ってた本、お父さんが持ってた様な……」

　たしか、お父さんの本ほん棚だなにはシャーロック・ホームズの文庫があったはずだ。ウチの父親はシャーロキアンというほどではないのだけど、人並みに推理小説が好きでホームズなんかも読むらしい。特にホームズは短編なので、寝ねる前などに軽く読めると父は私に勧すすめたりもしていた。

　私は階段を下りてリビングの本棚を見る。

「えっと……なんて名前だっけ……たしか……」

　私は本棚から『シャーロック・ホームズの帰還』という本を取り出す。表紙のデザインなどは違ちがうが、たしかこんな名前だった様な気がする。

　私はその本をパラパラと簡単にめくる……すると……。

「え？　な、何よ……これ……」

　本当にパラパラめくった程度だった。にも拘かかわらず、私はあの落書きの核かく心しんにいきなり触ふれる事となった。

　こんな事があるなんて……。
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「結花さんは踊る人形の謎を解かれたのですか？　素す晴ばらしいです」

「そうね。まぁ、どうせ蓮實はすでに分かっていたのだろうけど」

　当然蓮實は気がついているはずだ。あんな簡単な推理が見み抜ぬけないわけがない。にも拘わらず、私の言葉に蓮實はきょとんとしている。

「そんな事ありませんよ。私はまだ分かりかねてます。どうあっても私が解くにはもう少し時間が必要な様です」

　いつもの慎しん重ちようさだろうか。それにしてもあれほど明快な答えがあるのに、解答を先延ばしにするなんて……蓮實の思考はよく分からない。この辺りが天才的と言われるゆえんなのだろうか？　でも、こんなものはその名前の意味さえ分かってしまえば一発で分かる謎でしかない。

「分かったのでしたら昼休みにでも踊る人形がある教室まで行きましょう。そこで結花さんの推理を説明してください」

「ああ、大丈夫よ。ちゃんと説明出来る様にネットでダウンロードしたのプリントアウトしておいたから」

「はい、楽しみですね」





　昼休み、私達は例の空き教室で踊おどる人形の目の前に立つ。

　私はかなり上じよう機き嫌げんだ。これからこの謎を解明するのだから。

「さぁ、結花さんの推理教えていただけますか？」

「正直、私が解いたものじゃないわ。私は単にみんなの推理を寄せ集めて解答を得ただけ、まずその一つが落書きの名前について」

「この落書き」

　私は踊る人形を指さす。

「一般人が見たら、この落書きに“〝踊る人形”〟なんて名前をつける事はあり得ない。普ふ通つうに見てこの落書きは“〝棒人間”〟以外の何物でもないもの」

「この落書きを“〝踊る人形”〟と名付けたのが本に造ぞう詣けいが深い図書委員達だったのも偶ぐう然ぜんではないわ。だって“〝踊る人形”〟って言うのは」

　私は一呼吸おいてから解答を示す。なるほど、探偵というのはこんな気分なのだろうか、結構この瞬間は気持ちいい。

「シャーロック・ホームズの短編『踊る人形』、“〝踊る人形”〟というのはその中で登場する世界でもっとも有名な換かえ字じ式暗号なのだもの。つまりこの落書きはシャーロック・ホームズ内で使われた換字式暗号によって描えがかれている。だからその暗号の意味を知る図書委員達は恐きよう怖ふしたのよ！」

「実際、シャーロック・ホームズの短編『踊る人形』中でも、その暗号が意味する所を知っている依い頼らい人の妻は恐怖する。この場で起きている事は物語での出来事とほぼ同じ。たぶん誰だれかが『踊る人形』を模して描いたメッセージなの」

「って！　何で笑ってるのよ！　蓮實！」

「ち、違いますよ。微笑ほほえんでたのですよ。微笑ましい素晴らしい推理だと思いまして……」

「それってもしかしてバカにしてない？」

「そんな事ありません。えっと、換字式暗号は一文字に対して他ほかの何か一つの物に変へん換かんする形で行われるシンプルな暗号です。その推理で正解ならば、すぐにでもこの事件は解決ですよ！　結花さんっ」

「じゃーん。てな事で“〝踊る人形”〟の換字式暗号表をネットでダウンロードしてプリントアウトしてきたのよ！　これで一発で解決よ」

　私はプリントアウトした紙を広げて、すぐに黒板に描かれた踊る人形の解読を開始する。が……。

「っ」

「解読出来ましたか？」

「で、出来ない……」

「出来ませんか？」

「うん……出来ない……」

「何で出来ないのでしょうかねぇ……はぁはぁはぁ……」

「って！　何で私の後ろで息を荒あらくしてるっ」

「す、すみません……一いつ生しよう懸けん命めい謎なぞを解こうとしているのに、なかなか解けないで困っている結花さんを見ていたら、つい……」

「つい、鼻息荒くなるって……どんな了りよう見けんだ？」

「すみません……私は結花さんの困っている顔が好きでして……」

　どんなサディストやねん。

「とりあえず、どうして解けないのでしょうか？　解けるはずですよね。これが“〝踊る人形”〟であるならば」

「そうなんだけど……これ、どの文字も一文字で区切られてる事になってるのよ……」

「そうですね。送られてきた写真もそうですが、昨日も今日の絵も、人形が旗を持ってます。これだと暗号としての“〝踊る人形”〟としては意味を成しませんね」

「そ、そうね……」

　暗号“〝踊る人形”〟は、一文字に対して一体の踊る人形で表現される。イギリス人の作家であるアーサー・コナン・ドイルが作ったため、対応している言語は英語。つまりアルファベットと同じ数二十六体の絵で“〝踊る人形”〟は表現される。ただそれだけだと単語の区切りを表現出来ないので、これに旗を持たせる事によって区切りをあらわす形となる。

　たとえば「am here abe slaney」だったら二つ目の人形が旗を持ち、次が六体目、最後に九体目が旗を持てば単語の切れ目が分かる仕組みだ。

　だがこの落書きは……。

「全部、旗持ってるし……」

「そうですねぇ。過去描かれた写真の絵も昨日も今日のも全部旗を持ってますから、すべてが一文字で表現されている事になります」

「うん、それもそうだけど……この人形のポーズ自体が、まったく“〝踊る人形”〟の換字式暗号に対応してない……」

「みたいですね……」

「うう……何で、だってみんながこの落書きを踊る人形って呼んでたし……」

「はぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁ……」

「人が悲しんでるの見て！　なんかすんな！」

「す、すみません……おかずを目の前に、つい……」

「おかず言うなっ」

「でも、結花さんって本当に困った顔しますよね。そんな見事な困った顔出来る結花さんを見てると……」

「パンツ脱ぬごうとするなっ」

「あ、すみません。つい自宅の様なくつろぎをしてしまいました」

「そういう問題？」

「あはは、冗じよう談だんですよ」

「冗談でもパンツ脱ごうとするな……」





「それは単純に、シャーロック・ホームズの『踊る人形』を連想させたからだけでしょうねぇ。その証しよう拠こに元々の原題は『The Adventure of the Dancing Men』です。和訳で『踊る人形』となっていますが、原題に人形なんて言葉はありません。あくまでもイメージなのでしょう」

「んじゃ、単に似てたから踊る人形って呼ばれていただけ？」

「そうでしょうねぇ。でなければ命名者が最初にこの暗号を解いていたと思いますよ。命名者は“〝踊る人形”〟の換字式暗号を知っていたわけですし」

「う……」

　言われてみれば、当たり前だ……。名前をつけた人間がいるのなら自前で暗号を解読するだろう。生徒会まで相談ごととして回ってくるわけがない……。

「うう、ハズレなんだ……」

「そうですねぇ。少なくとも“〝踊る人形”〟の換字式暗号でない事はたしかでしょうねぇ。確かく認にんしたかぎりでは全部の絵が旗を振ふっているわけですから」

　昨日と同じ様に蓮實はゆっくり歩きながら教室の状態を調べていく。その姿こそ昨日読んだ小説に描かれたシャーロック・ホームズの様であった。

「だ、だったら蓮實の推理はどうなのよ？」

「私はまだ確証があるわけではありません。それより何故なぜ、この落書きは全部旗を持っているのでしょうねぇ……逆にそれが気になりますね……」

「全部が旗……」

　私は蓮實の言葉が引っかかった。たしかそういうものがあった様な気がする……。旗による伝達手段……。
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　気になった事があった。その予感はたぶん正しいと思われる。

　あれを“〝踊る人形”〟と結びつける事じたいは間ま違ちがいでは無い。だからこそ、本能的に図書委員達はあの落書きを踊る人形と名付けたのであろう。

　ただ、問題はあれが換字式暗号である“〝踊る人形”〟では無いという事だ。だとしても、あれが何かしらの暗号文である可能性を否定する要素とはならない。むしろ暗号文を含ふくむ何かしらの意思通達手段である可能性が高い。毎日絵え柄がらが変わる事実がそれを裏付けている。あれは何か目的があって誰かに向けて書かれているものである様に思えた。この直感に間違いは無いはずだ。

　自分の部屋に戻もどると夕食も取らずに急いでパソコンを立ち上げる。旗を使った伝達手段。たしかにそういうものがあったはずだ。私は検けん索さくツールを使い、思い浮うかぶ言葉の羅ら列れつを検索し続ける。たとえば遠く、音声が聞こえない状じよう況きよう。視覚でしかコミュニケーションが取れない状況。電波などの通信手段が無いか、あるいは使えない状況、十分に考えられる。旗を使った通信手段の存在の可能性。

　何通りかの単語を検索にかける……すると……。

「あ……これ……」

　ネットで調べて数分。それほど時間もかからずに簡単にその伝達手段が出てきた。

「手旗信号……」

　主に海での活動で用いられるものらしい。たしかに海だったら視界が遠くまで開けている、望遠鏡を使えばかなりの距きよ離りでもコミュニケーションが取れる。

　私は再び写真を確認する。すべての絵に旗がもたれているこれは換かえ字じ式暗号“〝踊る人形”〟よりもこちらの方が断然近い。

　私は手旗信号の解読表を読む。一文字を他の記号に入れ換かえる換字式暗号に比べると結構めんどくさい。手旗信号は二つから三つの動きで一つの文字をあらわしている。

　日本で使われているのは和文手旗信号と呼ばれるもので、すべてがカタカナ表記をかたどっているらしい。三つの動きのものは少なく、ほとんどが二つの動きで一文字となっている。もしうまくいけば十六枚の写真は八文字の文章になる可能性がある。

　だが、日付が無く順番がバラバラの写真から、和文手旗信号を解読するとなると大変だ。十六枚の写真は何種類もの組み合わせが存在する。そこから何かしら意味がありそうな文字列とするのは手間がかかりそうだ……。

　だったのだが……。

「あれ？　これ結構簡単に……」

　手旗信号表は当然“〝ア”〟から始まる、そして次が“〝イ”〟だ。

「これ……そのまま“〝アイ”〟って読めるんじゃない？」

　さらに私はそれぞれの旗の形を組み合わせてゆく……すると……。

「何よこれ……ちゃんと文章になってるじゃない……」

“〝アイ”〟を解読した後はかなりスムーズにくみ上げる事が出来た。言ってしまえば十六ピースのパズルだ。最初の二文字が埋うまってしまえばそこにある文章を読み込む事はそれほど苦では無かった。しかも解答となった言葉はすべて二つの組み合わせの文字であった。

「これって……」

　できあがった文字列は「アイシテルトカワ」と読む事が出来る。

「愛してる、トカワ？」

「トカワ……なんか聞いた事がある様な……」

「トカワ……トカワ……ト!?」

「トカワって……外川先生？」

「ど、どういう事？」

　何で外川先生の名前が？　しかも愛してるって……。

　愛の告白だろうか？

　でも、外川先生はかなりのお歳の先生だ。その外川先生に告白文などあり得るだろうか……あ、いや、あの年代の恋れん愛あいはあり得るかもしれない。

　でも……外川先生に愛の告白文を、黒板にしかも手旗信号で書くだろうか？

　私は手旗信号の事をもう一度調べはじめる。

「日本における手旗信号は海軍において明治26年に考案された……か。これって、もう少し調べる価値はあるかも……」

　思い当たるふしがある。それは生徒会役員をやっている私だからこそ、気になる事ではあるのだが……。とりあえず、外川先生と手旗信号、そして愛のメッセージ。なんだか知らないけど、話がとんでもない方向にふれてきた様な気がする。
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　朝一番で学校の図書室に行く。ついでに今日の落書きも確認したが、昨日の図ず柄がらを覚えてないので、二つ以上の絵の組み合わせで意味を持つ手旗信号を翻ほん訳やくする事が出来ない。

「写メしておけば良かったなぁ。というかするべきだよね。なんて初歩的なミスなんだか……」

　とりあえず今日の分は写メしておく。

「そんな事より……」

　私は急いで隣となりの図書室に移動し公立海老栖川高校史を調べる。これの一部は生徒会室にもあるにはあるのだが、少し気になる事があったので、すべてが揃そろっていると思われる図書室で調べる事にした。

「やっぱり……」

　公立海老栖川高校正せい史しが並ぶ背を見て核かく心しんした。

「やっぱり生徒会室にあるのは公立海老栖川高校になってからの通つう史しだけだったんだ……」

　公立海老栖川高校史としてまとめられてる本には二種類ある。一つは正史と呼ばれるもので、事細かくその年に起きた事が書き留められている。決まった法則はないが、見た感じ10～20年ぐらいで一冊にまとめられている。そのため結構な厚さが数冊となる。ちなみに第１号の正史は『公立海老栖川高校正史１９６５年版』である。

　それ以外に通史と呼ばれるものがあり、これは名前の通り、簡略的に書かれた薄うすい本である。第１号から最新版までの正史がほどよくまとめられている。通史は正史が刊行されるたびに更こう新しんする形で、過去の通史は処分され存在しない。

　当然、公立海老栖川高校正史と書かれた本に関しては目すら通した事が無い。あまりに分厚すぎて普ふ通つうこれを通読する人はいない。それに対して通史は大まかな事が載のっているので、何度か目を通した事がある。これは私だけでなく、他ほかの生徒会役員、歴代の生徒会役員、教職員も、同じ様に通史を使っている。正史と違ちがい通史は事務的に使用するための海老栖川高校の記録なのである。

　たとえば、校則や部活則、あるいは各委員会の役割など、この学校の実じつ定てい則そくはいつどのような形で決められたのかなど端たん的てきに調べられる。たまに通史に書かれていた記述を元に、その年号にあたる正史を図書室で確認する事もあったが、ほとんど希まれであった。ましてや正史をまともに通読する気など起きない。

　通史を読むと気がつくことがある。まず公立海老栖川高校はかなり歴史が古い。少なくとも通史には戦後まもなく復員学生を受け入れる記述がある。これは戦後すぐにはこの学校が存在していた事を意味する。

　不思議に感じるのは、この学校が戦後すぐに建てられたという感じがまったくしない事だ。どう考えても、公立海老栖川高校は通史で書かれている以前から存在していたとしか思えなかった。

　戦前と戦後では学校制度そのものが違っていた、だとしたら仮に公立海老栖川高校の前身があったとしたらそれはどんなものであったであろうか？

　たぶん、正史を最初から読めばその謎なぞは簡単に分かったのだろう。当然、正史ともなれば最初の章で多くのページをさかれ、そのいきさつが書かれているはず。だけども事務的に使う用に特化した通史にとっては、戦前と戦後間ま際ぎわの事実は不要なものと判断され、何度かの更新編集の時に記述されなくなったのであろう。だが、そんな疑問も全巻そろったこの学校の正史の目の前で、簡単に氷ひよう塊かいする。

『海老栖高等女学校正史』

『海老栖中学校正史』

　公立海老栖川高校正史１９６５年版より先に二冊の正史が存在している。片方は「高等女学校」、名前の通り女子校だ。そしてもう片方は「中学校」、これは今で言う中学校ではない、いわゆる戦前の旧制中学校をあらわしている。当然と言えば当然だが、今でこそ旧制中学校と言うが、当時はそのまま「中学校」である。

　ここからが本題だ。

　旧制中学校は、男子校の事である。

　高等女学校は、女子校である。

　実は、戦前からある多くの学校が、戦後公立高校となり共学化した。そして、旧制中学校と高等女学校が近きん隣りんにある場合はほとんど統合という形になったらしい。

　余談だが、旧制中学校は年ねん齢れい的には今で言うところの中学、高校にあたる。さらに余談であるが、旧制中学校はエリート養成学校であった。名前から想像するに逆な感じもするが高等女学校よりも専門的な学術所であった様だ。というのも、高等女学校はより専門的な学問のためというよりも「賢けん母ぼ良妻」を育成する事を主な目的としていたらしい。

　戦前のエリート養成所であった旧制中学校と高等女学校という組み合わせも、今回の踊おどる人形の怪を解く一つの鍵かぎである。
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「蓮實！　謎はすべて解けたわ」

　私は例の落書きの前で、蓮實に宣言する。今度こそ、この踊る人形の怪を私は解決したのだ。

「すごいですね。結花さん、私よりも先に解答を導き出すなんて」

「まぁ、たまたまだと思う。たまたま私が“〝手旗信号”〟を知ってたから」

「さて、どんな推理でしょう。楽しみです。お聞かせくださいっっ」

「そうね。まずはこれを見てもらおうかしら」

　私は例の写真を取り出す。

「生徒会に送られてきた躍おどる人形の写真ですね」

「この写真は全部で十六枚、この十六枚をある法則に従って……そう、こんな順番で置くのよ……」

「十六枚の写真を、二組ずつ寄せて並べてますね」

「そう、そしてこれよ」

　私は和文手旗信号表を取り出す。

「換字式暗号は一文字が他の何か一つのものに対応しているわ。でも手旗信号はそうでは無いの。決まったポーズの二つから三つの組み合わせで文字を成す。そのやり方でこれを読むと……」

「ほう……結花さんはこれをなんと解読したのでしょうか」

「私は“〝アイシテルトカワ”〟と解読したわ」

「たしかにそのように読めますね……うん。読めます。だったらこの文章はどんな意味が？」

「そのままの意味よ。これは恋こい文ぶみなの」

「恋文ですか？　どなたに宛てたものですか？」

「トカワはそのまま外川先生の事よ。つまりあの黒板に書かれていたのは外川先生に宛てられた恋文なのよ！」

「うーん。それも不思議な話ですね。なぜ恋文が黒板に、しかも手旗信号なんかで書かれたのでしょうか？」

「うん、それでいろいろ気になってね。調べてみたのよ。そこで分かったんだけど、海老高って、戦前にあった旧制中学校と高等女学校が統合されて作られたのよ」

「旧制中学校ですか。戦前では数少ないエリート校ですね」

「知ってるの？」

「まぁ、常識の範はん囲いですが、旧制中学校といえばその後、さらなる専門分野に進学する場所です。旧制高等学校、大学予科、大学専門部、高等師し範はん学校、旧制専門学校……さらに陸軍士官学校、そして海軍兵学校」

「そう、その通り。特に重要な事は、戦中に、陸軍士官学校や海軍兵学校にも多くの生徒を輩はい出しゆつしたという事よ。これを見て」

「これは、『海老栖中学校正史』ですね」

「そうよ。ここに戦前から戦中にかけての海老栖中学校の進学者の人数が記き載さいされているわ。見てみてよ」

「なるほど、結構、陸軍士官学校や海軍兵学校が多いのですね……」

「時代背景なのか、そういう傾けい向こうがあったのか、他の旧制中学校と比ひ較かく出来ないから分からないけど、これを見る限り海軍兵学校への進学者はかなり多いの」

「なるほど、なるほど」

「ここで重要なのが手旗信号が誰だれによって作られたか？　という事よ。分かるかしら蓮實？」

「さぁ、もしかして海軍でしょうか？」

「そう、まさに海軍なのよ。海軍の誰だか偉えらい人が作ったの。そして当時は手旗信号は日本海軍軍人だったら必ず習得しなければならない技能だったのよ」

「ふむ、ふむ、なんだか推理の輪りん郭かくが見えてきましたねぇ」

「そして、決め手がこの写真よ。まずこっちを見て」

　私はまず『海老栖中学校正史』に載せられた、旧制中学校である海老栖中学校の写真を見せる。

「当時としては立派な建物ですねぇ。何となくこの時代の建物だと木造屋根有りなイメージがあるのですが屋上とかまであってかなり近代的な建物です」

「そう、かなり立派な建物よ。屋上からこの街を眺ながめる事も出来たんじゃないかしら、そしてもう一つ見てほしいの。こっちの写真」

　今度は『海老栖高等女学校正史』を広げる。ここにも当時の海老栖高等女学校の全景写真がある。

「あら、この写真の後ろ側に写っているのは……」

「そういう事よ。統合以前、海老栖中学校と海老栖高等女学校はそれこそ互たがいに建物を目視できるほどの距きよ離りだったのよ」

「ほう、ほう、そこから結花さんは、どうして外川先生への恋文が黒板に手旗信号で書かれたと推理したのでしょう？」

「そうね。それこそ今回の事件の核かく心しん部分にあたるわね……」

「たぶん、これだけ近い場所に男子校と女子校があれば、やっぱり両校で恋れん愛あいの一つや二つはあったと思うのよ」

「それはそうでしょうね。でも当時の事ですし、お互いの学校の生徒さん達がお会いするのは難しかったでしょうけど」

「当時は互いにしゃべったりするのも大変な時代。直じかに会う事だってままならなかったはずよ」

「出来たとしても文通ぐらいが関の山でしょうか」

「互いに顔を合わせる事がない、文通ぐらいなら出来たとは思う。でも互いに会うというにはあまりに難しい時代だったと思う。まして愛の告白なんて……」

「そこで私はこんなケースを考えてみたのよ」

「ほう、興味深いですね。どのようなケースでしょうか」

「旧制中学校の男子生徒が、隣となりの高等女学校の女生徒に告白するために勇気を振ふり絞しぼって手紙を書くのよ。でもそこにはただ“〝窓から旧制中学を見つめてくれ”〟とだけ書いてあるの」

「なるほど、それだけなのですか」

「あと、何故なぜか一いつ緒しよに『和文手旗信号表』が同どう封ふうされている。これがポイントね」

「その手紙を受け取った娘むすめは手紙の指示通りに、窓から隣の旧制中学校を覗のぞくの……すると」

「隣の校舎から一いつ生しよう懸けん命めい旗をふっている男子生徒の姿が見える」

「彼は懸けん命めいに旗を振り続けるのだけど、もちろん女生徒はまったく理解できない。それでもただひたすら男子生徒は旗を振り続ける」

「そのうち、女生徒は気がつくの。その旗の動きが一連の動作の繰くり返しである事を……、急いで同封されていた『和文手旗信号表』を読む少女」

「少女は手旗信号なんて全然わからないから、見てもまったくわからないのだけど……でもそのうちに気がつく。そう、私が気がついた様に……」

「ネットで落としてきたこの表を見てわかる通り、『和文手旗信号表』はアイウエオの順番で並んでいる。だから彼女はすぐに最初の“〝ア”〟と“〝イ”〟に気がつく事が出来る。それさえわかれば後は簡単に文章すべてを理解する事が出来る」

「愛の告白。戦中だったらとてもゆるされる事のない行こう為い。だからこそ、こんな手の込んだ告白を男子生徒はせざるを得なかった……」

「なるほど……すばらしいお話ですね。たしかに外川先生の雰ふん囲い気きと合ってます。あの先生はたしかに高等女学校卒業といった感じがします」

「そうなのよ。前から外川先生ってどことなく品があって不思議な感じがしたけど、戦前の高等女学校卒業してるのなら腑ふに落ちるわ」

「つまり、あの落書きは外川先生本人によって黒板に書かれたものだわ！」

「うーん。素そ朴ぼくな疑問なのですが、だとしたら何故外川先生ご本人が黒板に『和文手旗信号』で愛の告白を書く必要があるのでしょうか？」

「昔を思いだしてじゃないかしらね。あとポイントとしてあの空き教室が図書室の隣であるという事よ」

「たしかに、誰よりも図書室にいる外川先生ならいつでも隣の黒板に絵を描かく事が出来ますからねぇ……でもそれだけだと動機としては薄うすい様な……」

「うん、だからこれは、想像なのだけど……」

「たぶん、その告白をした男子生徒は、戦争で亡なくなったんじゃないかしら……あの時代の旧制中学生なら徴ちよう兵へいされているだろう年齢だし……」

「だとしたら、外川先生はその亡くなった彼の事を思いだして、彼が振り続けていた旗を毎日描いていても不思議ではないと思うの……」

「なるほど、たしかにそれだったら動機としては考えられます。素す晴ばらしいお話でした。結花さん」

「でしょ」

「でも、仮説だけで、なんら実証性がありませんね」

「実証性？」

「はい、今まで結花さんが仰おつしやった事は、全部想像でしかありません。あと、推理をされるときにほとんど“〝たぶん”〟“〝だと思う”〟“〝私が思うに”〟という言葉がついてる事が気になります」

「た、たしかにそうだけど……でも実証性ってどうやって？」

「実際に外川先生に聞いてみないといけませんね！　これは」

「へ？」
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　夕方の図書準備室。

　笑い声がずっとこだましている。

　私は顔から火が出るほど恥はずかしく俯うつむいている……。

「ごめんなさい。笑いすぎてしまって……一生懸命考えてくれたのに、ごめんなさいね」

「高等女学校卒業の雰囲気だからって言うのはすごくうれしいのだけど、でも年ねん齢れい的にね……全然合わないわね。戦中だと私はまだ生まれてないから」

「うっ……。そ、そうですよね……」

　そうだ。何でそんな初歩的な事に気がつかなかったんだろう。公立高校である海老栖川の先生の定年は六十歳だ。一昨年おととし定年退職した外川先生がそんな年齢のわけがない。戦争は１９４５年に終わっているから、とてもじゃないけど外川先生は戦中に高等女学校に通えるわけがない。

　私は恥ずかしくて死にそうだった。





「ハズレてしまった様ですね……」

「う、うう……何であんな事に気がつかなかったんだろう……後から考えてみれば当たり前の事なのに……」

「まぁ、いろいろツッコミどころはありましたけどね。たとえばネットで落としてきた手旗信号表がアイウエオの順番で書かれているとしても、戦中の手旗信号表がその様に表記されていたとは思いません」

「ならどうやって表記されてるのよ」

「たぶんイロハニではないでしょうか？　そちらの方が戦前までよく使われていたわけですし」

「うっ……」

　そうだ。蓮實の言う通りだ……。戦前や戦中ならば、たぶんアイウエオ順ではなく、イロハ順だろう……。そんな事すら気がつかないって……。

「まぁ、アイウエオ順かイロハ順かはあまり推理の核心ではなかったわけですし……そんな落ち込まなくても……」

「落ち込ませてるのは誰よ！　もう、何でそんなミスばかりしたかなぁ。後から考えれば当たり前すぎる事をこうも見事に見落とすなんて……」

　くやしいとしか言いようが無い。

「そんなものですよ。確証バイアスってご存じですか？」

「何それ？」

「ある仮説を立てたとします。これに対して本来なら客観的に反証しなければならないのですが、ついつい自分が抱いだいた先せん入にゆう観かんなどの都合が良いデータだけを注目して、それに相反する事は見えなかったり見落としたりする事があります。こういう現象を確証バイアスと言ったりします。簡単に言えば先入観だけで物事を見てしまう事ですね」

　そう言われるとぐうの音ねも出ない。今回の推理は先入観だけでくみ上げられたものだし……。

「そんな落ち込まないでください。こういう事は結花さんだけじゃなくて私だって日常的に行ってます。たとえば結花さんは虹にじは何色だと思いますか？」

「え？　何それ？　虹って七色じゃないの？」

「どうでしょうね。実は虹を七色とする国はめずらしいと言われてます。たとえばイギリスやアメリカなどでは虹は六色ですし、フランスや中国では五色です。昔の沖おき縄なわである琉りゆう球きゆうではなんと二色だったといいます」

「だいたい、太陽光をスペクトル分光すると、光の波長は連続量であるのですから、決して何色と言えるものではありません。それでも私達は虹の色が七色と当然の様に思い込んでます」

「そう考えてから、再びあの写真を見てみましょう」

　蓮實は踊おどる人形の写真を並べる。

「さて、これが結花さんにはやはり『アイシテルトカワ』と読めますか？」

「う……」

　そう言われて再び見返すと、かなり苦しい事に気がつく。たしかに「ア」はそう見える、「イ」もそれほどつらくない。でも、その後からだんだん怪あやしくなっている。今見たら後半部分の「トカワ」など無む理り矢や理り以外の何物でも無い。こじつけのレベルだ。

「結花さんは最初に手旗信号表を見た時に『ア』から調べたのでしょ？　一番初めに出てくるのが『ア』なわけですから、それがたまたま合がつ致ちしてしまった。さらに次が『イ』であった事で、結花さんはこの一連の写真が『手旗信号』であると確信してしまった」

「一度確信してしまうと、人間は結構都合の良い様に物事を見てしまいます。早まった一いつ般ぱん化かといいましょうか。結花さんは知らぬ間に“〝答えありき”〟で結論を急いでしまった」

「旧制中学校の卒業生に関してもそれが言えます。あらゆる進学先を考えた場合、決して海軍兵学校が特に多いわけではありません。全体数からすれば１割にも満たないのです。今の感覚からすれば中学から軍隊の学校への進学率としては異常ですが、確率論から言えば、決して高いものではありません。海軍兵学校志願の生徒さんの恋れん慕ぼというのがどれほどあったのか、そもそもありえたのか……」

「もっと言ってしまえば、落書きが踊る人形と言われていた事を結花さんが知ってしまった時から確証バイアスがかかっていたと考えるべきでしょう。だって、落書きが踊る人形と呼ばれているからといって、あれが何かしらの暗号である必然性はありません。換かえ字じ式暗号で無かったのであれば、次は手旗信号と考えている時点ですでにバイアスがかかった思考と言えるでしょう」

「あくまでも踊る人形という名めい称しようは図書委員がつけたもの、シャーロック・ホームズに出てくる踊る人形との関連性を保証するものではありません」

「で、でもシャーロック・ホームズを差し出して“〝推理小説を読んでいるとだいたい謎なぞの種類って似てくる”〟と言ったのは蓮實でしょ」

「はい言いました。推理小説を読んでいると謎の種類は似てきます。実際、シャーロック・ホームズの“〝踊る人形”〟は、それ以前の作家エドガー・アラン・ポーの『黄おう金ごん虫ちゆう』に出てくる暗号文の解き方に似ているという指し摘てきもあります。まぁ『黄金虫』は推理小説では無く冒ぼう険けん活劇でしたが……」

「だったら！」

「“〝落書きの謎を解くのに、推理物読む必要なんかない。だいたいその理り屈くつから言ったら、警察官は推理小説読んでなきゃいけない”〟そう仰ったのは結花さんですよね」

「っ」

「その通りなのですよ。それこそが大正解なのです。推理小説の推理パターンが類るい似じしていく様に、現実の事件の解決手段もある種のパターンに収まります。新しん奇きなパターンなどほとんど無いのです。だからこそ推理小説の中に出てくる名探たん偵ていがいなくとも、ごく普ふ通つうに訓練された警察官が犯人を捕つかまえる事が出来るのです」

「これはごくありふれた事件なのです。当たり前の事が、ある種の独特な切り取られ方をされて、不思議な様相を見せたに過ぎません」

「っっ！　そ、その言い方。蓮實はすでに答えが分かってるって事よね……」

「そうですね……今日の確かく認にんでだいたい確信を持てたと言えます」

「確信？」

「はい、あくまでも確信でしかありません」

「このありふれた事件に必要なものは、天才的なひらめきでも超ちよう人じん的な推理力でもありません。必要なのはただ地道な現場検証でしかありません。だから最後も現場を見る事でこの事件は解決します」

「現場を見る？」

「明日の朝六時にここで待ち合わせましょう」

「朝六時って早いわね……そんな時間に開いてるの？」

「確認しましたから大だい丈じよう夫ぶです。朝練の部活などは七時ぐらいから開始が多いらしいのですが、基本的には守衛さんが来られる時間には登校出来るみたいなので、明日は六時ぐらいから入れるらしいですよ」

「そうなんだ……良く知ってるわね」

「この前守衛さんが立っているボックスの時間表を見てたのですよ。校門の開門時間が表で書かれてました」

「ああ、あの時……そんな事を見てたんだ」

「そうですね。そういう地味な確認が一番真理に近づく鍵かぎなのですよ」



　＊＊



　早朝の空き教室。隣となりの図書室はまだ開いていない。

「図書室も開いてないのね」

「図書室が開く時間は結構遅おそいのですよ。だいたいどこの学校も九時前後からです。海老高は九時三十分から開始みたいですが」

「そうなの？」

「司書の先生が来られるまで開けられないみたいなのですよね。だから司書の先生が出張の時なども閉じてたりします。そういう事はどこの学校でも図書室入り口の予定表に書いてありますよ。昨日外川先生にお会いする時に見ませんでしたか？」

「う……」

　そう言われれば、入り口にそんな事が書いてあった様な気がするけど……全然気にしなかった……。

「結花さん、まずこの教室を見てどう思います？」

「どう思うって……別に」

「ここは空き教室です。使用されてない教室は通常の教室よりはるかに汚よごれています」

　たしかに、全体に埃ほこりっぽいし……どことなくカビ臭くさい感じすらする……。

「私には使用教室に比べて著いちじるしく埃が多く積もっている様に感じられました」

　初日に来た時と同じ様に、蓮實は窓まど枠わくの埃を指ですくい取る。

「かなりの量の埃です。窓枠などは大おお掃そう除じでもないかぎり掃除しません。つまりはこの埃の積もり方がこの教室を全体清せい掃そうしてからの時間をあらわしていると考えられます。まぁ、厳密には気流の問題で埃はたまりやすい部分とそうでない部分があるので……その辺りも考こう慮りよして調べていきましょう」

「次に後ろに積み重ねられている机を確認します」

　一番窓側の机のパイプ部分を指ですくう。一番窓枠に近い状態で埃がたまるだろうという選せん択たくだろう。

「この通り、机に関してもほぼ窓枠と同じ程度に埃がたまっています。つまりここも空き教室になってから清掃がされてない事を意味します」

「そりゃ、そうでしょうね……実際カビ臭いし……床ゆかも埃だらけだし」

「そうですね。全体的に床も埃がたまっています。実際この教室を出入りしていると上うわ履ばきの底が埃だらけになります」

「何が言いたいの？　さっきから当たり前の事ばかりじゃない」

「では、その部分だけ埃が一いつ切さいない事は当たり前なのでしょうか？」

「え？」

　蓮實は黒板の下を指さす。埃というのは目視でそこまで見えるものでは無い。目をこらさなければ清掃している場所もしてない場所も区別はつかない。

　蓮實に言われてはじめて気がつく。蓮實が指摘した通り、黒板の下には埃が無い。と言うよりもかなり念入りに雑ぞう巾きんで拭ふいた形けい跡せきがある。

「教室はこれだけ汚れているのに黒板の下だけ綺き麗れいにされています。まるで毎日雑巾がけをしているかの様に……」

「毎日雑巾がけ……たしかに……」

「まず私がこの教室に入った瞬しゆん間かんに不思議に思ったのはその床部分です。他ほかにもこの教室はよく調べてみると部分部分で埃の積もり方に偏かたよりがあります。たとえば……」

　ふたたび積み重ねられた机の表面を指ですくう。

「たくさんの机が積み重ねられていますが、この様に埃がほとんどついていない机があったりします」

「どういう事？」

「この机を裏返してみましょう」

　上下反転されて積み重ねられた机を蓮實と私で地面に下ろす。すると……。

　その机の真ん中に赤いテープがコの字に貼はられていた。

「何これ？」

「掃除されていない教室の中で部分部分だけ掃除した形跡があるという事は、それはごく最近使用されていたという事でしょう。私は初日に、綺麗にされたこの机が怪しいと感じました」

「でも、あの時はそんな素そ振ぶり見せなかったじゃない……」

「だって、結花さんが私の表情を観察してましたから」

「ば、ばれてたの？」

「そりゃ、結花さんとは長い付き合いですから視線で分かります。それに推理に慣れてない人が私と勝負するならば、私の表情から推理をそのままトレースして先に言ってしまう方が一番確実です」

「私は結論を出すまで時間をかけます。それが結花さんには推理した事を出し惜おしみしている様に見えるのかもしれませんが」

「うっ……」

　見破られている……。

「そんな顔しないでください。結花さんの方法は別に責められるものではありません。それどころか正当なやり方だとも言えます」

「たとえば、学術的な世紀の大発見と言われるものですら、他人の研究の剽ひよう窃せつ疑ぎ惑わくがあったりします。相手が発見した事実だとしても、自分なりに咀そ嚼しやくして解答を先行で発表すれば発表者こそが発見者になります」

「とは言っても、出し抜ぬこうとしていた事が相手にばれていたのでは仕方がありませんけどね。とりあえずこの机に関しては結花さんがいない時に確認させていただきました……」

「なるほど、それでこの赤いテープにどんな意味があるの？」

「そうですね。これだけで結論を出すのは難しいと思います。でもまだ結論を急いではいけません。せっかく現場検証を行うのですから、出来る限りの状じよう況きよう証しよう拠こを集めて結論を出すべきでしょう。でなければ結花さんも引っかかってしまったあの確証バイアスに陥おちいる可能性があります」

「う……」

「先入観を捨て去るためにも状況証拠は大事です」

「さて今のところ集まった証拠としましては、落書きの下だけの雑巾がけ、コの字のテープが貼られた机、結論を出すには少し足りませんね。逆にこの二つの事実から新たなる証拠などが見つかるとうれしいところです」

「新たなる証拠？」

「そうですね。新たなる証拠は、二つの事実から推理される事実です。科学用語だと“〝新奇な予言”〟などと言ったりもします。事実を積み重ねた科学的な思考からは、かならず新しい予言めいた予測が成り立つ。この予測が正しく未来を的中出来るかどうかでその思考の妥だ当とう性が試ためされます」

「アルベルト・アインシュタインが一いつ般ぱん相対性理論を作り上げた時に多くの予言がなされました。重力レンズ効果、水星の近日点の移動、ブラックホール、重力による赤方偏へん移い、時間の遅おくれ……事実、アインシュタインが予測した事を裏付ける観測結果が多く発見されています」

「ア、アインシュタインとか……そ、そんなすごい推理なの？」

「あはは、違ちがいます。違います。比ひ喩ゆですよ。私達がやっている推理ごっこをそんな歴史上の偉い業ぎようと重ねるのは馬ば鹿かげていますよ。でも物事を正しく見て判断するためには、科学的な思考を意識するのも悪くありません」

「ふーん」

　科学的な思考か……、私にあまりにも縁えんがない考えだ。

「新たなる証拠は、簡単に確かめる事が出来ましたが、すぐに結論を出す事が出来ないものでした。それが今回の謎なぞ解ときがいつもより時間がかかった理由です」

「簡単に確かめる事が出来るのに、時間がかかった？　どういう事？　言ってる意味が全然分からないのだけど……」

「そうですね。百聞は一見にしかず、とりあえずこれを見てください」

　蓮實は教室の窓まど際ぎわにある棚たなに歩み寄る、そしてそこに置かれている物の蓋ふたを開ける。

「黒板消しクリーナー？」

　どの教室にもある、空気の吸引力によって黒板消しに付いているチョークの粉を落とす機械。

「これが、最大のヒントです」

「これがヒント……」

　クリーナーの中身を覗のぞくと、チョークの粉が半分程度溜たまっていた。これがどう最大のヒントとなるのだろう。そして何故なぜ、蓮實はすぐに結論を出す事が出来なかったのだろう。

「……」

　蓮實が廊ろう下かの方を見つめる。

「どうしたの？」

「そろそろ時間です。お話の続きはこの中で……」

　そう言うと、蓮實は教室の一番後ろにあるロッカーを開ける。

「え？　なにちょ、どういう事？」

「ほら、早くしてくださいっ、そろそろ来ます」

「来るって誰だれが……きゃっ」

　私は無む理り矢や理りロッカーに押し込まれる。





　目が慣れるまで真っ暗であったが、目が慣れてくると徐じよ々じよに隙すき間まの光から外を見る事が出来る。

「蓮實……どうしてこんなところに……」

「あの蓮實……」

「はぁはぁはぁはぁはぁ」

「って！　何を息を荒あらくしてるっ」

「す、すみません……。私は大だい丈じよう夫ぶです安心してください」

「私が安心出来ないのよ！」

「だ、だって仕方がないじゃないですか……結花さんの小さな胸が私に……私の胸に……小さい胸が……」

「うるさい！　小さい小さい二回も言うな！」

「叫さけばないでください……そろそろです」

「え？」

　教室のドアが開く。数人の足音が聞こえる。私はロッカーの隙間から教室内部を覗く……男子生徒？　全員制服を着ている様に見える……。

「あ、あれ……蓮實もしかしてあれが……」

「はぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁ」

「って、あんたどこ見てるのよっ」

「ゆ、結花さんのうなじが丸見えです……」

「そんな言い方するな！　うなじなんて普ふ通つう丸見えだ」

「は、はい……お言葉に甘えて、これでもかというぐらい視し姦かんさせていただきます……」

「あのね……そんな事よりもあれを解説しなさいよ。教室に入ってきてる連中は何なの？　何の目的で……」

「解説の必要もないと思いますよ。そのまま結花さんは見ていてください。その間に私は結花さんのうなじを視姦し続けますから……」

「あんたもちゃんと見なさい！　推理が合ってたかどうか確かく認にんしろっ」

　ロッカーの中で騒さわいだため、一いつ瞬しゆん見つかるかとも思ったが、教室はそれ以上にガタガタと騒がしい、入ってきた生徒達は大急ぎで何かをしている様であった。

「この音でだいたい分かります。今、後ろの机を動かして、そこにカメラをセットしてますよね……」

「本当だ……カメラをセットしてる……」

「カメラは、机の上に貼られた赤いテープに綺麗に収まるはずです」

「うん、その通り……」

「さぁ、作業が始まります。今から落書きを消しますよ。そして消した上に……」

「え？　新しく描かいてる……でもまったく同じ絵を描いてるじゃない？」

「まったく同じではありません。ほんの少し前の絵と違っているはずです。黒板消しの音、ほらまた消しました。そして新しく描いてます。そのたびにカメラに画像をおさめています……」

「な、何これ……」

「許可無く、生徒が何かしらの活動のために空き教室使うのは違い反はんじゃなかったですか？」

「え？」

「あれは……間ま違ちがいなく、何かしらの活動です。強しいて言えば無許可の部活動でしょうか？」

「無許可の部活動!?」

　その言葉を聞いて私は思わずロッカーから飛び出てしまう。

「お、おとなしくしなさい！　生徒会の伊い勢せ田だよ！」

　その場にいた全員が固まる。相当驚おどろいたらしく声の一つも出ない。こんな大がかりないたずらをやっている人間なのだから、もっと不良っぽい生徒だと思ったのだけど……思いの外ほかおとなしそうな生徒ばかりだ……。後先考えずに飛び出してしまったが……問題なかった様だ。

「さぁ、何をやっていたのかしら？　早朝にこんな場所に集まって黒板に落書き、そしてそのビデオカメラとか無許可でしょ。そんなものを学校に持ち込んで良いわけないわよね……」

「結花さん。その答えはビデオカメラにおさめられてます。保存された画像を確認してください」

　後ろから徐おもむろに蓮實が出てくる。先ほど息をはぁはぁさせていた人間と同一人物とは思えないほどに落ち着いた雰ふん囲い気きだ。詐さ欺ぎ師しめ。

「ビデオカメラの中の画像？」

　蓮實が机の上におかれたビデオカメラを指さす。私はそのカメラを手にする。もちろんその場にいる生徒達は誰も抵てい抗こうしない。

「結花さん。再生ボタンを押してください。それこそが踊おどる人形の正体です」

「踊る人形の正体……」

　ビデオカメラの再生を押す。

　画面に黒板の踊る人形が映し出された……次の瞬しゆん間かん。

「何これ……踊る人形が突とつ然ぜん動き出して……って、こ、これって……アニメーション？」

「そういう事です。正しくはストップモーション・アニメーション。踊る人形とはその制作の過程で生み出された産物です」

「ストップモーション・アニメーションとは、静止している被ひ写しや体たいを一コマ毎ごとで撮さつ影えいしたものを、連続で見せる事によって動かす映画の撮影技術の事です。粘ねん土どなどを使ったクレイアニメなんかが有名ですが、黒板を使った物もわりかしポピュラーな部類です」

「これは大変手間がかかる作業です。たぶん彼らはこのストップモーション・アニメーションを完成させるために数週間かけて書き続けたのでしょう」

　蓮實はゆっくりと歩き、踊る人形の前に立つ。

「作業が終わるたびにこれを完全に消してれば騒ぎにはならなかったかもしれませんが、前日に描いた絵と次の日に描いた絵に差が出ない事を優先したのでしょう」

「本来ならその判断は間違ってなかったと思います。まぁ、こんな落書き誰も気にもとめないはずです。ましてや怪かい談だん話の様な噂うわさになる事などあり得ません」

「それが今回たまたまなってしまった。他ほかの空き教室よりも人通りが少なそうなこの空き教室が図書室の隣となりであったという理由で……」

「彼らは知らなかったのでしょう。“〝踊る人形”〟という換かえ字じ式暗号がある事、そしてそれがシャーロック・ホームズという有名な推理小説に書かれているという事」

「単なる落書きがシャーロック・ホームズという物語と結びつけられる事によって、何かしらの特別な意味を持ってしまう……そんな想像は彼らには出来なかった」

「あ……」

　そうなんだ。蓮實はやっぱり最初っから全部分かってたんだ……。蓮實はたしかに言っていた。「ただ、超ちよう常じよう現象の可能性が低いから“〝ない”〟のではなく、“〝ある”〟と思うから何かが存在するのかもしれません」。

　本来ならばただの落書きで済まされた棒人形はシャーロック・ホームズという物語によって、特別な意味を持ってしまった。

　だからこそ、彼女は「図書委員ですか……だったらいろいろと腑ふに落ちます」と言ったのだろう。図書委員によって踊る人形と名付けられなければ、この落書きなど決して怪かい奇きにはならなかった。

「だ、だとして、なんで俺たちが早朝に撮影してるのがわかったんだよ」

　撮影をしていた生徒の一人が苦々しそうにつぶやく。

「簡単な事です。図書室が開いている時間にアニメーション制作は避さけるでしょう。図書室が開いてる時間というのは人の往来もありますし、なんと言ってもその時間帯には司書をされている外川先生が図書室にいらっしゃいます」

「本来ならば放課後も作業したいところでしょうけどそれも出来ません。図書室が閉まる時間と下校の時間は同じです。危険を顧かえりみなければ、その後も残って作業をするという手もありますが、この学校はセキュリティ会社と契けい約やくしている様ですから、まぁ難しいでしょう」

「くっ……何で俺たちがやっている事がストップモーション・アニメーションだって分かったんだよ」

「黒板の下が綺き麗れいすぎだったのです。他の場所は埃ほこりだらけなのに、そこだけ何度も雑ぞう巾きんがけをした形けい跡せきがありました」

「何故、黒板の下だけ雑巾がけされていたのでしょうか？　答えは簡単です。その場所が汚よごれるからです。ストップモーション・アニメーションを制作するのであれば、消したり描いたりを繰くり返します。気が遠くなるほどの回数をこなさなければなりません。必然、作業した場所の下は粉だらけになります。ですから作業終しゆう了りよう時にそこだけ雑巾がけをする事になる……」

「だ、だからって、なんで撮影してると分かる。ビデオを置く机だってちゃんと裏返しにしておいたのに……」

「たしかにその机は裏返されてました。たとえば教室全体を掃そう除じしていたら私とて分からなかったかもしれません。でも多くの机の中で一つだけが埃がついてなければ誰だれだって怪あやしいと感じます」

「だとしても机の上にテープが貼はってあるだけで何で撮影している事が分かる！　くそぉ。もし仮にそれが見つかったとしても分からない様にするためにわざわざ……」

「わざわざ床ゆかにはテープを貼らなかった……。と言いたいのですよね」

　その一言で生徒達が青ざめる。「そこまで分かっているのか」と言わんばかりの表情だ。

「机に貼られたコの字はあくまでも、机き上じようでビデオの位置を確認するもの、ただそれだけでは自由なカメラワークは出来ない。ストップモーション・アニメーションである以上はカメラの固定は絶対条件だけど、演出としてのカメラ移動も行わなければならない。たぶん撮影は机ごとカメラを移動させた。でもそのためにはその日最後に机があった場所がわかる印がほしい」

「そうだ。それをやらなかった。わざわざやらなかった」

「そうですね。わざわざやる必要がないものですからね」

「う……」

「どういう事？」

「床のタイルは綺麗な正方形です。これは言ってしまえばデカルト座標の様なものです」

「デカルト座標？」

「習いますよね。ｘ軸じくとｙ軸を使って、数字的に位置を割り出す方法です。タイルを使えば、カメラの位置関係を確定してくれます。さらにこのタイルが普通より小振りなもので15cm以下というのも重要です。15cm物差しがあれば、縦横のどのタイルの縦横何センチであるか、書き留めれば、テープを貼るよりも遥かに正確な場所を特定出来ます。つまり床を使えば自由なカメラワークが可能という事です」

「蓮實、それだけ分かってて……何で、最初に分かったって言わなかったの？　それだけで十分に証しよう拠こがそろっているじゃない」

「いいえ、あくまでもこれは状じよう況きよう証しよう拠こから推理した仮説でしかありません。その仮説から未来に起きる事を予測出来なければ、確実な証拠とは言えません」

「私は初日の現場検証で以下の様な仮説を立てました。もし仮に私の推理が正しいのであれば、チョークの粉が毎日大量に出ます。だとしたら黒板消しクリーナーの中身は毎日増えていくはずです」

「毎日、確認してたのって、もしかして……」

「はい、黒板消しクリーナーの粉の量です。おもしろいぐらい毎日増えていきました。こんな量の粉が出る作業なんて何個も考えられません」

「だから、この教室ではストップモーション・アニメーション制作をしていると推理したの……」

「そうです。教室すべて、それこそクリーナーの中まで掃除していれば、あるいは確証を持つのは難しかったかもしれません。でも彼らは証拠を残した。証拠があれば正しく推理する事は可能です」

「これは別段、難しい事ではありません。正しい状況証拠を見つける事が出来れば、あとは正しく推論を使うだけです。そこに天才的なひらめきも超ちよう人じん的な推理力も必要ありません」

　蓮實の推理が終わる。見事としか言いようが無い……。私と同じものを見ていながら、蓮實はまったく違ちがうものを見ていた。同じものであるのに、世界の見方を変えるだけでこれほど結論に差が出るとは……。

　素す直なおに……すごい……。

「チョークを小こ遣づかい一ヶ月分ためてまでがんばったのに……こんな事で！　ちきしょう！」

　男子生徒の一人が悲痛に叫さけぶ。たしかにこれだけの作業を途と中ちゆうで中断しなければならないとなれば頷うなずける事ではあるけど……だとしても……。

「何言ってるのよ。無許可でやったあんた達が悪いのでしょ。何で正規の許可もらわなかったのよ」

「部でも無い我々に許可なんておりるわけがないだろう……俺たちだって、本当は許可をもらってやりたかったさ」

「へ？　部とかじゃないの？　そんな大がかりな事をやってるからアニメ研究部とかそういう関係の人たちだと思ったのだけど……」

「ああ、そうだ。俺たちは元アニメ研究部だ。ただし元アニメ研究部であって、現在は無所属だ」

　まったく意外な答えが飛び出す。ストップモーション・アニメーションなんて作ってるからアニメ研究会の人間だとばかり思っていたのだが……元アニメ研究部の生徒だった。

「なんで、アニメ研究部をやめて、アニメーション制作なんてやってたの？　やりたいのなら残れば良かったのに……」

「逆だ！　アニメーション制作をするために、あそこをやめたんだよ！　あそこはアニメを見て、うだうだしているだけでアニメも研究しなければ、アニメを作ろうともしない！　そんな連中ばかりだ」

「このままじゃいけないと思った俺たちは作品制作に取りかかった、そしたら先せん輩ぱい達は張り切る後こう輩はいが気に入らないらしく、ことごとく邪じや魔まをしてきた……」

「たまにいるだろ？　自分がだらけている時に他人ががんばろうとするのが許せないタイプ。全力で足をひっぱる事しか考えないヤツ」

「い、いや……あまり知らないけど、そういう人間は……」

「いるんだよ！　そういう連中が！　だから、俺たちは独立して違うアニメ同好会を作ろうとした。けど先行でアニメ研究部がある以上は同じ活動の部活は認められない」

「そこで俺たちは考えた。作品を完成させれば部員も集まる。何の実績も無いアニメ研究部よりも人数を集める事が出来れば、俺たちこそが正規のアニメ研究部になれる。元々作品が作りたいから独立した俺たちだ。それが叶かなったらどれほど本ほん懐かいであるかっ」

「そのために俺たちは血がにじむ努力をしてっっ」

　大げさに男子生徒が叫ぶ。この手の趣しゆ味みの人に多い傾けい向こうだが……こっちはその声が大きければ大きいほどテンションが下がっていく。

　だって、彼らの苦く悩のうは、結構簡単でつまらない方法で解決出来る問題だ……。

　蓮實はただ笑っている。ったく、こんなの蓮實の推理に比べたら誰でも思いつく解決法なのだが……でもそれを彼らに伝えるのは私の役目らしい。

「あのさ、さっきから話を聞いてて思ったんだけどさぁ。普ふ通つうに映像部とかじゃだめなわけ？　うちの学校映研とかないじゃないの、映像部とかだったら間ま違ちがいなく申しん請せい通ると思うけど？」

「へ？」

　そこにいる男子生徒達全員が口を開けたまま固まる。彼らは、そんな事すら本当に気がつかなかったのだろうか……。



　＊＊



　騒そう動どうを起こしたといえども、せっかくここまで作り上げた作品である。今までの作業を台無しにするのは忍しのびなかったので、とりあえず黒板の絵はそのまま残し、その日のうちに部活動認にん証しようの書類を用意させた。

　本来ならば、当日に部としての認証は難しいのだけど、蓮實と生徒会役員である私からの推すい薦せん、さらに彼らの熱意を汲くんだ外川先生が顧こ問もんを快かい諾だくしてくださったおかげで、映像研究部はその日のうちに部活動をする事が認められた。

　新しい部室は用意されなかった。作業をそのまま引き継つぐため、例の空き教室をそのまま部室として使う事が一番好ましかったからだ。彼らはその日の夕方から作業を再開した。

　それは棒人間がリアルな人間になったり、複数人になったりと思いの外ほか複雑なものだった。棒人間に戻もどる場所までを一カットとして、作業中は黒板全体を使い、かなり大がかりな絵を描えがいたものもあった。棒人間の下だけでなく黒板の下全体が掃除されていたのはそういう理由だ。そりゃ制作に数週間とかかるわけだ……。

　後日談となるが、彼らが作り上げた黒板アニメは、ネット等で有名になり、映像研究部の部員が激増したらしい。とりあえず、この日が彼らにとっては部としての新しい門かど出での日となったのだろう。



「はい、そんな感じで、めでたし、めでたしでしたっ」

「めでたし、めでたしでは無いと思うのですよ……結花さん」

「な、何がよ。めでたし、めでたしじゃないの……」

　突とつ然ぜんおそろしげな笑顔の蓮實。

「約束しましたよね」

「何を？」

「私の言う事聞くって、約束しましたよね」

「で、出来る範はん囲いでよ」

「はい、出来る範囲ででかまいませんよ。さぁ、はじめましょう」

「で、出来る範囲だからね！」





　私は「出来る範囲で」と何度も念を押した。その甲か斐いがあってか、蓮實のお願いはそれほど大変な事でなかった。

　だから、とりあえず了りよう承しようした……したのだが……。

「う……」

「いいです。いいですよ。結花さんのいつも隠かくれてる場所が全部見えてしまってますよぉ……いいですねぇ……じゅるり……」

「変な言い方するなっ」

　蓮實のお願いというのは至って簡単なものだった。今日一日を「靴くつ下したと靴を脱ぬいで素す足あしで部室で過ごす」というものであった。

　聞いた瞬しゆん間かんはまったく恥はずかしいとも思わなかったし、別にたいした事は無いと思えた……なので了承した……してしまったのだが……。

「いいですよ……結花さん……」

　なんか蓮實にじろじろ見られながら自分一人だけ素足で過ごすのは、何とも言えない羞しゆう恥ちがある……。

　それも何も、この蓮實の視線。

　なんて目で見つめるのだろうか……あんな目で見られたら……だ、誰だれだって……。

　私の足あし下もとをじっと見つめる蓮實。いつもより真しん剣けんなまなざし……そして……。

　そして？

　蓮實を見ていたら、彼女が立ち上げていたパソコンが目に入った。

　そこに不ふ穏おんなものを発見する。

「ちょ、蓮實それ何!?」

「え？　あ、ああ、こ、これはっ」

　めずらしく動どう揺ようする蓮實。彼女に似つかわしくないほど慌あわてふためいている。

「ちょっと、何を隠してるのよ！　見せなさい」

「ち、違います、あ、あのこれは違うのですっっ」

　蓮實の抵てい抗こうは半はん端ぱない。だいたい身体能力でも私が彼女に敵かなうわけがない……。だったら……。

「分かったわ。蓮實。私がもう一つ言う事聞いてあげるから、その画像を見せてくれないかしら？　今度は何でもいいわよ」

「……ぶっ」

　その場でうずくまる蓮實。「心の何かが勃たってしまいました」と意味不明な事を言っている。私はその隙すきに彼女のパソコンを操作する。あからさまに怪あやしげなサムネイルがあった、そのフォルダ……そこには……。

「な、何……これ……」

　フォルダには生徒会室に送られてきた写真と同じ様な黒板の落書き写真が大量に出てくる。しかも……その写真は送られてきたものよりもかなり数が多い。

「なんでこの写真をあんたが大量に持ってるの？　ってもしかして！」

　これこそそんな大層な推理力など必要ない。こんなもの結論など一つだけだ。

「あ、あの投書って……まさか……というかあんたが生徒会に送りつけてきたものでしょ！」

「で、でも、あれですよ。私自身よく図書室を使いますし、怪かい奇き現象だって噂うわさになってたのは本当ですし、怖こわがっている人もいましたし……別に下心などがあって投書したもんではなく……生徒会で解決していただけないかなぁ……って」

「解決したの生徒会じゃなくて、あんたでしょ……」

「あ、あの、でも生徒会なら正規で調査出来るじゃないですか、あれですよ。私が勝手に調査して良いものかどうかとかありますし……」

「この学校で治外法権のかたまりみたいな存在が何を言ってるのよ……」

「私も、ちゃんと調べるまではあの推理が当たってるかどうか分からなかったですよ。結花さんと一いつ緒しよだからちゃんと答えまでたどり着いたわけですよ」

「“〝アイシテルトカワ”〟と読めそうなものを選んでるわよね……これ……」

「えっとそれは……」

「そうよね……あえて何枚もある写真からそれらしい十六枚を選んで送ってきたのでしょ？」

「えっと……えっと……」

「あれでしょ……。あの日、ホームズなんて読んでたのも計算でしょ？　“〝踊おどる人形”〟に誘ゆう導どうするための罠わなでしょ！」

「えっと……えっと……えっとですね……あははは、それぐらい私は結花さんの事が大好きでして……」

「あ、あれ？　怒おこってます？　伊勢田さん」

「あ、そうだ。もう一つお願い聞いてくれるのですよね。結花さん」

「そうねぇ。冥めい土どの土産みやげに聞くだけ聞いてあげるわ。絶対にやらないけど……」

「ひどいです。それ小学生の言い訳レベルですっ」

「あんたも靴くつ下した脱ぬぎなさい！　というか全部脱がしてやる！」

「あれー、そんなご無体なー」

「……」

「というか抵抗しなさいよ……何、期待に満ちあふれた顔してるのよ」

「分かりますか？　うれしいとほほえみはこぼれてしまうものなのですね。ささ、続きをどうぞ。私はこのまま抵抗しているふりをしますから、ささ」

「するかーボケー！」



    

  
    
      



　チャイムの音が響ひびくと一いつ斉せいに校内は騒さわがしくなる。

　昼休み、だいたいの生徒は自分の教室に残りクラスメイトと昼食を共にするが、部活動などに熱心だったりする生徒などは教室から移動して部室、あるいは開放された空き教室や屋上などで気心知れた友人達と昼食を共にする。

　私はこれといって部活に熱心なわけでもない。ましてや他ほかのクラスまで足を運ばなければいけないほどの仲がよい友人がいるわけではない。

　だから本来なら、チャイムの音と共にお弁当を持って移動しなければいけない理由などない。あるわけがない。

　だいたい私には生徒会という仕事だってあるわけだし、別に昼休みに天文部の部室に行く必要などあろうはずもない。

　部室棟とうの階段を地下に下りてゆく。一応は半地下なのだが、ほとんど地下といって差さし支つかえない。昼でも夜の様に暗いここは雰ふん囲い気き的にはいかにも天文部らしい。しかしそれはあくまでも雰囲気だけの話だ。窓から夜空を見る事すら出来ないこの部室はやはり天文部にふさわしくはないはずだ。

　ドアを開ける。

　薄うす暗ぐらい地下の階段に比べると中は明るい。いや、明るく感じるというのが正しいだろう。

「こんにちは、結ゆ花かさん。待ってましたよ」

　蓮はす實みがいつものように笑え顔がおでむかえてくれる。

「待ってましたも何も、私がここに来るなんて言ってないと思うけど」

「はい、だいたい毎日来られますから」

「毎日なんて来てないわよっ」

「たしかに土曜日と日曜日は来られませんね。土曜日はお弁当必要ないですし、日曜日は学校お休みですし」

「それじゃ、毎日って意味でしょ」

「はい、だいたい毎日ですよ。週に一度、生徒会の仕事がある時以外はすべて来てくださります」

「そ、それはいろいろと用事があるから……」

　ばつが悪くなり急いで席につく。机の上には何故なぜか猫が気持ちよさそうに伸のびている。地下室の天文部、さらに黒くろ猫ねこがリラックスしている。すべてがあべこべた。

「なんで、猫がいるのよ」

「猫じゃありませんよ。憂ゆう鬱うつさんです」

「はい、はい、そんな名前だったわね。それにしてもあんたまた猫学校に連れてきてるの？」

「いいえ、単にこの子の巡じゆん回かい経路がたまたまこの学校なだけです。連れてきてるわけではありませんよ」

　蓮實が手を伸ばすと黒猫がごろごろと喉のどを鳴らす。

「ったく、普ふ通つうならもっと良い高校に行けたのに、猫の巡回経路がこの学校ってだけで、進路選んだんだから、本当に蓮實は奇き特とくよね」

「憂鬱は子供の時からの数少ない友達ですからね。出来たらいつでも一緒に居たいのです」

　猫の名前が憂鬱。本当に憂鬱になるのは私の方だ……。猫が真ん中で机の上を占せん有ゆうしている。私は猫の憂鬱にぶつからない様にお弁当の包みを広げる。

「あら、あら、今日もかわいらしいお弁当ですねぇ」

「外見だけでしょ。中身も見ないでかわいらしいかどうかなんて分からないじゃない……」

　蓮實が私のお弁当の包みを見つめる。何となく気き恥はずかしくなってお弁当を手で隠かくす。

「中身を見なくてもわかりますよ……毎日見てきたのですから……」

「毎日見てて中身が分かる様になるのなら超ちよう能のう力りよく者だわ。テレビに出た方がいいんじゃないかしら？」

「だったら当ててみましょうか？」

「当たるわけないでしょうが……」

「何か賭かけますか？」

「嫌いやよ。あんたとの賭けなんてばかばかしくてやってられないわよ。前回の踊おどる人形の怪の一件もあるし」

「あれは賭けというか勝負だったじゃないですか、今回は純じゆん粋すいな賭けですよ」

「どちらにしても嫌よ。どうせあんたの事だから、大方の予想でもついてるのでしょ？　そうじゃなきゃあんたは賭け事なんてしないわ」

「さっきは当たるわけないって言ったじゃないですか」

「そうね。でも賭けとなったら話は別よ。あんたの事だから何か企たくらんでるに違ちがいないわ」

「そんな事ありませんよ。そこまで私は万ばん能のうじゃありませんよ。だいたい賭け事は純粋にやってこそ楽しいのですよ。予測が出来る事は賭けとは言いません。言ってしまえば投資でしょうかねぇ」

「ふーん、でも信用出来ないわ。前回みたいに間ま違ちがった答えに人を誘ゆう導どうしたりはするからね。これも最初っから仕組まれてたものかもしれないし」

「あははは、まだ根に持っているのですか？」

「持ってるわよ。まんまと騙だまされたから。まったく良い気分では無かったわ」

「そうですねぇ。あれは少し反省しているのですよ」

　笑顔の蓮實。まったく反省の色など見えやしない。

「んで、お弁当の中は何だと思うの？」

「あら賭けはしないのでは？」

「何も賭けないわよ。ただ質問してるのよ。あんたがどう予想したか？」

「うーん。今日は一口カツでしょうか、冷れい凍とうのやつですね。あとたぶんもう一品冷れい凍とう食しよく品ひんで白身のフライです。あとは茹ゆでたブロッコリーとにんじんでしょうかね」

　蓮實の答えを全部聞く前に私は徐おもむろにお弁当の蓋ふたを開ける。お弁当の中身を蓮實は乗り出して確かく認にんしようとする。

「どうでしょうか？」

　微び妙みよう……。

「微妙に当たってるけど……微妙に外れてる。一口カツと白身フライは正解、あとポテトサラダときんぴらゴボウ……」

「あら残念。やっぱり、勘かんだと全然当たりませんねぇ」

「いや、勘で二つ当てたらすごいわ。さすがに二品は勘では無いのでしょ？　何？　どういう推理をしたの？」

「推理というほどたいした事はないですよ。いつも伊い勢せ田ださんのお弁当を観察してましたからねぇ。何となく分かってしまったのです」

「お弁当を毎日観察したって二品も当たらないわよ。お弁当そのものに法則性なんて無いはずだし」

「そうですねぇ。お弁当そのものには法則性はありません。ですが、それ以外の事も考こう慮りよすれば、それなりに法則性も出てくるものですよ」

「それ以外の事ねぇ。たとえば？」

　私は一口カツをお箸はしで真っ二つにしてから口に運ぶ。一口カツと言ってもこんなものを一口で食べられるはずがない。

「結花さんのお母さんって、たぶん海老栖川商店街のドラッグストアーで買い物してると思うのですよ」

「そりゃ、まぁ、この辺りだとスーパーか、あそこのドラッグストアーか、百円均一のお店ぐらいしか買い物する場所なんて無いからね」

　二つにした一口カツの片割れを口に運ぶ。わりかしこの一口カツは好きだ。

「あそこのドラッグストアーは食品類、特に冷凍食品が豊富なのですが、昨日一口カツと白身フライが安売りされていたのですよ。なんと定価の半額です」

「結花さんのお母さんは半額セールの時はだいたいあそこで冷凍食品を買われます。そして次の日のお弁当の具材に使います」

「へぇ、これってドラッグストアーで売ってる冷凍食品なんだ……」

「そうですよ。気がつきませんでしたか？」

「まぁ、いつも同じ味だから冷凍食品だとは思ってたけど、それより何で二品だと思ったのよ。冷凍食品なら保存もきくし、一品だけ使う可能性だって大いにあり得るじゃない」

「結花さんのところって妹さんいましたよね。たしか私学に通われている」

「うん、そうだけど、それがどういう」

「これは勘なのですが、たぶん結花さんのお母様は結花さんと妹さん、そしてお父様のお弁当も作られていると思うのです」

「だから結花さんが持ってこられるお弁当はメイン料理がだいたい二品から三品なのです。冷凍食品一品では三人分は少なすぎます。やはり二品から三品を使って三人のお弁当にお分けするのが一番かと……」

「へぇ、でも三品では無かったのね」

「一口カツと白身のフライが揚あげ物ですから、この二品が油物で重いので、たぶん三品ある可能性は低いかなぁ。と……」

「やっぱり推理してるじゃない」

「でも他の二品は外れましたよ。あれは完全な勘でしたからね。経験上、油物の時は茹でた野菜の事が多いのですが、さすがにポテトサラダときんぴらゴボウは分かりませんでしたねぇ」

「ふーん。蓮實でも勘だけで答えると外れるんだ。なんか超ちよう常じよう的な力とかありそうな雰囲気だから、勘だけでも当たるかと思ってた」

「それこそ、そんな力があるのならＴＶに出た方が良いでしょう。私はただの人間ですから、正しい推論を使わないと何も分かりませんよ。気分で予測すれば普通の人並みでしかありませんよ」

「正しい推論ねぇ……」

　たぶん、それが事実なのだろうけど、手の内が明かされない蓮實のそれは、端はたから見れば魔ま術じゆつか超能力にしか感じられない。だから、ああいう依い頼らいとかも来ちゃうんだろうけど……。

「そういえば用事があるのでは無いのですか？」

「え？　何で？」

「先ほど、言ってましたよ。“〝いろいろ用事がある”〟って……」

「あ、いや……それは言葉の綾あやというか……」

「何か相談事ですよね」

「相談って事もないんだけど……最近、また変な噂うわさがあってねぇ。何かその解決をやんわりと生徒会長から頼たのまれた」

「今度は生徒会長さんからですか……よく頼まれますねぇ。この前の踊る人形の怪は外川先生からの依頼でしたが」

「ああやって簡単に解決していくから、その手の相談ごとが全部生徒会に回ってくるのよ。学校の怪談とかうわさ話とか……。だいたいそんなものは生徒会が解決する問題じゃないし放っておけばいいのに……」

「そうですねぇ。それで今回はどんな不思議話なのでしょうか？」

「そうやって私があんたに相談して、あんたが全部解決するから、厄やつ介かい事が全部、生徒会に押しつけられると言ってるのよ」

「ああ、なるほど、だったらあまり解決しない方が良いのでしょうかねぇ。結花さんの手間が増えるのでしたら……」

「そ、そうよね……」

「どうしましたか？　歯切れが悪いですね」

「うん、蓮實の言う通りだわ。いくら何でも今回のは別に解決なんかしなくていいわよね。うん、今回のは無理でしたー。って生徒会長に言った方がいいわよね」

「まるで自分に言い聞かせる様な言い方ですね。結花さん。今回の不思議話って……また怪かい談だんか何かですか？　しかも前回の踊おどる人形なんて比べものにならないぐらい恐おそろしげな」

「な、何で？　そうなるのよ。だ、だいたいそんな事あるわけないわ。た、ただの勘かん違ちがいよ。単なる見み間ま違ちがい。それか気のせいよ。そんな事あるわけないしね。うん」

「よく分かりませんが……何かを見てしまった人のお話ですか？　何かそそられますねぇ。私は好きなのですが結花さんは苦手ですよね。昔から怖こわがりでしたから」

「怖がってなんかいないわよ！　ただ単なる勘違いだから解決する必要はないって！　だ、だいたいこんな事を解決するのが生徒会の仕事なわけないじゃない……そこのところからおかしいのよっ」

「ふーん、そうですか……くすくす」

「何笑ってるのよっ」

「いいえ、虚きよ勢せいを張っている結花さんは可愛かわいくて好きですよ。大だい丈じよう夫ぶです。自信を持って、おどおどしてください。私はそれを見てうっとりしてますから」

「って、本当にうっとりした顔するな！　だ、だいたい私はおどおどなんかしてないっ」

「そうですか？　だったらそのお話も解決されたらよろしいんじゃないでしょうか？」

「か、解決って……それは私じゃなくてあなたがやった事でしょ」

「違いますよ。私は結花さんに相談されるからいろいろと考えるだけです。他ほかの誰だれかに頼まれたのなら、そんな事に首を突つっ込む事もないです」

「わ、私に相談されたからって……何でそうなるの……」

「だって、結花さんと一いつ緒しよにあれこれ考えて事件を解決するのが楽しいのですもの、他の人ではつまりません。だから実質的には結花さんがいるから事件は解決するのです。そういった意味では生徒会長さんは正しいですね。私にではなく結花さんに相談するのですから」

「だ、だとしても……」

「でも、まぁ、結花さんが嫌であるのなら、そのままでよろしいのではないでしょうか？　学校には怪談が一つ二つあった方が楽しいです。あまり解決して怪談をつまらない笑い話にしてしまってはもったいないですから」

「そ、それって、蓮實が解決してくれたら怪談は無くなるって事？」

「まぁ、確約は出来ませんが、でも世の中の怪かい奇きの大半は結構つまらない理由で怪奇の様に見えてしまっているだけです。たぶんこの学校の怪談というのも同じたぐいのものでしょうねぇ」

　私のお弁当箱にはまだおかずが残っていたが、お箸で空中をつかむ素そ振ぶりをした後に、何となくケースにしまう。

「あのさ……。蓮實は聞いた事あるかしら？」

「何をですか？」

「夕暮れ刻どきに浮うかび上がる体育館裏うらの染しみって話……」

「さぁ、そんなお話聞いた事ありませんが……どの様なお話なのでしょうか？」

「えっと……校庭の一番奥に旧校舎に続く道あるじゃない」

「ああ、知ってますよ。新校舎と旧校舎に囲まれた形になった体育館裏ですよね。あそこは確かに暗がりになって少し怖い感じがしますねぇ」

「たしかに、雰ふん囲い気きも怖いんだけどさ……それだけじゃないのよ」

「なるほど、そろそろ本題というわけですか。少しわくわくしますねぇ」

「だいたい五時過ぎの夕暮れ刻、そんな時間に旧校舎に続く道なんて通る生徒なんてほとんどいないのだけど……たまに通る子がいるのよ。あの道……」

「五時過ぎというのは何故なぜ分かるのですか？」

「ああ、五時に部活終しゆう了りようを知らせるチャイムが鳴るでしょ？　あのキンコーンカンコーンってヤツ」

「ウェストミンスターの鐘かねですね」

「何それ？」

「四つの音で奏かなでられるお馴な染じみのヤツですよね。あれはイギリスの国会議事堂であるウェストミンスター宮きゆう殿でんにある時計塔とうビッグ・ベンの鐘が基もとになっているので、ウェストミンスターの鐘って言うのですよ」

「そうなんだ……あれって名前があったんだ……」

「あの旋せん律りつって実は暗がりで聞くと少し怖いのですよねぇ」

　たしかに……いつも聞き慣れているのだけど、学校のチャイムの音というのは、あれはあれで怖い音だ。

「でも、未いまだにあの道を使っている生徒さんって本当にいるのですねぇ」

「未だにって？　どういう意味？」

「あまり知られてないのですが、実はあの道って、旧校舎にある裏口に通じてるのですよ」

「そうなんだ。そんなのがあったんだ」

「私も使った事はありませんから詳くわしくは知りません」

「はい、あそこからなら西側……正しく言うと西南方向に出る事が出来ますよ」

「詳しく知らないってわりに細かいわね」

「ああ、それはですね。天体観測をやっていると嫌いやでも学校がどの様な方角で建っているか覚えます。それより話の続きをしてください」

「そんな感じで、たまにあそこを通る人がいるんだけど……」

「校庭から旧校舎まで道に入るとすごく暗いんだって、信じられないぐらい……」

「そうですね。方向的には西にし日びが差す校庭から、新校舎と旧校舎に囲まれたあの道は暗く感じるでしょうね。まぁあそこも方角的には少し西日が入るので完全な影かげとなっているわけでは無いのですが……」

「だからなのかな？　すごい暗くら闇やみに感じた場所が徐じよ々じよに目が慣れてくるんだって……それまで見えなかったものがだんだん見え始める」

「電信柱に止まるカラスたち、塀へいの上で寝ねている猫ねこ……」

「夕刻の静せい寂じやくとカラスの声、当たり前のコントラスト、ごく自然な風景……でも少しだけ、何かが違ちがう事に気がつく、違い和わ感かん？　その子は何かに違和感を覚える」

「でもそれがなんだか分からない。ただ何とも言えない不安な気持ちになっていく……」

「突とつ如じよ、カラス達が騒さわぎはじめる。それまでの声とは比べものにならないぐらい大きな声で、その時に壁かべで寝ていた猫が毛を逆立てて、目を見開き何かを見つめている……」

「猫さんはカラスが騒いだから反応したのですか？」

「違うわ。だって、その猫が見ているのはカラスが止まっている電信柱じゃないの、猫はある一点を見つめている。ただ一点を目を大きく見開いて見つめている」

「その子は気がつくの……ある事に、気がついてしまう。それまで全すべてが暗がりで見えなかったと思えた体育館裏の壁……何もないはずのその壁に……」

「黒い立像。誰かが立っている」

「違う……その立像は立っているのでは無く張り付いている……壁にべっとりと……そうまるで染みの様に……真っ黒い女の人の姿が浮き上がっている」

「それは染みなのですか？　平べったい女の人なのですか？」

「分からないわ。ただその染みは明るい時間だと無いらしいわよ。夕刻、うっすら西日が差し込む時間にだけに現れるらしいわ……」

「なるほど、気になる点が何個かありますね。まず、その子が感じたという、違和感みたいなものって何でしょうかねぇ」

「さぁ、違和感としか聞いてないわ。なんか変な感じ、何か分からないけどおかしな感じがするって……」

「なるほど、その違和感の後にカラスが騒ぐのですね」

「そうね。騒いで飛び立つって話よ」

「次が猫さん。猫さんが壁を見つめるのですよね」

「そう、猫が見つめた先にその黒い染みは浮かび上がるのよ」

「そして、それは五時のチャイム。皆みなの帰りを告げるチャイムが鳴ってから現れる……」

「そういう事ね……」

「なるほど、まるで怪談ですね。やっぱり幽ゆう霊れいの仕し業わざでしょうかねぇ」

「ちょ、蓮實がそれを怪談じゃなくすって言ってたじゃない」

「あははは、冗じよう談だんですよ。もしかしたら幽霊の仕業かもしれませんが、たぶん違うと思います。あくまでもたぶんですけど」

「もしかして幽霊の仕業って……あんた……もし幽霊だったらどうするのよ？」

「そうですねぇ。それが幽霊の仕業だったりしたら私にはお手上げですね。私にはそういう超ちよう常じよう現象的な力はありませんから……」

「だ、だったら、もし調べてる時に幽霊が出たら……」

「そうですねぇ……う～ん。もぐもぐ……」

　蓮實はソーセージをもぐもぐしながらうなっている。食べるか考えるかどっちかにしてほしい……。

「はむ、もぐもぐ、えっとそれはそれとして、五時って言うのが気になったのですが、なんで五時なんでしょう」

「え？　だから鐘の音が印象的だからじゃないかしら……あの鐘の音は暗がりだと不気味に聞こえるって言ったの蓮實だし」

「そうですね。でも、たとえば五時前にその染みが現れる事はないのかとか考えてしまいます」

「その染みは昼間に見ても無いって話だけど、たとえば四時五十分はどうなのかって話は聞かないし……」

「あと、一年中五時過ぎだと夕暮れ刻とは限りませんよ。真冬なら五時過ぎたら真っ暗です。もし仮にその時間に染みが浮き上がっていたとしても見えないかもしれません、逆に真夏なら明るすぎて雰囲気が出ないかもしれません」

「そんな雰囲気を気にして出てこられても困るけど……」

「五時過ぎという時間が設定されているのはおもしろいですね。それで五時過ぎから何時ぐらいまでのシフトでその染みは壁に張り付いているのですか？」

「シフトって……パートタイムじゃないんだから、そこまで分からないわよ。だいたいその染みだってそんなに多くの生徒が見たってわけじゃなさそうだし」

「なるほど、でもその染みを見たのは一人では無い様ですね」

「そうね。見たのが一人だったら、ここまで噂うわさになったりしないだろうし、生徒会にだって話は持ち込まれなかったわ」

「なるほど……とりあえずごちそうさまでした」

　蓮實には恐きよう怖ふ心とかそういうものが無いのだろうか……。私なんて途と中ちゆうで食しよく欲よくがなくなってしまって箸はしを置いてしまったのに……。

「私も……ごちそうさま……」

「あら、あら、まだ半分ぐらいしか食べてませんよ」

「なんか話してたら、食欲なくなったわ……」

「もったいない。私にください」

「そんな食べて、太るわよ」

「大丈夫ですよ。私はいくら食べても太らない体質なんですから……」

　なんて嫌いや味みな体質だろうか……大たい抵ていこういう事いう人は太っていたりするが、蓮實に関してはそんなものは当てはまらない。

「いいわよ。あげるわよ」

「はい、では結花さんのお箸で食べさしてください」

「甘えるなっ」

　蓮實に私のお弁当を渡わたすと残った分をいかにもおいしそうに食べていく。どんだけ腹ぺこなんだか……。

「さてと……おなかもふくれましたし、散歩がてら現場に行ってみますか……」

「え？　現場って？」

「例の体育館裏うらですよ。昼間は染みが無いのですよね。それをまず確かく認にんしておきたいですから」

　蓮實が席を立ち上がると、机で伸のびていた黒いものがごそごそと立ち上がる。

「あら憂鬱も起きたのですか？　だったら私達と行きましょうか……」

「ナァーウ」

「はい、今すぐですよ」

「別にその猫は今ナウって答えたわけじゃないわよ」

「ナァーウ」

「ほら、憂鬱もすぐナウに行こうと言ってますよ。行きましょう」

「さぁ行きましょう結花さん」

「って、私も行くの？」

「そりゃもちろん……もしかして怖こわいのですか？　まだ夕暮れにはほど遠いですよ？」

「こ、怖くなんてないわよ」

「そうですか、それなら安心して行けますね」

「う……」

　しぶしぶながら、私はその場所に行く事を了りよう承しようした。
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　校庭から校舎の裏側に入ると、体育館裏に出る。旧校舎と新校舎に挟はさまれた形となるこの場所は昼間でも薄うす暗ぐらく感じる。日中とはいえども決して心ここ地ちよい雰ふん囲い気きでは無い。むしろ不気味なぐらい。

「ど、どうかしら？　た、体育館裏の様子は……」

「そんな目をつぶって歩いてて大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「目つぶってなんかいないわよ！　わっ」

「ほら、危ないですよ。足あし下もとよく見て歩かないと、ここの道は舗ほ装そうされているわけじゃないのですから……」

「べ、別に目つぶってたわけじゃないって言ってるでしょ。た、ただ目を少し細めてただけで……」

「何故なぜ目を細めていたのですか？」

「そ、そりゃ、よ、よく見える様に目を細めてたんじゃないかしら？」

「そうには見えませんでしたが、単に目を閉じてた様に見えましたが……」

「閉じてないっ」

「でもどちらにしても問題ないみたいですよ。憂鬱も私の腕うでの中でリラックスして特に壁の方を気にしていません。それに……」

　蓮實は壁の方向に歩き出す。

「は、蓮實」

「大丈夫ですよ。ほら」

　蓮實は体育館裏の壁に近づくと、丹たん念ねんに指でなぞって調べてゆく。

「体育館の壁どころか新校舎も旧校舎も、人型の染しみなんて一いつ切さいありません」

「ほ、本当に無いの？」

「本当ですよ。目つぶってたら見えませんけど」

「目つぶってるんじゃなくて……えっと……」

「開けても問題ないですよ。安心して見てください」

「う……」

　私はゆっくりと目を開ける。薄うす目めでぼやけていたものがすべて鮮せん明めいに見える。

「な、無いわね……。だ、だからやっぱり単なる噂だって、気のせい。単なる勘かん違ちがいなのよ。これにて一件落着！」

「って！　蓮實！　何を人を幸せそうな笑え顔がおで見てるのよ！」

「だって幸せですから……虚きよ勢せいを張っている結花さんが可愛かわいくて可愛くて、本当にたまらなく可愛くて、私は幸せですよ」

「んな事、満面の笑みで言われても腹立つだけよ！」

「それはそうと、噂では夕方の五時過ぎ。猫ねこが見つめた先に染みが浮うかび上がっているのですよね」

「そうね」

「だったら本当に五時過ぎで無いと染みは浮かんで来ないのではないでしょうかねぇ？　ぴったり五時丁度に出てくる感じでしょうか」

「時間によって浮き出てくる染みなんて考えられるの？」

「無いとは一いち概がいには言えません。湿しつ度どや気温によって出てくる染みなどもあるでしょうから」

「でも五時とかそんなピンポイントな時間で出てくる染みなんてありえないでしょ？　絶対に気のせいよ！　ってそんな顔で私を見てほほえむな！」
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　授業が終わり放課後に入ってからも時間を告げるチャイムが何度か鳴った。放課後は天文部の部室で待機していた。あいかわらず何をやるでもなく、ただ部員が集まるだけの部活であったが、私はいつになく緊きん張ちようしている。

　そして、いよいよ下校をつげる鐘かね。五時のチャイムが鳴る時間となった。

「それではそろそろ行きますか。結花さん」

「ほ、本当に行くの？」

「もちろんですよ。浮き上がる染みを実際に見てみない事には何も分かりませんからねぇ」

「で、でもさ。蓮實」

「結花さん。昼間に言ってたじゃないですか、全く怖くないと、でしたら何も問題ありませんよね」

「え、えっと怖くはないけど、あ、あれよ。めんどくさいじゃない？　蓮實だってさ」

「めんどくさいと言われますと？」

「この事件を解くと、また次から次へと変なうわさ話が生徒会に持ち込まれるわ。そしたらまた蓮實が解決しなきゃいけないでしょ？」

「いいじゃないですか、私は結花さんと一いつ緒しよなら楽しいですよ」

「それに、皆みなさんを恐おそれさせる様な噂が解決されて、それで学園の平和が訪おとずれるのなら素す晴ばらしいじゃないですか、私もおびえる結花さんを十分堪たん能のう出来るのですから、素晴らしい事ばかりです。みんな幸せで良い感じです」

「おびえる私って、あのね蓮實……」

「はい、はい、そろそろ時間ですよ。いつまでもおしゃべりしている時間はありません。とりあえず行きますよ。あ、そうそう、そのまま帰りますから、ちゃんと荷物持っていくのですよ」

「え？　あ、うん……」

　私は蓮實に手を引かれる形で天文部を出る。半地下から地上までの短い階段がなんだか長く感じる。そろそろ部活を終えた人たちが部室棟とうに帰る時間なので、みんなと逆方向に歩く形となる。校庭はすでに人がまばらになっていた。

　体育館裏に入る校舎脇わきに近づくに連れて人ひと影かげは少なくなっていく。当たり前だが、こんな時間にこんな場所を通る人間などいない。人通りが少なくて当然だ。

　校舎脇に近づく、ここを曲がれば、そのまま件くだんの体育館裏となる。

「あ、あの蓮實……」

「何でしょうか？」

「今回も猫を連れてるのね……」

「はい、憂鬱を連れて行けば分かりやすいです。この子が壁かべを見つめた瞬しゆん間かんに染みは現れるのですからね」

　相変わらず蓮實の猫は腕の中でリラックスしている。まだ入り口に立っているに過ぎないから、当然と言えば、当然なのだけど……。

「さてと、行きましょう」

　腕うで時ど計けいを確認した蓮實が私の手を引っ張る。その時、五時の下校を知らせるチャイムが鳴なり響ひびく。学校のチャイムの音というのは、こんなに“〝鐘”〟らしかっただろうか？　ウェストミンスターの鐘と言う名前を知ってから聞く、学校のチャイムはいかにも恐ろしげな鐘の音色に聞こえる。

「時間ですねぇ……急ぎましょう」

　まるで蓮實は校舎脇の暗くら闇やみに吸い込まれる様に入って行く。当然手を引かれた私もその闇やみの中に吸い込まれる。

　足を踏ふみ入れる。

　夕刻のこの道はまるで暗闇の様に感じられたが、徐じよ々じよに目が慣れてゆくといろいろなものが見えてくる。まるで暗闇から浮かび上がるように今の状じよう況きようが見て取れる。

　塀へいには猫はいない。頭上の電線にはカラス達。夕日の逆光で電線も電信柱もカラスもまるで影かげ絵えの様に黒く、立体感が感じられなかった。

「目慣れてきましたか？」

「あ、うん……慣れてきた……」

「今度は目をつぶってはダメですよ。時間は五時ですが……」

　蓮實が空を見上げた……その刹せつ那な。





　違い和わ感かん。





　絶対的な違和感。





　それまで感じなかった何か異質なものを感じる。

「な、何これ？　何か、すごい変な感じが……」

　瞬しゆん時じ。

　夕日を覆おおう様にカラスの翼つばさが擦すれる音、そして奇き声せいの様な鳴き声が反はん響きようする。

「カ、カラスが……」

　すごい声。本当に噂うわさ通りに突とつ然ぜんカラスが騒さわぎはじめる。一度騒いだカラスはいつまでも騒ぐことを止めない。べっとりと赤い影かげで染まった夕刻で、残ざん響きように残響が重なり続ける。

「は、蓮實……あ、あの……」

　私は蓮實に声をかける。が返事は無い。彼女を見ると、まったくの無表情で空を見つめている。

「あ、あの蓮實……何見てるのかな……」

　何となく蓮實の視線はカラスでは無く、さらに先に向いている様に感じられた。何か目に見えないそれ、残響か何かを……。

「あ、あの……蓮實」

　蓮實に気を取られて気がつかなかったが、彼女に抱だかれた猫にも変化があった。

　蓮實の無表情に対して、猫はこわばった顔つきをしていた。見開いた眼球。逆立った毛。屹きつ立りつする耳。これだけの騒がしい声に反応したと思いたかったが、事実は違ちがう。猫は噂通りにカラスの方向とはまったく逆の方向を見つめている。その方向はもちろん……。

「え、えっとさ、は、蓮實……あんたの猫、たぶん……壁の方向見てると思うのだけど……」

　もちろん、私は猫が見つめる方向を見る事など出来ない。蓮實は虚こ空くうを見つめたまま感情が無い声で言った。

「そうでしょうね……たぶんこのタイミングでしょうから……」

「タ、タイミングってどういう事？」

「見えるための全すべてが揃そろっているタイミングという事……」

「み、見えるための全てが揃ったって……あの、蓮實……」

　蓮實に抱かれた猫の目がさらに大きくなる。大きく見開かれた瞳ひとみは夕日に染まり、まるで柘榴石ガーネツトの様な赤い仄ほの暗ぐらさであった。

「見える時間ですよ。結花さん、ほらあそこ……」

　蓮實が指さす。猫の憂鬱が見つめる方向。それらが指し示す方向を私は思わず見てしまう。

「あ、あれ……あの黒いのって……」

　昼には無かったのに……。昼休みに見た時にはそんなものは無かった。にも拘かかわらず、たしかにそこにはアレが現れていた。

「し、染しみが……」

　黒い染み。まるで人の立像の様な真っ黒い染み。噂で言われているものとまったく違わない、不気味な姿が立ち現れる。

「はい、染みですね。あの染みすごいですよ。結花さん。よく見てください。染みがゆっくり揺ゆれてますよ……。まるで生きてるみたいです」

「い、生きてるみたいって……あ、あんた、そ、そんな非科学的な……」

「そうですね。もし染みが揺れているとしたら相当非科学的ですね。揺れる染みなんて存在しません。仮にそんなものがあるとしたら……それは幽ゆう霊れいでしょうか？」

「え？　ゆ、幽霊って……」

　耳をつんざく様なカラスの奇声。私は思わずその場にしゃがみ込む。

「あれが、どう見えますか？　結花さん」

「い、いい、もう見なくて……」

「見なくて良いのですか？　あの染みの腕うでの様なものがこちらに近づいてきてるとしても？　ですか？」

「え？　ひっ」

　壁の染みから私の方向に何かが伸のびてきている。まるで腕の様なものが……。

「は、蓮實っ」

「どう見ますか？」

「ど、どうって……手でしょ？　手みたいなのがこっちに向かって……」

「やはり手に見えましたか？　だったらあれは顔に見えますよね」

「そ、そうよ！　ど、どうするのっ!?　わ、私足がすくんでしまって動けない……」

「そうですか……。私は結花さんに掴つかまれてますが、その結花さんがしゃがんでしまっているのでまったく動けそうもありません」

「そ、そんな……」

「両先せん輩ぱい方お疲つかれ様ですっ」

「あ、戸と田だ山やまさんさようなら」

「へ？」

　天文部の後こう輩はいが何事も無かったかの様に私達を横切った。本当に何事も無い様に……。

「あ、あの……蓮實、今、通ったの天文部の戸田山さんよね」

「はい、そうですよ」

「何か、何事も無かった様だったけど……」

「そうですねぇ」

「まぁ、だいたい幽霊というものは見える人には見えて、見えない人には見えないものですから……、結花さんにはあの染みが人の形に見えるのですよね。もう一度見てくれませんか？」

「え？　も、もう一度？」

「あ、近づいてきた」

「え？　わ、わわっ」

　蓮實の声で思わず私は再び壁を見てしまう。その染みは近づいてはいなかったが、たしかにこちらを見てニヤリと笑った。

「わ、笑った？」

「今の、笑った様に見えたのですか……」

「笑ったでしょ？　たしかに全身をゆらゆら揺らしながら……」

「伊勢田さんはゲシュタルト群化の法則という言葉をご存じですか？」

「ゲシュタルト軍歌の校則？」

「なんか違いますねぇ。校則ではありません。法則です。それと、多数という意味での群と書いて“〝群化”〟です」

「たとえばですねぇ。何で人は星座なんてものを発見したのでしょうか？」

「ど、どういう事？　何でいきなり星座？」

「そりゃ、一応天文部ですしね。比ひ喩ゆ表現ならば星座が適切かなぁ……と。それより、何で星座なんかあるのでしょうか？　考えてみれば不思議なものです。だって星は単なる点の様なものですよ。それぞれが別々の何の関係も無い星です。でもその様な星の集まりが人には白鳥やら蠍さそりやら天てん秤びんやらに見えるのです。これはかなり不思議な事です」

「そ、そんな事よりも……幽霊が……」

「はい、はい、ですから、今から結花さんが見ている幽霊を違うものに変化させてみますから」

「見ているものを違うものに？」

「それを知らない人には、空の星々はまったくバラバラな存在にしか見えません。ですが星座を知れば、そこに関連性を持って見る事が出来ます」

「それと逆に、本質を知ればある集まりとして認にん識しきされていたものは、バラバラな点に戻もどります」

「そんなこんなで再び質問です。何故なぜ星々は星座なるものに見えるのでしょうか？」

「もしかして、それが群化の法則というものなの？」

「はい、群化の法則は、バラバラの形から意味のある形を見つけ出そうとする事を言います」

「動物は全ぜん般ぱん的に持っていますが、特に人間はこの能力が高く、天空でバラバラに輝かがやく星々にすら意味を与あたえ、いろいろな形としました」

「そ、それと幽霊が何の関係が！」

「そうですねぇ。とりあえずこれを見ていただくのが一番かと」

　説明が終わる前に、蓮實はそのまま染みの方に歩き出す。

「は、蓮實！　ちょっとあなたっ」

　蓮實はあの染みに手が届く場所まで歩く。そしてゆっくりと染みの上に手を置く……すると……。

「え？　な、何それ？」

　なんと蓮實の手も染みと同じ様に黒く染まった。

「見たままです。揺れる染みなんてありませんし、その上にかざした手まで黒く染まる染みなんてもっと存在しません」

「さて、今の結花さんにはこれが何に見えますか？」

　不思議なものだった。それまで染みにしか見えなかったし、たしかに人の形にしか見えなかった。にも拘かかわらず今は……。

「影……」

　私は自分の後ろを振ふり返る。そこには大きなもみの木が立っていた。

「正解です。結花さんの後ろに立っている大きなもみの木の影が、この染みの正体です」

「で、でもさっきまでたしかに……」

「くすくす、そんなものですよ。それが錯さつ覚かくというものです」

「錯覚？」

「こんな話があります。網もう膜まくから出て脳に向かう視神経は約１００万の神経線せん維いです。これは言ってみればカメラで言うところの１００万画素数に当たりますが……カメラとしては決して多い画素数ではありませんよね。今時携けい帯たい電でん話わだってそんな画素数ではありません」

「だいたいおかしな話ですよね。１００万画素数程度しか無いのに皆みなさんそれより高画素数のデジタルカメラを欲しがるなんて、自分が持つ視神経以上にものを見る事など出来ないのに……」

「つまり……それって……」

「そうです。人の少ない視神経分を、脳が補完しているのです。脳の解かい釈しやくという補完によって滑なめらかに鮮せん明めいに“〝見る”〟事が出来るのです。そして、それが各種色とりどりの錯覚を起こす原因ともなります。当然今回の様に影かげが人に見えたり、染みに見えたりという群化の法則も錯覚の一種です」

「五時頃ごろから現れる染みという存在。だいたい染みが時間帯によって現れたり消えたりする現象など考えづらいです。私はそれを、染みでは無く何か他ほかのものを誤認したと考えました。つまり錯覚を起こしたと……」

「当初から染みの正体は何かの影だと推測してました。ですがいざ現場に立ってみると、身近に影が出来る様な物は無かった。ただし、少し離はなれたところに高いもみの木が立っていました。日が高い日中ならば影がそこまで届く事はあり得ませんが、影が長くなる夕刻ならばあるいは……」

「そういえば、この話をした時から時間と日の高さを気にしてたわね。五時は夏だと明るいし、冬だと暗いとか……」

「でも、何でそんな錯覚を？」

「そう見える様な状じよう況きようを作り上げたからです」

「も、もしかして、またあなたがやった事なの！」

「まさか、そんな事しませんよぉ」

　蓮實はいつもの笑え顔がおで答える。この顔をされると逆にまったく信用出来ないのだけど……。

「すべてが偶ぐう然ぜんの重なりです。その偶然が、影を染みに、さらに幽霊に見せたのです」

「まず、この場所はグラウンドの明るい場所からやや暗い場所に入るため、影を染みと誤認しやすいのです。目が慣れてませんからね」

「さらに最初に覚える“〝違い和わ感かん”〟これが一番厄やつ介かいです。これだけで人を不安にさせるはずです。次にカラスの騒さわぎ、最後に猫ねこの緊きん張ちようした視線。その視線の先に浮うかび上がる黒い影」

「それだけの状況が重なれば、人は其処そこに“〝何か”〟あると感じ、そしてそこに“〝何か”〟を発見しやすくなる。状況そのものが錯覚を生み出させる舞ぶ台たい装置となっていたのです」

「ちょ、ちょっと待って、んじゃ、最初にあった“〝違和感”〟も、カラスの騒ぎも、猫の視線も、全部単なる偶然なの？　何かしらの原因があるんじゃないの？」

「もちろんありますよ。しかもそれはすべて単一の原因です。単一の原因から発生した事象が多数な事象となり、その多数の事象がすべて、なぜか偶然にも幽ゆう霊れいという錯覚を生み出す舞台装置となったのです」

「単一の原因が、多数の事象に？」

「はい、一つの原因が、人に違和感を覚えさせ、カラスを騒がせ、憂鬱の視線を壁かべに釘くぎ付づけにしたのです」

　今も、空ではカラスが大おお騒さわぎしているし、蓮實の手の中の憂鬱はまだ緊張した面おも持もちで壁を見つめている。そして、実はあの違和感は今も私の中で続いている。かなり小さくはなったのだけど……。

「まだ感じます？　時にこの感覚、何か身に覚えが無いですか？」

「な、何かって……」

「たとえば、テレビがついた瞬しゆん間かんとか……特にブラウン管テレビとか……」

「あ……」

　たしかに覚えがある。そうだ、これはテレビがついた瞬間、昔ながらのブラウン管テレビがついた時に感じるものだ。

「テレビって事は……それってもしかして電波とか？　電波を私が受信して？」

「人はさすがに電波なんて受信は出来ませんよ。まぁ、特別な能力の方とか電波も受信される様ですが……さてと、そろそろ暗くなり始めましたし、帰りましょうか？」

「え？　謎なぞ解ときは？」

「そうですね。だから今日は少し遠回りして帰りましょうか？」

　そう言うと、蓮實は旧校舎の方向にゆっくりと歩き出す。先ほど後輩が歩いていった方向だ。

「あ、あの蓮實、そっち帰る方向と逆方向だよ」

「遠回りになると言ったじゃないですか、さぁ行きましょう」

「ちょ、ちょっと待って、置いていかないでっ」

　蓮實は旧校舎の裏口をくぐる。どうやら鍵かぎはかかってない様だ。

「どこに行くの？」

「さて、どこでしょうかねぇ」

「分からないの？」

「はい、推測だけで動いてますから、確証は持てません」

「確証は持てないという事は……だいたいの予測は出来てると？」

「まぁ予測ですがね」

　蓮實と私はそのままずっと知らない道を歩いて行く。
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　数分。いや十分ぐらいは歩いただろうか？　突とつ然ぜん蓮實は立ち止まる。

「ここですね」

「ここって？」

　学校から数百メートルほど歩いただろうか？　結構離れた場所にそれはあった。

「とりあえず、あの壁から垂直の場所を探してみました」

「それが……このドッグラン？」

「そうです。犬さんを自由に走り回らせるための広場です」

「ここがどうしたの？」

「ここから、少し見えますよね。体育館の屋根が、距きよ離りはありますが、この場所はだいたいあの体育館裏の壁の直線上の場所にあります」

「だからそれがどうしたの？」

「さて問題です、空気上で直線に走り、壁などにぶつかると跳はね返る、波状のものとは何でしょうか？」

「波状のもの？」

「はい、あら？　また憂鬱が反応してますね」

「え？」

　先ほどとまったく同じ反応。猫の憂鬱は大きく目を見開いて耳を立てている。まるで何かを見ている様であった。

「猫は人に見えない何かを見ている事があるとよく言いますよね。でもあれは嘘うそなのですよ。猫の目というのは人よりもかなり性能が悪いのです。たしかに猫は緊張すると目を開きます。でもセンサーとしては目よりも耳こそが猫にとってはもっとも優すぐれたものです。猫には人に聴こえない多くの音を聴く能力があります」

「音？」

「そうです。音です。憂鬱が見ている先を見てください。結花さんには何が見えますか？」

　猫の憂鬱の視線の先。そこではドッグランの中で、飼い主なのか、あるいはこのドッグランの店の人なのか、笛の様なものをくわえている。

「あれ何？」

「少し聞こえませんか？　たぶんあの時に違和感があったのであれば聴きこえるでしょう？　この音が」

「これって音なの？　耳鳴りみたいなこれって……」

「はい、その耳鳴りの様なものの原因が、あのゴールトン・ホイッスルです」

「ゴールトン・ホイッスル？　何それ？」

「ゴールトン・ホイッスルとは犬の調教に使うために作られたものです。だいたい１万６０００Hzから２万２０００Hzという高周波数を出す笛なのですよ」

「この耳鳴りって、もしかして人が聴き取れない高周波が原因なの？」

「耳鳴りといいますか、高周波の音そのものなのですよ。あまりに高い音なので耳鳴りの様に感じるかもしれませんが……」

「これが音？」

「はい、人は最高で２万Hzまで聞こえると言います。ただしこれは歳をとるほど聴こえなくなります。成人だと１万６０００Hzだってまったく聴こえない人もいます。私達の年ねん齢れいだとギリギリ聴こえるかどうかって周波数ですね」

「あの場所で覚えた違和感というのは、この高周波の音をわずかに耳が拾ってしまった人だけが感じるものです」

「ただ、人にとっては聞こえない様なものでも、犬や猫、あるいはカラスにとっては大音量だったりします」

「それが遠くすぎて、人には違和感程度なものも、動物にははっきり聴こえる音だってあります」

「つまりあの違和感、カラスの騒ぎ、そして猫の視線は……」

「そうです。だから私は体育館の壁に対して垂直に歩き続けたのです。体育館の壁は音を吸収せずにほとんど跳ね返します。さらに新校舎と旧校舎、まるで三方を包み込む様な構造をしています。音などを反はん響きようさせて増ぞう幅ふくさせやすい場所です」

「だから、猫が壁側を……」

「猫は反響した音を聴いていたのです。特にあそこは反響音がすさまじいと思います。気がつきませんでしたか？　カラスの声」

「あ、そういえば……あの場所で、カラスの声の残ざん響きよう音がすごかった気がする」

「はい、残響音の原因こそ反響しやすいあの壁にあったのです」

「そ、そうだったの……」

「あと、これは今思ったのですが、このドッグランは仕事帰りの方などが多いみたいですね……」

　そう言われてみれば、先ほどより人が増えている。

「五時以降というのは、ちょうど仕事終わりの時間ですし、アフターファイブの方々が来られることも多いのでしょうね。ゴールトン・ホイッスルが鳴るのも五時以降の方が多いのでしょう」

「とは言っても、五時以前にも鳴る事はあったでしょうから、すべては偶然の重なり、それらが人に“〝何か”〟を見せてしまう舞台装置となったのでしょう」

　ドッグランでうれしそうに走る犬を見ながら、ほほえましそうに蓮實がしゃべる。

「これで、解決でしょうかね？」

「そうね……思ったよりつまらない原因だったけど……」

「でも、そんなつまらない原因に怯おびえて座り込んでしまったのは結花さんですよ」

「あ、あれは、ち、違ちがう。あれは……その……」

「結花さん、私はですね。猫が大好きです」

「はぁ？」

「猫はわがままで自分勝手で、可愛かわいいです。でもですね……」

「従順で素す直なおな犬も大好きなんですよ」

「つまり何？」

「結花さんがたまに素直になっても、十分可愛いと思いますよ。さぁ怖こわかったのなら、私に甘えてもいいのですよ」

「って何よ！　んなわけ無いでしょ！」



    

  
    
      



　天文部。

　音が聞こえる。

　その音が何であるのか起きた瞬しゆん間かんにはわからなかったが、徐じよ々じよに覚かく醒せいしてゆくとそれが何であるのかに気がつく。

「は、鼻息!?」

「あ、結ゆ花かさん……」

「って！　何あんた、私が寝ねてる間にそんな顔近づけてるのよ！　唇くちびるが触ふれあいそうじゃないの！」

「あ、そういう手もありましたか！」

「そういう手もありましたかじゃないわ！　何が悲しくてファーストキスを寝てる時に幼なじみの女に奪うばわれなきゃいけないのよ！」

「ロマンチックですねぇ」

「ロマンチックなわけがあるか！」

　身の危険を感じた私は椅い子すから飛び起きる。といってもこのタイミングじゃ遅おそすぎるわけではあるけど……。

「そんな逃にげなくても、私はただ結花さんの寝ね顔がおを見ていただけなんですから」

「何で見てただけなのに、徐々に鼻息を荒あらくしていったのよ」

「見ていたら徐々に鼻息も荒くなりますよぉ。当たり前のことじゃないですか」

「当たり前になってたまるか！　あんたは性せい欲よくがたまりにたまった男子高校生か！」

「あ、同じ様なものですね。だいたいそんな感じです。破は裂れつ寸前の水風船か暴発寸前の鉄てつ砲ぽうかって感じでしょうか？」

「そんな女子高生がいてたまるか」

「ここにいるじゃないですか。それどころかずっと一いつ緒しよだったじゃないですか、結花さん」

　その通りなのだけど、改めて言われこんなヤツとずっと一緒だったという事実を突つきつけられるとつらい……。何で私はこんな変な女と仲良くなってしまったのだろうか……。

　彼女と最初に出会った時の事を思いだしていた。あの黒い森にある屋や敷しき。あのときの蓮はす實みは人形の様に美しく、そして人形の様に表情が乏とぼしかった。

「そういえば、あの時は私がツインテールだったのに、今では逆ですね。何故なぜ、結花さんはツインテールにされてるのでしょうか？」

「べ、別に意味なんてないわよ！　と言うか、だったらなんであなたはツインテールじゃなくなったのよ」

「あ、それはですね。最初に見た時の結花さんが髪かみの毛を下ろしてて可愛かわいいなぁ。と思ったからですよ」

「っっ」

　と、蓮實はこんな恥はずかしい事を平気で言う。そんなストレートに言われたらこっちは何も言えないじゃない。

「でー、そろそろ終わりですか？　ご両人？」

「え？」

「ふぅ、百合ゆりどころかレズですねぇ」

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」

「金かな森もりよだれたれてるぞ」

「え？　あ、わっ」

「って！　あなたたちいたの!?」

「そりゃ、いますがな。今は部活中ですしむしろ途と中ちゆうで居い眠ねむりを始めたのは伊い勢せ田だ先せん輩ぱいじゃないですか」

「そういえば最近の伊勢田先輩、たまに寝てしまいますね？　疲つかれているのですか？」

「え？　そ、そうかしら？」

「そうですね。最近よく居眠りをしてます。結花さん。どうしたのですか？　心配事で寝られないとかですか？」

「あ、いや、そういうわけではないと思うけど……」

　これといって寝ね不ぶ足そくになるような理由は無い。特に最近は結構よく寝ているはずだ。でも言われてみれば、何となく最近はウトウトとしてしまう事が多い様な気がする。

「まぁ、疲れてたりするのかなぁ。蓮實がバカみたいな事ばかりするから」

「わ、私のせいですか……あはは」

　珍めずらしく蓮實は反省した様な顔つきで苦笑いする。

「そうですね……。疲れさせてしまっているかもしれませんね。いつもリラックスしに行かれてる様ですし」

「リラックス？　ああ、生徒会の事」

「そういえばここ最近、生徒会に行く回数が増えた様ですが、伊勢田先輩は忙いそがしいのですか？」

「あ、まぁ、そういうわけではないんだけど……」



　＊＊



　生徒会室。

　音楽が途と切ぎれる。

　その音楽が何であったのかはわからない。ただ音楽が終わった感覚がして、そして目が覚めた。メロディが耳にうっすら残っているような残っていないようなあやふやな感じがもどかしい。

「あ、私……寝ねてましたか？」

「ええ、気持ちよさそうに」

　栗くり毛げ色のポニーテールがふわりと揺ゆれる。彼女は手元のアロマポットに息を吹ふきかけてろうそくの炎ほのおを消した。ポットから一筋の細い煙けむりが伸びてアロマの甘い香かおりが充じゆう満まんした部屋にほんの少し異質な香こうばしさが漂ただよう。

「リラックス出来たかしら？」

「はい！　あまりに気持ちよくて寝ちゃうぐらいに良かったです。生徒会長」

　永なが井い静しず流る、海え老び栖す川がわ高校でその名を知らない人間がいないほど有名な生徒会長。当然、生徒会長だから彼女の名前を知っているという意味ではない。どこの学校の生徒だって大たい概がいは生徒会長の名前など知らないだろう。だが彼女は永井静流として、あるいは永井生徒会長としてこの学校で名を知らしめていた。

「そうそれは良かったわ。喜んでもらえて」

　彼女がふわりと笑う。異性なら一発。同性でも彼女の優やさしい微笑ほほえみを前にしてはまるで美の女め神がみエウプロシュネーを前にした様な感情におそわれるだろう。表情一つで人を魅み了りようする。

　去年、海老栖川高校史に残る様な偉い業ぎよう、全生徒を巻き込んだ一種の運動の中心人物であったのは、こういった笑え顔がお一つで人の心を捕とらえて離はなさない彼女の独特な雰ふん囲い気き故だろう。それを一いつ般ぱん的にはカリスマ性と呼ぶ。

「良いいのよ。これが私の趣しゆ味みなのだから、それに生徒会役員の健康管理も会長としては大事な仕事よ。仕事の効率が左右されるのなら尚なお更さらでしょ」

　公立海老栖川高校史にその名を刻むであろう、カリスマ生徒会長は私ごとき人間にもいろいろ気を遣つかってくださる。その様な理由から、もちろん彼女に憧あこがれる人が多い、少しでも彼女と長くの時間接したいと思う人は少なくない、それでも多た忙ぼうな永井生徒会長と長く一いつ緒しよにいられる生徒はそうは多くない。

　そんなこんなで、彼女が偉業をなした次の年から生徒会役員の倍率が跳はね上がったのは言うまでもない。

「んん～っ」

　私が椅い子すの上で四し肢しを大きく伸のばすと、それだけで身体からだの軽さを実感出来る。彼女の作り出すリラクゼーション空間の効果は抜ばつ群ぐんだ。

「裸足はだしのまま伸びをすると床ゆかに足がついて汚よごれるわよ」

「あ、すみません」

　私は慌あわてて上うわ履ばきを履はく。いつもならそんな事を気にするようなたまではないのだけど、やはり永井生徒会長に言われると恥はずかしく思えてしまう。

「お茶を煎いれる？　良いハーブティーが入ったのだけど……」

「あ、お構いなく」

　靴くつを履き終えると、私は立ち上がり上半身を軽く左右に動かす。

「今日もこれから天文部なのかしら？」

「あ、はい」

「二足のわらじは大変ね」

「まぁ、元々は私自身が望んだ部活でもありますし……」

「そういえば、そうなのよね。あの部活って大おお庭ばさんがいろいろ目立っているけど、部長さんは伊勢田さんなのだから」

「はい、仰おつしやるとおりで、ほとんどの事は蓮實がやってくれて、私はただ言い出しっぺなので部長になっているという程度でして……」

「あら？　あの部活は伊勢田さんが言い出したの？」

「まぁ、そうなるんでしょうかねぇ」

　私は少々歯切れが悪くこたえる。

「でも、大庭さんすごいわよね。彼女が学校側にあの部室を用意させたのでしょ？」

「用意させたという言い方はどうかわからないのですけど、まぁ、いろいろあって地下室の部室を学校側からいただいたのはたしかです」

「空を見上げる天文部にとって地下室の部室がちゃんとしているかどうかはわからないけど……、でもあの部室はかなり昔に天文部が使っていたものらしいわよ。なんかいろいろ問題があったから廃はい部ぶになったらしいけど」

「へー、あそこって元々から天文部があったのですか、それにしても問題を起こして廃部とか……」

　今も昔も天文部は変わらないらしい。まぁ、我々天文部は廃部ってほど悪い事はしてないけど……。それにしても当時の天文部とはどんなだったのだろうか？　あの地下室をあえて天文部として最初に選んだ人たちだ。あまりまともとは思えないのだけど……。

「詳くわしくは知らないけど、今の天文部という字とは違ちがったと聞いてるわ。どんな字だったのかしらね」

「そうなんですか。でも字が違うとか、それって本当に天文部なんでしょうかねぇ」

「そういわれてみればそうね。どちらにしても、あの部室を再び天文部の手元に戻もどした大庭さんすごいわよね。ただの秀しゆう才さいにみえて、結構行動力もあるし……」

「何を言ってるんですか、永井生徒会長の方が数々の伝説を残しているじゃないですか」

「伝説なんて大層なものでは無いわ。私はただ自分に出来る事を淡たん々たんとこなしていっただけ」

　出来る事を淡々とこなす……。その出来る事のレベルが普ふ通つうの人と違うという話なのだけどね。

「あ、そういえばお礼言ってなかったわね。大庭さんに伝えておいてくれるかしら？　空き教室の落書きの件と夕方に浮うかび上がる黒い染しみの件、あっという間に解決してくれてありがとう、ってね。見事な手て際ぎわだったわ」

「そ、そうですね。ただその件に関しては私はわりかしひどい目にあいまして……」

「くすくす、名探たん偵ていの横にいる人はふりまわされるものよ。ある意味、彼女の様な天才と付き合うのだったらあきらめた方が良いかも」

「そんな生徒会長、人ごとだと思って！」

「ごめんなさい。でも、実際に伊勢田さんと大庭さんのおかげで助かったわけだし、その労をねぎらおうと思って、こうやってリラックス出来る場も用意してるのだから、許してもらえないかしら」

「なんて生徒会長に言われて、許さないなんて言う生徒なんていませんよ。この海え老び高に……」

「そう言ってもらえるとうれしいわ。伊勢田さんに許してもらえれば私は何でもいいから……」

　私はもう一度生徒会室を見み渡わたす。

　アロマの良い香りがまだかすかに残っている。机の上には趣味の良い装そう丁ていの絵本や童話集、そして興味深い題名の詩集なんかもさりげなく置いてある。知的でありながら居い心ごこ地ちがよさそうな空間。会長らしいチョイスだ。いつまでもここに残って居たい誘ゆう惑わくもかき立てられるのだけど……。

「それじゃそろそろ」

　私は椅子から飛び上がる様に立ち上がる。

「そんな急いでは転んでしまうわよ。もっとゆっくり立ち上がった方が良いわ」

「あ、はい」

　会長に挨あい拶さつをしてから生徒会を後にする。ここでの時間は天文部とはまた違った楽しさ、というよりも優ゆう雅がさがある。私自身は会長目的ではじめた生徒会ではなかったのだけど、入る事が出来て本当に良かったと思う。こんな贅ぜい沢たくな時間などそう滅めつ多たに経験出来るものじゃない。
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「上じよう機き嫌げんですね。良い事があったのですか？」

「あ、うん……」

　私は知らぬ間に鼻歌を歌っていた。とは言っても無意識で歌い始めて、さらに言えばそれがなんの歌かもわからなかった。

　そんな私を表情から察知したのか蓮實が簡素に「さきほどから歌っているのはマザー・グースですか？」と尋たずねてきた。だけど私はまったく身に覚えがない。だいたいマザー・グースという名前は聞いた事はあるけど、実際それがどこの誰だれかすらよくわからない。

「マザー・グースってたしか童どう謡ようよね。マザー・グースが作った」

「マザー・グースという人が作った童謡ではありませんよ」

「そうなの？　マザー・グースって、グースおばあさんが作った曲だと思ってたわ」

「まぁ、そういう通説もありましたが、現在では否定されてます。マザー・グースはおとぎ話やナーサリー・ライムなど英国の伝承童どう謡よう総そう称しようですよ」

「ふーん。そういえばナーサリー・ライムって何？　それも聞いた事あるのだけど」

「英語で“〝童謡”〟“〝童わらべ歌うた”〟または“〝子こ守もり歌うた”〟のことを言います」

「ああ、なるほど子守歌なんだ……これ」

「腑ふに落ちると言った感じですね。思い当たる事があるのですか？」

「あ、まぁ、そうかなぁ……」

　たぶん、聞こえていて、聞こえてなかった様な曲。生徒会長がリラクゼーションで使っていたのがマザー・グースだったのだろう。

「結花さんがマザー・グースをお聴ききになるとは思いませんでした」

「えっと、私もあまり知らないんだけど……なんか耳に残ってて、思わず口ずさんでた感じかしら？」

　扉とびらが開く。独特の音と共に空気が流れ込む、空気圧の関係であけられた扉はすぐに閉じてしまうため、挟はさまれない様に天文部の後こう輩はいが早足で部室に入ってきた。

「今日も良い香かおりさせてますね。伊勢田部長」

　大きなチェックのリボン、短めのツインテールの娘こが開口一番、私の香りに気がついた。

「わぁ、本当だ」

　赤みがかった……というよりもピンクがかったロングの髪かみの毛の娘が、無む邪じや気きな声で部室に入ってくる。

「大庭先せん輩ぱい。憂ゆう鬱うつさんはどこへ？　先ほど部室に入っていくのを見たのですが？」

　明るめのショートヘアに大きな髪かみ飾かざり、全体にスレンダーな彼女は入り口付近で部室全体を見渡している。

　去年出来たばかり（正確には復活らしいけど）の天文部だが、今年は一年生が三人も入った。

　それぞれ戸と田だ山やま響きよう子こさん、金かな森もり羽は片かたさん、廣ひろ松まつ理り圭けいさん。彼女達は見た目も性格もかなりかけ離れたものであったけど、それなりに仲がよい様でいつでも三人で行動している。

「良い香りがするのは、今日も生徒会長のリラクゼーション受けてたからよ。戸田山さん」

「へえ、生徒会長と言うと、あの噂うわさの永井生徒会長さんですか。私達が入学する前に数々の逸いつ話わを残したといいますけど……いやぁ、噂通りですね」

「噂通り？　なんで？」

「まぁ、なんと言いますか、その方はなんともいろいろな事をご存じなのだなぁ……と。どうやら嗅きゆう覚かくにまで精通している様です」

「嗅覚？　というかアロマに精通している感じだと思うけど？」

「ああ、アロマですか……たしかに甘い芳ほう香こうではありますね」

「今日のアロマはローマンカモミールだったから甘い香りだったかも」

「そうですね。たしかにローマンカモミールも甘い芳香ではあります」

「ああ、憂鬱様っ」

　廣松さんが愛いとおしそうに黒くろ猫ねこを抱だきかかえる。この娘は本当に猫が好きなのだろうなぁ……。部活のためにここに来ているというよりも猫に会いに来ている感じすらする。

「この猫さん靴くつ下しただねぇ。かわいいなぁ」

　金森さんが猫を撫なでる。抱だかれた猫の憂鬱は廣松さんの腕うでから乗り出して金森さんに手を出す。そして……。

「ってわ、わ、わ、何？　何で私の髪の毛をガシガシしてるの？」

「たぶん金森の髪の毛が猫のトイレの臭においでもするんだろう？　おしっこするぞ、たぶん」

「そんな事ないもんっ」

　どちらにしても一年生が入ってくれたのはうれしい。彼女達が入ってくれたおかげでなんとか五人。正規の部活の条件をすべてみたす事が出来た。

「きゃわわわわ！　なんで？　私の髪の毛におしっこしちゃだめぇぇぇ」

　とは言っても彼女達が入ってから、少々天文部というには騒さわがしい様な気がしないでもないけどね。
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　部活が終わる。騒がしくはあったけどそれなりに有意義だった。

　今年は天体ショーがある。私や蓮實が待ちに待っていたものだ。だからその時のためにどんなものを準備するかが話の争点だったはず……だったのだけど、途と中ちゆうから戸田山さんがとてつもないものを自作すると言い出した。何でも数十万、時に百万ぐらいするものであるらしい。そんなものが高校生に作れるのだろうか？

　蓮實はその意見に対していくつか疑問を述べたが、戸田山さんとの質疑応答の中で出来ると確信したのか、その後はかなり建設的な意見交こう換かんをしていた。

　二人の話は正直難しくてよくわからなかったけどそれはそれで楽しい。何かをみんなでやっている感じは素す晴ばらしい。天文部という部活をやってみてはじめてわかったのだけど、目的を持たなければ何もしない部活に等しい。だって主な活動は空を見る事だ。しかも大半が太陽が沈しずんだ後ときている。放課後に部員が集まったところで何か意志を持って取り組まないかぎり延々とだらだらするだけの部活となってしまう。そういった意味では戸田山さんの様な子が入部してくれた事に感謝したい。

「今日は疲つかれましたねぇ」

「なかなか込み入った話しましたからねぇ」

「まさか戸田山さんが製作キットを持っているとは思わなかったので、思わず熱が入ってしまいましたね」

「あはは、まぁ、私自身作ってみたいとは思ってたのですが、正直手をこまねいていた部分もあったので大庭先輩の意見は助かりました」

「私にはそんな事ぐらいしか出来ませんからね。お役に立てて光栄です」

「それで何を作る話してたの？」

「あ、高感度・低ノイズで写真が撮れるカメラの話です」

「それって普ふ通つうのカメラとどう違ちがうの？」

「そうですねぇ。とりあえず天体観測で低照度長時間露ろ出しゆつで写真を撮とる時に普通のカメラと比べものにならないぐらい綺き麗れいに撮れるのです。そろそろ待ちに待った天体ショーですから、そういうものがあっても良いと思います」

「そうなんだ。そんなものが出来るんだ」

「まぁ、私というよりも戸田山さんですが……」

「私は単にそのキットを持っていただけですよ。これから大庭先輩に協力してもらって完成させるつもりではありますが」

「ふむ……なんか知らないけどすごいのね」

「結花さんにそう言ってもらえるのはうれしいですけど。でも、本当は私もアロマとかそういうものでみんなを癒いやしたり出来たら良いのですが、どうも昔からこんな事しか出来ませんから……」

　ちらりと蓮實が私の方を見る。なんだろう？　珍めずらしくこれは蓮實なりの嫌いや味みか何かなのだろうか？

「そういえば伊勢田先輩って生徒会役員なのですよね。戸田山がさっき有名だって言ってましたけど、永井先輩はどんな方なのでしょうか？」

　部活中、ずっと猫を撫でていてしゃべることがなかった廣松さんが尋ねてくる。

「そうねぇ。たとえば全教室にクーラーを導入したって事が有名なんだけど、その事実よりもやり方というかスタイルというかが有名な感じかな」

「スタイルといいますと？」

「なんというかカリスマ性があるのよ。一年生なのにいきなり生徒会長に立候補。その選挙演説でいきなり全教室クーラー導入を宣言。最初はみんなおもしろ半分で投票したんだけど、永井先せん輩ぱいは本当に生徒会を大改革してお金の節約、さらに寄付機構を立ち上げ、そして多くのＯＢから寄付金を募つのって選挙公約を守った。まぁ、その後もいろいろな事をやったんだけど、一番重要なのは選挙公約を成し遂とげる過程で、それまで人任せだった生徒達が、いつの間にか永井生徒会長を中心にして、自分たちで学校自治を取り戻もどしたって事かしら」

「なるほど海老高の生徒の自治を民主主義的に作り上げた英えい雄ゆうというわけですか……噂では最盛期では教師の免めん職しよく権などの絶対権力すら持ってたとか聞きます。でも今はそれほどの力がある様には見えませんけど……」

「ああ、それは話が大きくなりすぎてるわ。今の一年生は当時の事は知らないからね。実際は免職権があったというよりも、その当時に問題があった先生がたまたま不正でクビになっただけよ」

「不正でクビですか？」

「私も詳くわしい事はしらないけど、なんでもＯＢの寄付金を担当教員が横領していたらしいわ。教室ほどの広さを冷やす大型のクーラーを全室に取り付けるのって相当な額だったみたいだし」

「どちらにしても、去年よりも生徒会権限が減ったのはたしかなのですよね」

「そうね。去年と一昨年おととし、永井先輩が生徒中央委員会の会長のみならず生徒評議会議長まで兼けん任にんした時は、たしかに執しつ行こう機関と議決機関の両方をかね揃そろえてたわけだから今までじゃ考えられないほどの権限だけど、でもそれぐらいしなきゃ出来ない大仕事だったのよ。だからその仕事が終わった後は永井先輩は議決機関である生徒評議会議長は辞任して、今みたいに普通の生徒会長になったのよ」

「ほう、そうですかー。人格者ですなぁ。私ならそんな権力を握にぎったら絶対に手放さないのに！」

「まぁ、戸田山さんはそう考えるかもしれないけど、役員の一人一人に気を遣つかって、たとえば私なんかのためだけにリラクゼーションの道具とか用意してくれる様なやさしい永井先輩はそう考えなかったわ」

　帰り支じ度たくが終わると、全員が部室の外に出たことを確かく認にんした後に電気を落とし、扉に鍵かぎを閉める。ここの扉はボイラー室でもあるんじゃないかというほど重い鉄の扉だ。

「戸と締じまりは終わりましたか？　それじゃ帰りますかね」

　すでに一年生は階段を上がっている。いつも最後に私が扉の鍵を閉めたのを確認する。蓮實は私が鍵を閉めたのを確認してから階段を登る。私はその後を急いでついて行く……。

　それはいつものごくありふれた光景。だったのだが……。

　蓮實の後について、階段を数段上がった直後──高さ的にはたいした事はない。だけど、高さの問題ではない。

　私はいきなり足あし下もとの摩ま擦さつを失った。

　摩擦を失った片足はそのまま地面を踏ふみしめる事なく宙に投げ出される。

「え？」

　現実味が無い、でも確実に私は落下してゆく、後頭部から階段の下に吸い込まれる。その先は硬こう質しつなコンクリート。このまま落ちればただではすまない。

　あのときの様に。

　あのときの様に？

　あのときとは？　いつ？

　刹せつ那なの間に意味もなく言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。そして──。



“〝私を突つき落とす影かげ”〟



　寸前のところで私の腕が強く掴つかまれた。と思った次の瞬しゆん間かんには蓮實の胸の中に抱かれていた。

　滑すべった瞬間にコンクリの床ゆかに全身が打ち付けられるのを覚かく悟ごした私だったが、次に感じたのは柔やわらかい胸の感かん触しよくとやたら大きな鼓こ動どうであった。それは意想外すぎて現実のものとは思えなかった。

「ちょ、ど、どうしたんですか？　伊勢田先せん輩ぱい。だ、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「だ、大丈夫みたいですね。驚おどろきましたよ。コントみたいな派手な滑り方なんで、何事かと目を疑いました」

　驚いた一年生達が急いで降りてくる。私のまわりで彼女達の声が聞こえるが、何故なぜかそれは遠く感じる。ただ蓮實の鼓動だけが大きく感じられる……。抱きしめられて私は蓮實の顔を見ることが出来ない。でも私は知っている。彼女がどんな顔で私を抱だきしめているのかを……。
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　下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきを取り出す。ごくありふれた行動。にも拘かかわらずその行こう為いにすら躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　確かめなければならないのだけど、確かめたくない。これを見る事によって、私は親しい人を疑わなければならない。

　あの時は何故かその場で確かめる気になれなかった。

　階段から落ちそうになった私を助けてくれたのは蓮實だった。にも拘わらずなぜだか理由はわからないが、あの瞬間に私は不気味な姿を想起してしまった。



　私を突き落とす蓮實。



　宙に投げ出された刹那、彼女に助けられる寸前。私を突き落とす蓮實の姿を見た。

　いや見たという表現はたぶん正しくは無い。だいたい宙に投げ出される直前に見たのならばわかるが、投げ出されたあとであるならば前後関係はおかしくなる。

　ただ一つ言える事は、私を突き落とす黒い影。それがまさしく蓮實の姿であったという事だ。

「だから、なんだと言うんだ……」

　私は意を決してから上履きを裏返す。案の定ゴム底はまるで焼き鏝ごてでも押し当てた様に溶とけて欠けている。溶けた部分を見ているとあの時の感触が足先に蘇よみがえってくる。あの摩擦の消失感。肌はだが粟あわ立だちそうだ。

　私は来客用のスリッパに履はき替かえ、天文部の階段を訪おとずれる。私が足を滑らしたのは下から三段目。

　そこには青色のゴムがべっとりとこびり付いていた。これは間ま違ちがいなく私の上履きが溶けてこびり付いたものだ。

　階段はごく普通のコンクリート。これが非常階段の様に鉄製で裏に人が入れる空間でもあれば、階段を熱して上履きを溶かす事も出来るのだろうけど、この階段では不可能だ。だいたい私の前に戸田山さん、金森さん、廣松さん、そして蓮實がこの階段を上っている、私の上履きだけが溶ける事などあり得ない。

「なんで私の上履きがここで溶けたのだろう……」

　私はそこで考え込むが、答えなど得られるわけがない。いつもなら傍かたわらにいる親友。大庭蓮實がすべてを解いてくれるのだろうけど……今回ばかりは彼女に協力してもらうわけにはいかない。
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　生徒会室。

　音楽が途と切ぎれる。

　その音楽が何であったのかはわからない、ただ音楽が終わる様な感覚がしたのちに目が覚めた。

「あ、私……今日も寝ねてましたか？」

「ええ、そうね。少し疲つかれてたみたいだけど大丈夫？」

　生徒会長がアロマに息を吹ふきかける。キャンドルが不完全燃ねん焼しようの香かおりを漂ただよわせる。

「リラックス出来たかしら？」

「はい」

　会長は首を傾かたげて私の顔を見つめる。

「今日はすぐに部活には行かないのね？　いつもなら終わったらすぐに用意をはじめるのに……」

「あ、はい……」

「じゃ、紅茶でも淹いれましょうか？　そういえばこの前おいしい紅茶が手に入ったのよ。たまには飲んでいってよ……」

　そう言うと彼女は手て際ぎわよく電気ケトルを用意して、その中にミネラルウォーターを入れる。ケトルに電源が入ると数十秒で沸わき立つ音がし始める。

　その様子を見つめていると、会長は「あ、この音って沸ふつ騰とうしてるみたいだけど、ちゃんと沸騰するのに二分はかかるわ。それに沸騰してすぐにお茶を淹れるわけじゃないから、本でも読んで待っててくれるかしら？」と言って机に積み重ねられた本を私の方に持ってきてくれた。とは言っても正直今の私は本を読むような気分ではなかった。実際、いつもみたいに心からリラックス出来たわけではない、むしろ心のもやもやは昨日よりも大きくなっている。

　かなり憂ゆう鬱うつな気分であったけど、会長にそんな気分を気取られるのも嫌いやだったので、とりあえず机に積み重ねられた本から見知った題名の文庫本を取り出す。

『完訳 グリム童話』

　絵本やアニメなどで見た事はあるが、文庫本で読むのははじめてだ。

　この『完訳 グリム童話』は童話のくせに全五巻もあり、こうやって並んでいるとなんか文学の大著にすら見える。実際広げてみると絵本とは違ちがい小さな文字が埋うまっており、とてもじゃないが子供向けの本といった感じではない。とは言ってもそこは童話、内容は見知ったものが多いし、表現も簡素で読みやすい。そんな事を思いながらぺらぺらと目次をめくっていくと、何故かその一つの題名に私の視線は釘くぎ付づけになる。何故だろう、題名を見ただけで、足場を失うような奇き妙みような感じを受けた。あまりなじみがある題名ではないにも拘わらず。

　こんな話……知ってたかしら？

　その話を読み始める。この童話はやたら展開が早い。早いというよりも唐とう突とつすぎだ。意味不明なほど唐突に始まり、終わりもすごく唐突。いくつも意味がわからない部分を残して話は終わってしまう。童話の意味がくみ取れなかったので私はそれを読み返そうとした。すると「お茶がはいったわよ」と会長が声をかけてきた。

　私は何かまずいものを見られたかの様に、そのページを閉じてしまう。

「あ、はい……ありがとうございます」

「元気ないわね」

「え？　あ、そ、そうですか？」

「いつもアロマが終わった後はかなりリラックス出来てるみたいだけど、なんか私失敗してしまったかしら」

「そんな事、会長は何も……」

「そう、それなら良いのだけど……それだったら何かあったのかしら？　伊勢田さん、そんな疲れた顔して、もしかして悩なやみ事ごと？」

　私はちらりとグリム童話に目をやる。

「どうしたの？　グリム童話の続きが気になるのかしら？　それとも悩み事はグリム童話に関してかしら？」

「あ、いや、さすがにそれはないのですが……」

　悩み事とグリム童話は関係ない。当たり前だけどあの事故とグリムなど関係ないはずだ。にも拘わらずほとんど無意識にもグリム童話を見てしまった。何故なのだろう……。理由はわからないけど、先ほど読んだ不条理なほど短い物語に強く惹ひかれていた。

　あたかも、あの物語の中に何かを忘れてきてしまった様な錯さつ覚かく。

「気になるの？　読みたいのなら最後まで読んだらどうかしら？　私は待ってるわよ」

「いいえ、大丈夫です」

　もちろん、その本を開いて問題はなかった。持ち主である会長も読む事を許してくれているのだから……にも拘わらず、閉とじた本を再び開きたいという意志と同程度に開きたくないという意識がわき上がった。

　一度閉じてしまった以上は、あの物語の事は忘れた方がいい。私の奥底がそうささやいてる様に感じた。

　一息ついてから、会長が用意してくれたお茶に口をつける。独特の甘い香りが口の中に広がり鼻び腔こうをくすぐる。私は今の今まで緊きん張ちようしていたのだろうか？　あの童話を読んだぐらいで？　でも今の一口でかなり楽になったところをみると、私の心は強こわばっていたのだろう。

「何かあったのかしら？　ずっと元気がないみたいだけど、昨日とか生徒会室から出て行く時は元気だったじゃない？　なのにどうしてかしら？」

「もしかして喧けん嘩かでもしたの？　大庭さんかあるいは後こう輩はいの誰だれかと？」

「喧嘩とかそういうのではないのですが……」

　喧嘩などしていない。喧嘩などする理由もないし、実際、私と蓮實との関係性に何かあったわけではない。

　でも会長にはそう見えたのだろう。たしかに喧嘩はなかったのだけど、気分的にはそれに近いものがある。もっと言えば、喧嘩をした後よりも今の気分は宜よろしくはない。喧嘩だった方が幾いく分ぶんか気分は良いだろう。こんなもやもやした気持ちなどにはならないだろう。

「えっと……昨日の放課後にちょっと転んでしまって……」

「怪け我がしたの？」

「怪我はしてないのですが……ちょっとすごい転び方でして……」

「ふーん。それでへっこんでたの？」

「そんな感じでしょうか……」

「そうなんだ……」

　嘘うそではない。その事自体は事実だ。だとしても、どんな派手な転び方をしたとしても、怪我でもしてないかぎり次の日まで引きずるわけがないだろう。にも拘わらず会長はそれ以上詮せん索さくする事もなく話題を変えてくれた。

　やはり私は心が張り詰つめたのだろう。会長とお茶を飲みながら世間話をしていたら、だいぶ落ち着くことが出来た。この生徒会に入ってからこんな時間を何度か過ごした事があるのだけど、今日ほどこの時間に救われた事もなかった。
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　自室。

　音楽が途切れる。

　その音楽が何であったのか起きた瞬しゆん間かんにはわからなかったが、徐じよ々じよに覚かく醒せいしてゆくと自分が編集した曲がデジタル音楽プレイヤーで一いち巡じゆんしただけの事に気がつく。

　いつの間にか寝てしまったのだろうか？　枕まくら元もとには単語帳が折り曲がった状態で放置されている。時計を確かく認にんする。時間は朝の五時半。まだ起き床しようするには早い。けれどとてもじゃないけど再び床とこにつく気にはなれなかった。

　一階まで降りて洗面所で顔を洗うと、私はそのまま学校に行く用意を始める。六時ぐらいから入れるはずだ。この前に踊おどる人形の怪を蓮實と解いた時にそんな話を聞いたし、実際に入る事が出来た。

　今から用意したら七時前についてしまうが、それならば一時限目までそれほど長い時間ではない。何となくこのまま部屋にいたくもないし、二に度ど寝ねする気にもなれなかった。

　私は夢を見た。だから憂鬱だった。

　私を憂鬱にさせた夢、それはたしかに夢なのだけど、何故なぜか過去見た風景の様にも思えた。

　黒い森の奥、何重もの扉とびらを開き、私は奥へ奥へと進んでいく。長く続く廊ろう下か。そのさらに先、人が到とう達たつ出来ない様な暗がりの屋や敷しきの奥。まるで海底の底、黄泉よみへの道、あるいは……。

　もちろんそれは夢。現実にその様な果てしない廊下を持つ屋敷など存在しない。特にこの国でそんな大だい豪ごう邸ていなど存在するはずがない。

　にも拘かかわらず、その無限回かい廊ろうを知っていた。というよりもその細部は私には見慣れた装そう飾しよくであった。まるで私が知っている廊下が無限に引き延ばされて、果てしない回廊となり数え切れない扉に遮さえぎられ続ける様に……。

　永遠と思われた廊下の先で私は見た。

　忘れられもしない光景。

　廊下の最後は吹き抜ぬけになっている。吹き抜けの先には天てん井じようは無く、永遠の暗くら闇やみが覆おおい被かぶさり、その暗闇の中を数々の星々が廊下の地面を照らしていた。階段の最後には梯はし子ごが立っている。梯子が永遠につづく暗闇と星々の世界へと伸のびている。

　だが私はその階段を上る事が出来ない。梯子の袂たもとに三人の異形の姿があった。その三人はそれぞれ人とは思えない色をしていた。

　赤い人。

　青い人。

　黒い人。

　私はその姿に恐きよう怖ふした。

　当然、それは記き憶おくなどではあり得ない。

　でもあの黒い森は子供の時によく通ったあの森と似ていたし、なんと言っても、あの無限回廊の細部は間ま違ちがいなく蓮實の家の廊下であった。

　にも拘わらず、私が天に続く梯子の袂で見た三人の人ひと影かげは、死体であった。



　＊＊



　朝早く私は生徒会室の本ほん棚だなを覗のぞいてみる。会長の私物が少しだけ置かれておりその中に昨日机の上に置かれていたグリム童話がある。棚たなからグリム童話を取り出す。私が昨日少しだけ読んだあの話はどの巻に入っていただろうか。

　一巻の目次にはその名前は無かった、すぐに二巻を手にする。

「あら早いわね伊勢田さん」

「会長……」

　時計は七時を少し過ぎたぐらい。こんな朝早くから会長は登校しているのだろうか？　会長は私がグリム童話を手にしてるのを目にして「とりあえずお茶でも飲まないかしら？」と笑いながら言う。断る理由などなく、私は生徒会室の席に着く。

「今日はやたら早いわね。やっぱりグリム童話が気になったの？」

「そうですね。でもただ確認したかっただけなので……」

「確認？」

「はい」と答えながら、私は自じ嘲ちようぎみに笑う。だってそれはとても馬ば鹿か馬ば鹿かしい理由だ。こんな事は誰に相談出来るものでもない。

「話してくれないかしら？　そんな思い詰められた表情されて、私に放っておけって言うのは酷こくじゃない……」

　心配そうな顔で会長にそう言われてしまっては無む下げには出来ない。

「でも、馬ば鹿かげた話ですよ、本当に荒こう唐とう無む稽けいで……」

「そんな馬鹿げた話だとしても、あなたを苦しめているのでしょ？　だったら話してみるべきじゃないかしら？　もしかしたら話すだけでも楽になるかもしれないわよ」

　優やさしく会長はそう言ってくれた。

　優しいなぁ。本心からそう思った。この人はたぶん子供の時からとても優しかったんだろうなぁ……とかふいに思った。

　私は今朝見た夢の話をする。

　不可解な夢、何故か過去の記憶とオーバーラップしていた。

　昔、私がまだ幼く、蓮實とも知り合いになる以前。あの木々に囲まれた屋敷は黒の森と呼ばれ幽ゆう霊れいが住む屋敷と言われていた。幼き頃ころに私は蓮實が住むその庭園に勝手に踏ふみ込んだ事がある。

　今朝見たのはその記憶と重なる夢であった。あの黒き森に似た庭園、その奥に建つ古風な洋館。夢の中では洋館の中の扉は開けても開けても先に続き、あたかも永遠に続く様に思われた。そして果てしないと思われたその先で私が見たもの。三つの人型。

「その人型は三色だって言ってたけど、どんな感じだったのかしら？」

　三色の人間。それは動かなかった。まるで人形かあるいは死んでいるかの様に、まったく動くことは無かった。

「人形か死体……どっちだかわかる？」

　人形か死体かどうかはわからない。ただその人の形をしたものは動かなかった。なにぶん夢であるためかなりあやふやな記憶しかない。

「死体だとしたら、黒ってどんなかしらね。たとえば真っ黒に焦こげ上がった死体とか……。だとしたら赤は血まみれの死体。そして緑は腐ふ乱らんした死体」

　会長にそう解説されると、不思議とその人型は死体だった様な気がしてくる。真っ黒の焦げ上がった人。全身血まみれで洋服まで真っ赤に染まった人。そして最後は腐乱して不気味にも緑色に変色した人。夢で見たものとは思えないぐらいに鮮せん明めいにその姿が思い浮うかぶ。

「ごめんなさいね……。ちょっとグロテスクな事を思い出させてしまったかしら？」

「大だい丈じよう夫ぶです……」

　私の表情を察して会長が心配してくれる。たしかに想像した瞬間に気分が悪くなった。まったく荒唐無稽な夢なくせに不思議なもので、会長に話してるとその夢がどんどんリアリティを持ち出して、まるで臭においや質感までありありと思い出せてくる。これは本当に夢なのだろうか？　と不安になるぐらいに……。

「気になったんだけど、大庭さんの家にも梯子とかあったのかしら？」

「どうでしょうか……」

「記憶にない？」

「はい、たぶん記憶にないと思うのですが……曖あい昧まいです」

「なるほど、でもそれに関しては本当に記憶にないのか、あるいは記憶があるにも拘わらず思い出せないのか……微び妙みような線といったところかしら」

「どういう事ですか？　記憶にないから思い出せないのじゃないですか？」

「そうね。もちろんそういう事もあるわよ。でも本当は記憶があるのに思い出せない事だってあるわ。もし仮にそれがあなたにとって都合の悪い記憶であるとしたら尚なお更さらね」

「都合の悪い記憶であった場合？」

「抑よく圧あつされた記憶って言葉聞いた事ないかしら？　よくドラマとか漫まん画がにあるでしょ？　あまりにショックな事があると、鮮明な記憶であるはずなのに思い出せない、完全に忘れてしまっている。一部分だけが記き憶おく喪そう失しつみたいに削けずり取られてるみたいなやつ」

「はい、たしかに何度かドラマとかで見た事がある様な気がします」

「自分に不都合な記憶を人は抑圧してしまう事がある。だけど、それは抑圧されているだけであって、記憶そのものが存在しないわけではないので、たまに思い出す事があるのよ。だから、伊勢田さんに記憶が無くとも、実際は見たり体験してたりする可能性はあるの」

　そう言われてみると、何となく蓮實の家には梯子があった様な気にもなってくる。もしかして、その梯子の存在自体が私にとって不都合だから忘れているのだろうか？

「でも、なぜ会長は私が見た夢と蓮實の家との共通点を探そうとするのですか？　片方は死体が出てくる様な荒唐無稽な夢ですし、だいたい蓮實の家に最後に行ったのは中学生の時です、もうだいぶ彼女の家にはあがってません」

「何故って……、その夢とあなたの悩なやみ、昨日あった事が関連していると思ったからよ。だって伊勢田さんは悩みのすべてを話してくれてないわよね」

　相当驚おどろいた顔をしていたのだろうか？　私を見て会長は苦く笑しようした。

「いいのよ。ごめんなさい。話したくないのならいいの、たぶん大庭さんとの事でしょ？　二人は親友だし、第三者がしゃしゃり出てくるものじゃないわよね」

「そんな事ありません……ただ」

「ただ？」

「ただ……これも、荒唐無稽といいますか、よく意味がわからなくて、誰だれに相談して良いのかさっぱりわからなかったので……」

「荒唐無稽？　それも夢なの？」

「いいえ、夢ではありません。現実にあった事です。ただそれがあった瞬間に、私、おかしなものを見まして……」

「おかしなもの？」

「はい……幻げん覚かくとも違ちがう、なんかイメージというか、突とつ然ぜん思い出された記憶といいますか……」

　この事は、人に相談するのは憚はばかられる内容も一部あったが、私は包み隠さずすべてを話す。

　あの日。部活が終わった後に天文部の階段から落ちた話。そしてその瞬しゆん間かん私が見たもの。

　私を突つき落とす影かげが見えた事。そしてそれはたしかに蓮實であった事。

「なるほど……そんな事があったの、それでそんな夢を見たのかもしれないわね……」

「はい、でも何で、その夢は蓮實の家と童話『トゥルーデおばさん』を混ぜ合わせた様なものだったのでしょうか？」

「そうねぇ……。その記憶とその童話の親和性が高かったからだと思うけど、今の段階では何とも言えないわね」

　そう言うと会長はグリム童話を読み始める。



「トゥルーデおばさん」



　むかし昔、あるところにわがままで、小生意気な、小こ娘むすめがいました。この娘は両親が何を言っても「はい」と言ったためしがありません。これではろくなことはないはずです。

　ある日、小娘は両親に言いました。

「私、トゥルーデおばさんのうわさ話をいろいろと聞いたの。それでちょっと行ってみるつもり。人が言うには、そりゃ奇き妙みようなんですって。うちのなかにね、そりゃ珍めずらしい物があるって話だわ。だから、私行ってみたくてしょうがなくなったのよ」

　両親は厳しく禁とめて、

「トゥルーデおばさんは邪じや悪あくで、とんでもない悪いことばかりしているのだよ。あんなところへ行こうもんなら、二度と私達の子供になれやしない」と言いました。

　だけども、娘は両親の言葉など耳に入れず、遮しや二に無む二にトゥルーデおばさんのところへ出かけて行きました。

　彼女がやって来ると、トゥルーデおばさんは尋たずねました。

「おまえ、どうしてそんなに青い顔をしている？」

「どうしましょう。私……」と娘はこう言って、がたがたと、ふるえました。「さっき見たものが、恐おそろしくて、恐ろしくて……」

「なにを見たんだえ」

「ここのはしご段で、まっ黒い人を見たのよ」

「そりゃあ、炭やきだよ」

「それから、緑色の男を見たわ」

「そりゃあ、かりゅうどだね」

「それからね、血みたいに真紅まつかな男を見たのよ」

「そりゃあ、けものをつぶす人だよ」

「いやだわ。いやだ。トゥルーデおばさんたら、私、ぞうっとしたことよ。窓から見たらね、おばさんはいなくて、頭が燃えさかる鬼おにの姿が見えたの」

「おや、そうかい」と、おばさんは言いました、「そうすると、おまえは魔ま女じよがほんとうに化粧つくりをしているところを見たのだよ。わたしはねぇ。おまえがくるのをとうの昔から待っていたのさ、おまえが入り用なんだよ。おまえ、光っておくれでないか」

　こう言ったかと思うと、トゥルーデおばさんは娘を一本の薪まきに変えて、火の中にほうりこみました。それがごおっと真紅まつかに燃え上がると、火の側に腰こしを下ろして体を温めながら言った。

「どうだい、恐ろしく明るいじゃないか」



「やっぱり似てますね。たしか私も蓮實の家に近づく前に、その物語の女の子と同じ様な事を言われた様な気がします」

「それは親おや御ごさんに？　それとも友達？」

「友達です」

「……そう」

「たしかに、あの夢は『トゥルーデおばさん』と蓮實の家の記き憶おくがごちゃ混ぜになっていますが、何でそれを今朝見たのでしょうか？」

「専門家じゃないから断言は出来ないけど、普ふ通つうに考えるならば、階段から落ちた時に見たイメージ。それがトリガーになって過去にあった何かを思い出そうとしているんじゃないかしら？」

「過去にあった何かを思い出そうと……」

「私も別にそこまで知らないけど、こんな言葉があるのは知ってるわ。『否定し、意識の外に閉め出しておく機能こそが抑圧の真しん髄ずいである』」

「誰の言葉ですか？」

「ジークムント・フロイトよ」

「フロイトって……あの心理学で有名なフロイトですか？」

「そうよ。あのフロイト」

「フロイトは抑圧された観念や欲よつ求きゆうを掘ほり起こす作業を埋うもれた都市をあたかも一層、一層掘り起こす発はつ掘くつ作業になぞらえたわ。彼の著書にはこんな言葉もあるの。『深く進めば進むほど、発現した記憶は見えにくくなる。核かく心しんの近くに行き着くまで、我々は、患かん者じやが再生産しながら否ひ認にんする記憶に遭そう遇ぐうし続けるだろう』、実際の診しん察さつの難しさをよくあらわしてると思うの、たしかに失われた記憶を蘇よみがえらせるのは非常に厄やつ介かいでしょう」

「そんな彼が患者の記憶を蘇らせるために、特に重要視したものが夢なのよ。彼は印象的な夢などの発現を、抑圧された記憶がいよいよ戻もどってくる予兆だとみなした」

「それで会長は私の夢と現実の記憶の相そう似じ点てんを調べていたのですか？」

「そうね。失われた記憶は単に聞き出したところで簡単に蘇りはしないわ。それこそ、その突とつ破ぱ口こうがなければ永遠に埋もれたまま。でもその突破口があるのなら話は別よ。むしろ、その突破口は本人が思い出そうとし始めてるからこそ表れたと考えるべきなんじゃないかしら？」

「それが今朝見た夢だと」

「少なくとも私はそう思うけど」

「その夢は、私が忘れてしまった過去を思い出そうとしているからこそ、立ち現れた……」

「転てん倒とう事故があって、大庭さんが突き落とす様なイメージがわき上がった、その夜に奇妙な夢を見た。それらがすべて別々で関係無いと考える方が不自然じゃないかしら？」

「だったら、それらにどんな関係が？　あの夢はどんな記憶が蘇る予兆なのでしょうか」

「それは今はまだわからないわ。もっと昔の話を聞かせてもらえないと、今の段階ではピースが少なすぎて全体像を見る事は出来ない」

「昔の話ですか」

　昔の話といきなり言われても話せるものでもない。それこそとりとめもない記憶は膨ぼう大だいだし、とりとめもない。何を話せば良いのか途と方ほうにくれてしまって、それらしいものは何も思い出せない。

「記憶と言っても何でもかんでも思い出せば良いわけじゃないわ。大庭さんに対してあなたの中でわだかまりがあったからこその夢だと思うの、だったら大庭さんとあなたの記憶、何でも良いの。今、思い出せる範はん囲いでいいから話してほしいわ」

「蓮實との記憶……」

「大庭さんとはどこで知り合ったの？　同じ学校だったのかしら？」

「違います。蓮實と私は違う小学校でした。私は市立でしたが、彼女は私立でした。都内にある屈くつ指しの有名校だったはずです。彼女と知り合ったのはたまたまといいますか、私が彼女の家に忍しのび込んでしまって……」

「忍び込んだ？　何でそんな事をしたの？」

「なんというかお恥はずかしい話なのですが……」

　あれは私が小学校にあがる前だ。ある日、近所に住んでいた小学生のお姉ちゃんから幽ゆう霊れい屋や敷しきの話を聞いた。なんでも彼女の学校で有名になっていたらしい、たしかに私の家からもそう遠くない場所に木々が生おい茂しげった大きな廃はい屋おくがあった。そこは小学校の通学路になっており、下校時、特に黄昏たそがれ時などに児童達がその廃屋で幽ゆう霊れいの少女を見たと噂うわさになっていた。幽霊だけではなく時にキィキィという鉄が擦こすれる様な不気味な音もよく聞かれたらしい。

　私を怖こわがらせようと、その近所のお姉さんは学校で聞いた話を恐ろしげに語ったのだけど、あまりに幼い私には逆効果であった。当時、今では考えられないが、私には幽霊が怖いという感覚が無かった。幽霊というと絵本で出てくる白い布をかぶった様なもので、逆に可愛かわいいという感情しか持ってなかったのだ。

　幽霊の話を聞いていてもたってもいられなかった私は、そのお姉さんに是ぜ非ひとも見たいから連れて行ってくれとせがんだ。当然「そんなところに行ったら生きては帰れない」と脅おどされて、連れて行ってもらえなかったけど、私は次の日に一人でその廃屋に行ってしまったのだ。

　思うに、あの当時に怖いという感覚が無かったからこそ、屋敷での事がトラウマになってしまい、今みたいに過度に怪かい談だん話などが苦手になってしまったのかもしれない……。

　その屋敷の門に立つまではまったく怖くなかったのだけど、いざその森に足を踏ふみ入れたらとてつもなく怖かった。鉄てつ柵さくの上に並ぶ渡わたりガラス達は私を見つめている様であったし、緑なす野に隠かくれた何かが私を狙ねらっている様な気がしたし、なんと言っても目の前にある不気味な屋敷が恐ろしかった。

　それでも私は幽霊を見てみたいと思った。この世の者でない者の姿を見てみたいと思った。

「まるで『トゥルーデおばさん』そのままね。それで？　そこで恐ろしいものを見たの？」

「いいえ」

　門をくぐり抜ぬけて中に入ると、廃屋と思われた屋敷にはうっすらと灯あかりがともっていた。木々があまりに茂っているために外からは中の様子が見えなかったのだろう。私はだんだん怖くなってそこから逃にげようとした。

　それほど大きな庭では無かったのだけど、庭は何枚もの壁かべで区切られ、幼い私は混乱していた事もあり、出入り口の門を見失ってしまった。どこを見ても高い煉れん瓦がの塀へい、だんだん私は怖くなってしまって、その場で泣き出してしまった。すると、どこからとも無く金属が擦れる様なキイキイという音が響ひびいてきた。私はいよいよ幽霊が出てくると思ってその場から動くことすら出来なくなった。

「どうしたのお嬢じようちゃん？　こんな場所で？」

　やさしい声がそう尋ねたのは幽霊などでは無かった。

「おや、おや、そんなに泣いて、迷子かい？」

　車いすの老ろう婆ば。それが動くたびに金属が擦れる音がした。

「蓮實や、蓮實、お前と同じぐらいの娘さんのお客さんだよ。あなたの友達かい？」

　車いすの陰かげで見えなかったけど、それを小さな少女が後ろから押していた様だった。

「私の知らない娘こです……でも……」

　車いすの陰から少女が姿をあらわす。歳は私と変わらない様に見えたけど、やたら大人びて見えた。とても綺き麗れいな髪かみの毛が印象的だった。顔立ちもまるでお人形さんみたいだったけど、その綺麗さが少し人間離ばなれしてる様に思えた。洋服も私が着ている様な服じゃなくて、フリルがいっぱいついた黒いワンピース。少し灰色の縦たて縞じまも可愛らしかった。

「なるほど、それが大庭さんだったというわけね」

「はい、そうです。あれが蓮實との最初の出会いです」

「車いすのおばあさんって、大庭さんの祖母だったの？」

「はい、その後もすごく良くしてくれました」

「その時、大庭さんのお母さんとかお父さんは？」

「蓮實の両親さんはどちらも有名な学者先生だったらしく、よく屋敷を空けてました。その後も何度か会った程度ですね。蓮實はいつもおばあさんと共に過ごしてました」

「おばあさんと大庭さんの関係は良好だったの？」

「良好もなにも、蓮實が心許せるのはおばあさんぐらいだったと思います。学校でもあまり友達は多くは無かったようですし……」

「おばあさんとの記憶は？」

「そうですね。三人で星を見た事が何度もありました」

「星？」

「はい、蓮實の家にはすごく大きな望遠鏡があって、よく見せてもらいましたし、おばあさんからいろいろと教えてもらいました。星の名前、星座の物語、西洋だけじゃなくて日本や中国に伝わる星々の話」

　そういえば私と会った当時、蓮實は星が好きなわけでは無かったと思う。それどころか少し嫌きらっていた様な気すらする。望遠鏡も埃ほこりをかぶっていた。幼い私が望遠鏡に興味を示したのでおばあさんが望遠鏡をセッティングしようとしてくれた。なのだけど足が悪いのでうまくできなかったので、仕方なく蓮實がやってくれた記憶がある。でもその日は彼女が望遠鏡を覗のぞくことは無かったけど……。

　私といえば、はじめてみる望遠鏡に興奮した。今から思えばただ月を見ただけなのだけど、それでもあんだけ大きな天体を見るのははじめてだったから、ずっと喜んでいた様な気がする。

　当時の蓮實はすごく静かで、そんな私をただ見ていた。何を考えていたのかよくわからなかったけど、星を見て表情をころころかえて喜ぶ私は物もの珍めずらしかったんじゃないかと思う。

　彼女にとっては当たり前でつまらない天体観測だったのだろうけど、私があまりにはしゃぐので、だんだん彼女も夜空を見たくなってきたんだと思う。気がついたら私達はよく三人で郊こう外がいまで出かけ、真っ暗な場所で空を見上げに行った。

　時には山道を、おばあさんの車いすを二人で押しながら見に行った事もあった。最初は無表情な蓮實だったけど、あの頃ころにはだいぶ私に打ち解けてくれたみたいで、よく笑え顔がおを見せてくれた。

「なるほど……」

「大庭さんの親おや御ごさんって天文学者だと聞いてるけど、彼女が小さい時に望遠鏡を嫌きらったのって、自分と親御さんを引き離はなしているのが、空の星々だと考えたからかもしれないわね……」

　私の思い出話を、一つずつ丹たん念ねんに考察する様に会長が聞いてたが、突とつ然ぜん話を中断する様に予よ鈴れいのチャイムが鳴る。

「あ、まずい、そろそろ授業よ」

「そ、そうでしたね。忘れてました」

「そういえば、大事な質問するの忘れてたんだけど……まぁ、本当は忘れてたというよりも、あまり聞きづらい事だったからなんだけど……、でもそうじゃなきゃつじつまが合わないのよね……」

「なんでしょうか？」

「もしかして……伊勢田さんは過去に階段から落ちたりして怪け我がをした経験があるのじゃないかしら？」

「っ」

　本ほん鈴れいのチャイムが鳴る。私達は急いで鞄かばんをもってそれぞれの教室に戻もどらなければならない。
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「どうしたんですか？　伊勢田さん？」

　驚おどろいた顔で戸田山さんが尋たずねる。昼休みに二年生がいきなり一年生の教室の前で待っているのだから驚くのも無理はないだろう。

「呼んでくれれば部室に行きましたのに」

「いいえ、ちょっと部室では聞けない事なの」

「部室では聞けない事ですか……なるほど」

「あの日、私が階段から転んで落ちそうになった時の事覚えてる？」

「そりゃ、一昨日おとといの話ですし、覚えてますけど……」

「あの日、部室に入ってくるなり戸田山さんは私の香かおりについてなんか言ってたわよね」

「はい、まぁ……」

「少し、気になったのだけど、もしかして、あの時にローマンカモミール以外の香りがしたんじゃない？」

「何でそう思うのですか？」

「前に、戸田山さんが香こうとかアロマとかそういう嗅きゆう覚かくに関する事にすごく詳くわしいって話を蓮實から聞いた事があって……」

「うーん。あー。そうかぁ。そうだよなぁ」

　何故なぜか戸田山さんは一人で唸うなりだす。何か納なつ得とくしている様な、いや納得がいかない様な、微び妙みような表情で……。

「そうかぁ。そうだよなぁ。大庭さんには直接言ってなくてもバレるよなぁ……ちゃんと説明して口止めしておいた方が良かったのかぁ……」

「なんの話？」

「あ、いや、これは完全にこっちの話です。すみません。それで聞きたい事って、あの時の香りの事ですね」

「なんかあの時、戸田山さん含ふくみのある言い方してたでしょ？」

「してましたよ。だってアロマに使うとは思えない香りさせてましたからね」

「アロマじゃない香り？　それってどういう？」

「甘い香りです」

「でもそれってローマンカモミールの芳ほう香こうじゃ？」

「たしかにあの時の甘い香りは大半がローマンカモミールでした。でも少しだけした化学的な独特な甘い芳香は、ローマンカモミールのものじゃないですねぇ」

「化学的な香り？」

「はい、たぶんあれはジクロロメタンじゃないでしょうか？」

「じくろろめたん？」

「非常に多くの種類の有機化合物を溶よう解かいするやつですね。金属機械の油ゆ脂しを洗せん浄じようする用よう途ととかで使われているらしいですけど、使ってみるとたしかに洗浄には抜ばつ群ぐんですよ。いやぁ、あれは香りもなんとも言えませんしねぇ」

「洗浄に使う？　というか何を洗うためにあなたはそんなもの使うのかしら……」

「まぁ、いろいろですよ。でもあれは排はい出しゆつ規制が厳しいんで、いつもアセトン使ってます。あ、アセトンってマニキュアの除光液です。毒性が低いので簡単に手に入るんですよ」

「あの時、ローマンカモミール以外の香りがアセトンだったら私も気にならなかったと思うんです。あれはマニキュアの除光液以外にもプラスチック系接せつ着ちやく剤ざいとか塗と料りようの溶よう剤ざい、瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいのはがし液等々いろいろな用途で使われてますから、普ふ通つうに生活しててアセトンの残のこり香ががしても気になったりしません」

「ですがジクロロメタンっていうのはめずらしいんで私としては気になってしまったわけです……」

「そのジクロなんとかって、蓮實なんかも知ってるの？」

「もちろんジクロロメタンは知ってると思いますよ。ただあの場でその香りに気がつくとは思いませんが……」

「蓮實は気がつかないの？」

「そりゃ、気がつかないですよ。大庭先せん輩ぱいは嗅覚に関して特別な才能があったり、特とく殊しゆな訓練を受けているわけじゃありませんから、あの場だとわかるのは私ぐらいでしょうね」

　あの場で戸田山さんしか気がつかない香り。蓮實にはわからない。もし仮に蓮實が使用していたらそれは大きな落とし穴になる。自分では誤ご魔ま化かせた気でいるけど、嗅覚が鋭えい敏びんな戸田山さんにばれてしまう。

「ジクロロメタンについて詳しく教えてもらえないかしら？」

「まぁ、知ってる範はん囲いでしたら、というかまぁ、聞きたい事はだいたい予測も出来ますけど……そうだ、ちょっと待ってくださいね。今から耐たい油ゆ性・耐溶剤性・耐薬品性の各種原料の参考データ表持ってきますんで……」

　と言い残すと戸田山さんはすぐに教室に戻ってしまう。“〝聞きたい事はだいたい予測も出来ます”〟と言われたけど……。
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「聞きたいのだけど、あなたが階段から落ちる寸前に見た影かげ。あなたを突つき落とした影は、現在の大庭さんだったの？　それともそれ以前の……たとえば幼い頃の大庭さんだった？」

　会長から言われて考え込んでしまう、あの時に見た蓮實はどんなだっただろうか？　浮うかんだ瞬しゆん間かん、あの影が蓮實のイメージとはすぐにはつながらなかった。そこにほんの少しのズレが生じていた様な気がする。

　だとしたらそのズレとはなんだろうか？　現在の蓮實よりも過去の蓮實が遠い存在なのでイメージが重なり合うのに時間がかかったと考えるべきだろうか？　だとしたら──。

「たぶん、あの影とイメージが重なったのは幼い時の蓮實だと思います……」

「だとしたら過去に大庭さんが伊勢田さんを突き落とした事がある可能性があるわ。彼女がそんな事をするとは思えないのだけど、可能性がゼロではないのはたしかよ。だからもう一度突き落とす影を思い出してみてくれないかしら？」

「もう一度思い出すのですか？」

「そう、もう一度イメージしながら思い出して、想像してイメージする事が大事なの、そうやって記き憶おくを掘ほり起こすのだから……」

　再び思い出す。

　先ほどよりも鮮せん明めいに、透すき通る様な白い肌はだ。にっこりと笑う笑顔、そして私を突き飛ばした手。蓮實の美しい黒い髪かみ一本一本までまるで昨日の出来事の様に思い出せる。

「ふぅ……」

「疲つかれた？」

「あの会長……、私が階段から落ちる瞬間見たものって、やはり過去、本当にあった記憶なのでしょうか？」

「そうねぇ……。まだ断言は出来ないけど、いろいろと符ふ合ごうする事が多いのはたしかよ。実際に伊勢田さんは過去に階段から転落して入院している」

　会長の言う通り私は階段から転てん倒とうした事がある。その時は、今回みたいに蓮實に助けてもらえなかったので、そのまま転落してしまい結構な怪我をした。今から７年半ぐらい前だろうか？　小学校三学年の春休み。ちょうど四学年にあがる時期だった。近所のマンションで遊んでいて階段から転落した。

　当然、蓮實が突き落としたという記憶など無い。

　それでも会長は丹念にその時の事を聞いてきた。彼女に言われるまで気がつかなかったのだけど聞かれると、たしかに記憶に不安定なことが多い。まぁ、それも当然といえば当然で、あの転落で私は強く頭を打っている。そういう場合、前後の記憶が欠落するのは珍めずらしくない。当時に親だけでなくお医者さんにもそう説明されたのを覚えている。

「たしかに大庭さんが突き落としたと断言出来るわけではないのだけど、でもその事実がある以上は偶ぐう然ぜんである可能性は低いと思うの。何かしら今回の事に関係があると思うわ。ゆっくりで良いから丁てい寧ねいに思い出してみてくれないかしら？　事故前後の記憶がある場所でもいいわ。たとえば事故前、それか事故後、たとえば伊勢田さんが入院している時の大庭さんはどうだった？　なんか変わった事なかった？　たとえば一度もお見み舞まいに来なかったとか、いきなり冷たくなったとか？」

「そんな事ありません……。彼女はとても優やさしかったです。入院中の私をよく看病してくれましたし、私の車いすも引っ張ってくれました……」

「車いす……」

「ねぇ、車いすって、そういえばおばあさんの車いすを押してたのも大庭さんだったわよね」

「はい……」

「その事故があった時に、おばあさんはどうされてたの？」

「え？」

「今回、あなたが思い出した記憶は、大庭さんに関かかわるだけじゃなくて、おばあさんにも関係している可能性があるわ。思い出してくれないかしら」

「お、おばあさんは……」

　ちょうど今から８年前だったと思う。蓮實のおばあさんが亡なくなったのは……。

「おばあさんは亡くなってます。その事故がある半年ぐらい前だと思います……」

「その事故の時にはおばあさんはすでに亡くなってたの……そう……」

「あの、それが何か？」

「少し質問したいのだけど、おばあさんの車いすを押している時の大庭さんの表情と、あなたの車いすを押している時の大庭さんの表情……何か一いつ致ちする事なかったかしら？」

「なんですかそれ……」

「深い意味はないわ……ただ聞いてみたかったのよ」

「わかりません……」

　私の言葉は徐じよ々じよに弱くなっていく。その事を察した会長が謝る。

「ごめんなさい。抑よく圧あつされた記憶を掘り出すのはとても疲れるというのに……私ったらせかしてしまったみたいね」

「そんな、会長はただ私のために……」

「とりあえず、疲れたでしょ、今日はこれでおしまいにしましょう」

「はい……」

「今日は、朝から相当つらい事を思い出させてしまった様ね」

「いいえ、会長は私に付き合ってくださっただけですし……」

「でも私の中でつながってきたわ。いろいろな事がわかってきてる」

「そうですか。たしかにいろいろな事を思い出してはいますが……。でもそれって本当の事なのでしょうか？　何で今いま更さら、今まで完全に忘れていた事を、これほど鮮明に思い出したりしたのでしょうか？」

「鮮明なのは記憶が本物である証明なんじゃないかしら？　あり得ない記憶を鮮明に思い出す方が考えづらいと思うの。あまり信じたくはないけど、意識的な抑圧によって伊勢田さんは、大庭さんが過去してしまった過あやまちを忘れてしまっていた。それが今回の事故で思い出された」

「蓮實が過去にしてしまった過ち……」

「たぶん、伊勢田さんはやさしいから認めたくなかったのだと思うわ。基本的に抑圧のメカニズムは、嫌いやな記憶や考えを意識から取り除くことなのだから、あなたにとって親友の大庭さんがそんな事をするなんて信じられなかったし、認めたくなかった」

　蓮實との友情を保つために、私はあえて彼女のやった事を記憶から封ふう印いんした。だから私は今の今までその事実を忘れていた。それを今思い出している。

　私を突き落とす蓮實の姿は、過去にあった本当の出来事。だとしたら、この前、天文部の階段から落ちたのは？　あれは事故なのだろうか？　それとも……。

「それにしても……会長はすごいですね」

「何が？」

「心理学まで詳くわしいとは……」

「詳しいってほどでは無いわよ。単にリラックスさせる方法を調べたりしてると出てくるから、私の知識なんてその程度よ。たぶんこういうのはそれこそ大庭さんの方が詳しいと思うわ。彼女、そういう事よく知っているでしょ？　もっと専門的でもっと根源的な知識をたくさん持っていると思うわ……」

「蓮實が……」

　否定は出来ない。たぶん蓮實は会長よりもその手の事に詳しいであろう。彼女は理系知識全ぜん般ぱんに造ぞう詣けいが深い。当然、心理学、脳科学、さらに哲てつ学がくの様なものもよく読んでいた。実際に彼女から“〝確証バイアス”〟“〝ゲシュタルト群化の法則”〟その他ほか、多くの認にん識しきに関わる知識をいろいろ聞いた事がある。



　＊＊



　自室。

　携けい帯たい電でん話わのメール着信音。

「メールだ……誰だれからだろう……」

　私は履り歴れきを確認する。メールは蓮實からであった。



──────────────────────

from　　大庭蓮實

subject 今日部活に来られなかったようですが。

──────────────────────



お元気ですか、蓮實です。

今日部活に来られなかったようですが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？

お体をこわしてないか心配してます。

何かこちらに出来る事があったらご連れん絡らくしていただけるとうれしいです。



もちろん何もないのであればレス不要でかまいません。

また部活でお会い出来る事を楽しみにしてます。



END

────────────────────────



「蓮實……」

　文章から、彼女がどれほど私を心配しているのかが伝わる。それはわかっている。わかっているのだけど……。

　私は返事をすることもなく、そのままベッドに潜もぐり込む。
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「当時の大庭さんが伊勢田さんを突つき飛ばした理由とか思い出せないかしら？」

「わかりません……」

「何か理由がなければそんな危険な真ま似ねなんかしないと思うの。たぶんその事だって本当は伊勢田さんは知っていると思うのだけど……」

「と言われましても……本当に理由まではわからないです。だいたい本当に蓮實が私を突き落としたかどうかも……たしかにそういう記き憶おくはあるのですが……」

「記憶があるのに信じられないの？」

「蓮實が私を突き落とす理由がわかれば、その記憶を受け入れる事も出来るのかもしれませんが……何となく腑ふに落ちない部分が多くて……」

「なるほど……だったら、むしろ理由をすべて知っているからこそ記憶を抑圧したと考えるべきかもしれないわね」

「理由を知っているから記憶を抑圧している……」

「だって、理由がわかれば、その記憶を受け入れるのでしょ？　だったら記憶を受け入れたくないからこそ、大庭さんがあなたを突き落とした理由を思い出したくない……」

「何でもいいの。直接の理由でない事でもいいの。ただ当時の事思い出してくれないかしら？　大庭さんはどんな少女だった？　あと、あなたの記憶に登場する車いすのおばあさんの事」

「たとえば、おばあさんの車いすを押している時の大庭さんの表情と、あなたの車いすを押している時の大庭さんの表情……何か感じる事はなかった？」

　またこの質問だ……。たしかに蓮實は私とおばあさんの車いす、どちらも押していたけど、それがどんな関係があるというのだろう。

　考えれば考えるほど、私はすっかり疲れてしまった。そんな私を見て会長は、表情を少しゆるめる。

「ふぅ、今日はもう進展がないみたいだしこのぐらいにしましょうか。伊勢田さんもだいぶ疲つかれてるみたいですし……」

「そうですね……」

「封印した過去を呼び覚ますのはとても大変な事だと聞くわ」

「あの、質問なのですが……」

「どうしたの？」

「心理学って……人の心を読めたりするのですか？」

「そうね……人の心が読めるかどうかは別にして、選せん択たくさせたつもりにさせて、無意識に働きかけて相手の行動をコントロールとかは出来たりするみたいね」

「そうなんですか……」

「自分で選択しているつもりが、全部相手の手のひら……まぁ理り屈くつ上だけど、可能といえば可能みたい。多くの実験や統計でそういう結果が出てるわ」

「自分で選択したつもりで……全部相手の手のひらか……」

　そういえば、踊おどる人形の時に、私は自分自身で謎なぞを解いてるつもりで、すべて蓮實によって用意されていた解答をなぞっていただけだった。

　彼女は、あの時にたしかに私をコントロールしていたと言える。私は完全に彼女の手のひらで踊らされていたに過ぎない。自分で動いてるつもりで、何一つ自分の意志などでは無かった。少なくともあの時は──。

　あの時？

　あの時だけだろうか？

　あの時だけ蓮實が私をコントロールしていたという保証はどこにあるのだろうか？　もしかしたら、彼女のコントロールはずっと前から始まっていたのではないか？

　そんな事あり得るだろうか？

　いや、あり得たとしてコントロールされている私に気がつく事が出来るだろうか？

　もしかしたら、その事は私以外の人間……たとえば私を観察している会長にはわかったりするのだろうか？

　もう一度考え直す。

　何故なぜ、会長は、おばあさんの車いすを押す彼女と、怪け我がした私を介かい抱ほうする姿を重ねようとするんだろうか……。もしかしたらそれが答えなのかもしれない。私をコントロールする事、私を完全に管理する事。それが答えなのかもしれない……。

　疲れた頭でそんな事を思った瞬しゆん間かんにまた脳のう裏りに何かが浮うかんだ。



“〝私が足の骨を折って入院した時に、にっこりと笑いながら傍かたわらで立つ蓮實の姿”〟



“〝自由がきかない身体からだ”〟

“〝乗のられる車いす”〟

“〝それを楽しそうに動かす蓮實”〟

“〝私は笑う蓮實に恐きよう怖ふしている”〟



「どうしたの？　そんな青ざめて？」

「あ、いや……何でも無いです……」

「何か思い出したんじゃないのかしら？」

「い、いいえ」

「逃にげてはだめよ。今、伊勢田さんは否認モードにあるの。それでは思い出せないわ」

「否認モード？」

「カウンセリング用語よ。否認せずにちゃんと記憶に浮かんだものを受け入れるのよ」

「あの……今しがたまた記憶が蘇よみがえりました……。私が足の骨を折って入院した時に、にっこりと笑いながら傍らで立つ蓮實の姿が……」

「それはどういう感じなの？　うれしそうなの？」

「はい……うれしそうに見えました」

「まるで介抱出来る事を喜んでいる様な感じかしら？」

「はい……その様に見えました……」

「なるほど、伊勢田さんが思い出した様に、もし大庭さんが楽しそうに入院中の伊勢田さんを介抱していたのであれば……それが理由なのかもしれないわね……」

「それが理由？」

「大庭さんは子供の時から、ずっとおばあさんの介かい護ごをしていた。車いすに乗せて、いろいろな場所に連れて行っていた。それで間ま違ちがいないわね」

「はい……」

「これはたしかに優やさしさにも見える……けどもしかしたら全く違ちがった見方も出来るかもしれない。たとえばその行こう為い自体を彼女は心から楽しんでいた……」

「楽しんでいた？」

「人を支配する楽しさと言えばいいのかしら？　そういう研究報告があるわ。身体が不自由な人を介護している人間は、いつしか自分がそれらより偉えらい存在かの様に思い込んでしまう。介護自体は大変なのだけど、そこに一種の万ばん能のう感を覚える人が一部にいるの」

「大庭さんはそんな感情を得ていたのかもしれないわ、言ってしまえば看病する事によって得られる、人を支配する楽しさ……」

「そんな事……」

　否定したい。だけど、否定しきれない様な気がする。

「だとしたら、今回、上うわ履ばきに細工されたのも理由がつくわ」

「どんな理由ですか？」

「あ、でも、さすがにこれは私の推測なのだけど……聞いてみる？」

　そんな事言われて聞かないでいられる人などいないだろう。当然、私は会長の推測というのを聞いてみる。

「最近は伊勢田さん、よく生徒会室で私のリラクゼーションを受けてたでしょ？　もし仮に彼女があなたを自分のものだと考えてたらどうかしら？　自分の持ち物、自分が今まで完全にコントロールして、支配していたものが私に取られたと考えたとしたら？」

　私が会長と長い時間一いつ緒しよにいたから？　あるいは仲良くしている様に見えたから？　自分以外に心理学に精通し、コントロール出来る可能性がある人間を見つけたから？

「そんな事……」

「あくまでも私の推測よ。それが正しい事かどうか決めるのはあなた自身よ。今は結論を急ぐ必要もないと思うの」

「はい……」

「よく思い出して、よく考えれば、自おのずと自分自身の答えは出てくるはずよ」

「はい」

　自分自身の答え……か。



　＊＊



　自室。

　携けい帯たい電でん話わのメール着信音が鳴ったような気がして目が覚める。だけど履り歴れきには何も無い。たぶん気のせいだろう。

　私は相当汗あせをかいていた様だ……悪夢を見ていた様な気がする。

　時間を確かく認にんする。まだ九時前だ。たぶん夕食の後に寝ねてしまったのだろう。

「人の心をコントロールするか……」

　私は何となくパソコンでそんな事を調べはじめる。催さい眠みん術やＣＭなど無意識に働きかけるものの例がたくさん出てくる。それ以外にも人間には自由意志が存在しないなどの記事も見つかる。

「人の心をコントロールする……」

「人の心をコントロールする方法……」

　そうつぶやいてるうちに、ふと思いついた事があった。そしてその思いつきはどんどん大きくなって、最後には確信めいたものと変わっていった。

　私は一階に下りると自分の子供の時のアルバムを出してくれと母親にせがんだ。突とつ然ぜんの事で母は少し驚おどろいてた様だったけど、押し入れからすぐに出してくれた。

「めずらしいわねぇ。アルバム見たいなんて、あなた全然、昔の写真とか見たがらなかったのに」

「どれが一番新しいやつ？」

「そんな事すらわからないなんて、ほらこれが一番新しいやつよ。ついこの前の写真が入ってるのに、本当にあなたは写真を見返さないのねぇ……」

　私は自分の写真を見るのがあまり好きでは無い。というよりも蓮實と写っている写真を見るのが好きではないのだ。

　蓮實はすらりとした長身で誰だれが見ても美しい。それに対して私は非常に身長が低く顔も子供っぽい、彼女と私が並ぶとまるでお姉さんと妹の様だ。蓮實を見るのは好きだけど自分と並んでる姿はあまり見たくない。二人の写真を見ることで、他人が私達が並んでいるのを見ると、ああいう風に見えるのかと思い知らされる。

　一番新しいアルバムを開く。蓮實と一緒に写ったものが多い。昔に比べれば私にも友人は増えたけど、それでもやはりいつもいるのは蓮實だ。

　つい１年前の写真。中学三年間の写真。どの写真も蓮實が写っている。けど、小学生あたりから数が激減する。蓮實は小学校まで都内の有名校だったのに、なぜか中学から地元の公立中学に入学した。だから小学生時代は学校が終わった後や休日に写真が限られてくる。

　さらにその数は減っていく。低学年になる頃ころにはほとんど写真は無くなる。この頃ころにはすでに蓮實と私は友人であったはずだけど、ウチに彼女が遊びに来た事はなかったので写真は無い様だ。たしか蓮實の家のおばあさんとウチの親は面識があった様だけど……。だから数枚だけど、蓮實のおばあさんが写してくれた写真が出てくる。

　ついに小学生低学年より下になり蓮實の写真が無くなる。それに反比例する様に増えていく写真がある。

　写真を眺ながめているといろいろな事を思い出してくる。おもしろいのは、やはり記き憶おくは新しければ新しいほど覚えている事こと柄がらが多く、古くなればなるほどあやふやな記憶が増えていくという事。当たり前といえば当たり前なのだけど、ここ最近はその当たり前が否定されていた。

　ある写真が目にとまる。

　この写真ちょうど蓮實の家にはじめて行った前日に撮とったものだ。

「あのさ！　お母さん！　たしかこの次の日って大おお騒さわぎになったよね！」

「大騒ぎ？　あら？　なんか大騒ぎになる様な事なんてあったかしら？」

「ほら、私が蓮實の家に行った時にさ、お母さんとかは全然だったけど」

　そう言って私は一枚の写真を指さす。

「あ、そういう事ね。まぁ、たしかに大騒ぎしてたわね。くすくす、まぁ結花が可愛かわいかったのでしょうね。あの娘こは結花のお姉さんみたいだったからねぇ」

　私が指さした写真を見てお母さんは大笑いする。

　そうだ。記憶とは本来こういうものだ。

　古い記憶で、なおかつその記憶の前後にもっとも印象的な記憶がある場合、印象の薄うすい方の記憶は想起されづらい。つまり忘れ去られてしまう。

「でも、どうしてるかしらねぇ。しずちゃん。両親が離り婚こんされて遠くに引っ越こしたって言うけど……」

　黒い森の屋や敷しきに行った事があまりに印象的すぎて、根本的な理由。どうして幼い私がそんな場所に行こうと思ったのか忘れていた。
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　次の日に学校に早く出かける。

「あら結花？　何でそんな早く出かけるの？」

「あ、登校の前にちょっと寄っていきたい場所があるから」

　私は学校と反対方向へ歩き出す。どうしても確認しておきたい事が二つほどある。そしてそれは自分の目で見て確認したい。
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　私が屋上で一人いると。例の一年生がやってくる。

「戸田山さん？」

「おはようございます。最近早いですねぇ」

「そうね。でもそれは戸田山さんもじゃない」

「私は朝いつも早いんですよ。朝にあの部室使わせてもらっていろいろやらせていただいてますから」

「蓮實といいあなたといい、なんでそう高校生離ばなれしてるのかしらね。実験？　それとも何か作ってるの？」

「その両方ですよ。にゃははは」

「それで？　なんの用かしら？　わざわざ屋上まで来てたまたまエンカウントってわけじゃないでしょ？」

「それとも、もしかしてこの前の事を再度口止めしにきたのかしら？」

「まさか、その件だったら信じてますよ。だいたい伊勢田さんがわざわざ私が香こう道どう家元の娘むすめなんて事を吹ふい聴ちようするとは思いませんから」

「そうね。香道なんて言葉自体知らなかったぐらいだから、まぁ、何でそのことを戸田山さんが秘密にしているかは気になるけどね」

「まぁ、人にはいろいろあるのですよ。人に歴史あり、この戸田山響子も過去にいろいろありましてねぇ」

「高校一年生が言う台詞せりふじゃないわ」

「それはそうと、少しお節せつ介かいかもしれませんが、何で伊勢田先せん輩ぱいは大庭先輩を避さけているのですか？」

「そう見える？」

「というかまんまですがな」

「あなたの言葉を借りれば、人それぞれ歴史があるって事じゃない」

「でも、この前まで普ふ通つうでしたよ」

　たぶん戸田山さん以外、金森さんも廣松さんも同じく気がついてるんだろうなぁ。実際、私は蓮實を避けているわけだし……。

「話変わるけど戸田山さんっていろいろと物知りみたいね」

「そんな事ありませんけど？」

「でも蓮實とよく難しい話してるじゃない」

「大庭先輩は頭が良いですからね。私の様な頭が悪い人間にもいろいろとお話を合わせてくれるので助かります」

　うーん。あれって蓮實が話とか合わせてるんだろうか？　そういう感じには見えないけど……。

「戸田山さんって心理学とか得意？」

「心理学ですか？　うーんどうでしょうか。まぁ興味がないわけではありませんが、得意と言われると微び妙みようですなぁ」

「あまり得意ではないかしら？」

「はい、今世紀は脳の時代といわれるぐらいに次々と新しい発見がされてますから、正直英語の論文でも読まないと間に合わないぐらいです。そういった意味では得意と言えるほどそちら関係は調べられてないとも言えます」

「脳の時代？　心理学も脳科学みたいに脳を研究するの？」

「そりゃもちろん、大昔ならいざ知らず精度の高い観測機器が発明されている昨今では神経学ブレイン・キヤンプと精神医学マインド・キヤンプは切っても切れない関係です。テレビとかでやっている様な俗ぞく流りゆう心理学とは違ちがいますから、日進月歩……何度も知見がひっくり返るのが当たり前、ある説が否定されたと思ったらその説を補強する様な脳内物質が発見されたり、とてもスリリングではあります。なんですけど、まぁ私程度が得意って言うには勉強が足りない感じですなぁ」

　なんか私の知っている心理学と相当違うっぽい。私のイメージだと心理学って、変な絵を見せたり、話したりさせて、相手の深層心理を暴あばくみたいなものだ。日進月歩で説が変わったりする様なものではない。

「戸田山さん的になんかおすすめの本とか無いかしら？」

「個人的にはオックスフォード大学がオンラインで論文を発表してるのがおすすめです。有料ではありますが……」

「あ、いや、英語で最新の論文とかは読めないんで、なんかもっと気軽に読めるものないかしら？」

「まぁ、オンライン論文は私個人的なおすすめなので……。逆に聞きたいのですが、何で心理学なのですか？　なにか興味がある対象があるって事でしょうか？　それとも漠ばく然ぜんと何となく心理学なのですか？」

「えっと、よく言うじゃない。過去にあったすごく嫌いやな記憶があまりにも嫌すぎるので忘れてしまうって話」

「抑よく圧あつされた記憶説ですね」

「うん、たぶんそれ、そんな専門的じゃなくてもいいのだけど」

「そうですねぇ。題名がまんまな『抑圧された記憶の神話』なんてどうですか？　アメリカで発表された当時はかなり反はん響きようがあったみたいです」

「抑圧された記憶の神話？　ここの図書館にあるかしら？」

「ここの図書館には無いですねぇ。それでも著者のエリザベス・ロフタスは学者さんなのですが、記憶に関かかわる研究の成果を司法の場なんかでも使っているという変わった人です」

「これは勘かんなのですけど、たぶん伊勢田先輩が求めている知識はここに入ってる様な気がします」

「私が求めている？」

「まぁ、勘ですよ。でも最新の研究が司法という場に強い影えい響きようを与あたえたものですから、もし伊勢田さんが、誰が罪を犯おかしたのか？　誰が罪を犯さなかったのか？　それを考え直すには良い本かもしれませんよ」

「それって……」

「まぁ、まぁ、あと他ほかにも数冊貸しましょう。付ふ箋せんありですよ」

　そう言って鞄かばんから数冊の本を取り出す。

「これって……」

「本来なら、大庭先輩が伊勢田先輩に渡わたすべき本だと思うのですが、そうじゃないみたいなので、家から持ってきました」

「何で？」

「昨日、溶よう剤ざいの相談をされたじゃないですか。それって、今回の謎なぞは伊勢田さんが解くって意思表示なのでしょ？」

「そ、そういうわけじゃ……」

「なくもないって顔してますよ」

　そう言われて私は思わず自分の顔を手で確かく認にんしてしまう。

「そうだ、あと知ってましたか？　マザー・グースってどういうものか？」

「マザー・グースがどういうものか？　子こ守もり歌うたとか童わらべ歌うたじゃないの？」

「あの後少し気になって調べてみたんですよ。そしたらとある学者がこんな事を言ってるのが見つかりました」

「伝統的な童歌のなかのごく普通のものを二百種集めたもののうち、約百の歌は子供にとって楽しい理想的なことばかり具現している。が不幸にして残り百は芳かんばしくない要素を含ふくんでいる」

「殺人をほのめかす。窒ちつ息そく死し。むさぼり喰くって死ぬ。人間の身体からだをまっぷたつに切る。斬ざん首しゆ。枯こ死し。餓が死し。ゆで殺す。絞こう殺さつ。転落死……」

「細かく忘れましたけど、こんな感じで百すべての歌がどれだけ残ざん忍にんなものであるか分類してます」

「子守歌と言われてますけど、もし仮に寝ねている最中にこれらの残ざん酷こくな歌がまざったら、その人にどんな影響が出ますかねぇ……。まぁ、睡すい眠みん時じにおける人への影響は議論の余地はあると思いますが、不気味なイメージを植え付けるぐらいは可能だと思いますよ」

「高い場所から人を突つき落とす歌なんかも調べたらありましたから」
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「あ、あのぉ、伊勢田さんっ」

　屋上から降りようとしたら、今度は金森さんと会った。彼女はいかにも心配そうな顔で何か大切な事を切りだそうとしている。彼女の言いたい事はだいたいわかる。

「大だい丈じよう夫ぶよ……。安心しなさい金森さん」

「え？」

「私と蓮實の事でしょ？」

「あ、は、はい」

「だったら安心して、人に歴史あり、そんな簡単に壊こわれたりしないわよ。私達の関係は……」
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「……」

　えっと……次はこの娘こか……。

「あのさ、廣松さん……」

「いいえ違います。私は他人の交友関係云うん々ぬんなど興味ありませんので、大庭先輩と伊勢田先輩が仲なか違たがいしようがしまいが関係ありません」

「そう、だったら何用かしら？」

「あれから、気になって調べたんですよ。犯罪の陰かげに女と金。女は専門外なのでとりあえず金の流れを」

「えっと……話飛ぶわね。調べるって？　なんの話かしら？」

「寄付金の横領事件です」

「寄付金横領って去年のやつ？　えっと？　それってもしかして去年あった、ＯＢ寄付金横領事件の事？　担当教員がクビになった？　なんでそんな事を今いま更さら調べてたの？」

「気になったからです」

　気になったからって、何でそんな事をこの娘こは調べてたんだろう。だいたい教員がクビになるほどの大事だ、ほとんどの事実は公おおやけになっているはずだ、一生徒が今更調べてわかる様な新事実などがあるとは思えない。

「なんで今更なのかよくわからないけど、その件で私に聞きたい事があるのね？」

「そうですね。確認させて頂きたいのですが、その担当教きよう諭ゆが解かい雇こされる半年ほど前に会計役員だった伊勢田さんが帳ちよう簿ぼで合わなかった部分を発見したのですよね」

「そうだけど……」

「その帳簿を大庭さんに見せた。そしてその帳簿を持って大庭さんは担当教員に問いただした。それで問題ないですか？」

「ちょっと待って、それは事実だけど、あの帳簿で大おお騒さわぎしたのは不正が発覚する半年前よ？　もしかして廣松さんは蓮實が発見したものが、そのまま不正の証しよう拠こだったと言いたいの？」

「はい、そうですよ」

「でも、それっておかしいでしょ？　なんで半年も経たってから発覚してるのよ。その場で全部わかったはずじゃない」

「その通りですね。たぶんその場ですべてがわかったはずです。その時点で不正をあげつらう事は可能だと思います」

「でも実際は」

「そうです。実際は内部で不正が発覚した半年後に不正を公表している形となっています」

「も、もしかしてトカゲのしっぽ切りする時間的な……」

「どうでしょうか？　そう考えるのもおもしろいのですが、まぁ、それは無いでしょう。どちらかと言えば不正がどの程度の規模か、内定調査を行ってから公表したと考えるべきでしょう。学校の隠いん匿とく体質が問題になってる昨今、別に不思議な事ではありません」

　そ、そうなんだ……。あれがかなりの大事だとは思ってたけど、よもや不正そのものを蓮實が暴いていたなんて……道理であの時期に地下室の部室は与えられるわ、内装も好き勝手させてくれるわしたはずだ……。

「この帳簿に見覚えありますか？」

「あ、それ……私が書いた帳簿」

「コピーを取らせてもらいました。会計学のすべてを知らないとしても、簿ぼ記き三級程度の知識があれば疑問が出る帳簿です。たしかに伊勢田さんがわからずに大庭さんに相談したのは頷うなずけます」

「ただ一つだけ頷けない事があります。これを見た生徒会長がそれまで何も気がつかなかった事です。寄付機構を立ち上げ執しつ行こう機関だけでなく金銭面でも決定権を持つ議決機関をかね揃そろえていたほどの有能な永井生徒会長が全く気がつかなかった事には疑問が残ります」

「で、でも、それはさすがに生徒会長は生徒だし、さすがに横領なんて気がつけないと思うわ」

「そうでしょうね。学校側もそう判断した。実際、金の動きで生徒会長が得をする様なものは発見されなかった。彼女が気がついていて黙もく認にんしていたというのはあくまでも私の推測でしかない。明確な証拠は存在しない」

「でも、どうなんでしょうね。あの大庭蓮實と並ならび称しようされるほどの頭脳の持ち主がそんな事を気がつかないで放置するのでしょうか……」

「とまぁ、これはあくまでも私見です。ただ、もし、仮に私の推測が正しいとなれば、天文部大庭蓮實は、生徒会長永井静流にとっては天敵となったのでしょう。この不正を暴あばくことによって、学校での絶対的なカリスマの力を持っていた彼女は、それまでの様には好き勝手な事が出来なくなった。さらに言えば大庭先せん輩ぱいほどの人ですから、永井生徒会長が不正を知っていた証拠ぐらいつかんでいてもおかしくない……それこそ彼女を退学に追い込むような決定的な証拠だって……」

「そんな、退学に追い込むなんて……」

「大庭先輩はそんな事はしないでしょう。ですが相手はどうでしょうかね？　大庭先輩に権力を奪うばわれた人間が果たしてそう考えるでしょうか？」

「廣松さん……」

「まだまだ浅い付き合いでありますが、私は大庭蓮實を尊敬してますし、信用しています。あの人は聡そう明めいでありながら優やさしく、そして……まぁ、その事は伊勢田先輩が一番知っているでしょう」

「……そうね」



　＊＊



「あ、あら、伊勢田さんいたの？」

「はい、会長……今日はほとんどの授業をサボってこの生徒会室にいました」

　私は今日学校での一日のほとんどをこの生徒会室で過ごした。その時間で戸田山さんから借りた本を読み、付ふ箋せんが貼はってある場所に関かかわる事をパソコンを使って調べた。さすがにオックスフォードの論文とやらは読まなかったけど、それでも昨夜と違ちがい書しよ籍せきで基き礎そ的な知識を得た後にネットを使って調べると、それまでとまったく違った知識やものの見方が出来る様になっていた。

　私はそれらをメモしてゆく。さすがに一度で覚えきれるものではない。こういう時毎度推理の時にスラスラと知識が出てくる蓮實は本当にすごいのだなぁと感心してしまう。

　それから、廣松さんから聞いた事、そして会長が言った事、それらを思い出しながらあらゆる事を推測した。

　そういえば前に蓮實はこんな事を言っていた。「正しい状じよう況きよう証しよう拠こを見つける事が出来れば、あとは正しく推論を使うだけです。そこに天才的なひらめきも超ちよう人じん的な推理力も必要ありません」と。もちろん私が正しい状況証拠を集めたり正しい推論が出来ているかの保証は無い。それでも、なるべくバイアスがかからない様に自分なりに物事を整理する。

　そしてある結論に至った。

「会長……というよりも永井静流先輩って言った方が良かったでしょうか？」

　ただフルネームを言っただけなのだけど、それでも静流先輩は大層驚おどろいていた。私が彼女を下の名前まで呼ぶ事ははじめてなのだけど、もちろんそれが理由ではない。

「ど、どうしていきなりフルネームで」

「だったら、しず姉と呼んだ方がいいですか？」

「っ」

　驚きというよりは絶望に近い表情で静流先輩は息を呑のんだ。

「やっぱりそうだったんですね……今日までまったく気がつかなかったです」

「昨日、母親から聞きました。しず姉の両親が離り婚こんしたって、だから遠くに引っ越こしたって……名字が違うから、まったく気がつきませんでした。あの当時は永井って名字じゃなかったから……」

「そ、そうね……。結花ちゃんはずっと気がついてなかったみたいだけど、なんで気がついたの？」

「しず姉はずっと気がついていたのですよね。今の今まで私が気がつかなかった事の方が問題だと思います」

　すべてを悟さとったのか静流先輩は落ち着いた声で答える。

「……でも、それは仕方がないわ。あれからだいぶ時間が経ったし……それに……」

　それに……。たぶんその先の言葉は、あの時の事だろう。今だったらはっきりとわかる。彼女がなんでこんな事をしたのか、何故なぜ、自分が幼なじみである事を名乗り出てくれなかったか……。

「私、生徒会室を全部調べさせてもらいました。そしてこれを発見しました」

　私は液体が入っている瓶びんをかざす。

「ラベルにはジクロロメタンと書いてあります。その他ほかにも多数の薬品を発見しました。見覚えありますよね」

「そうね、たしかにそれは私のものだわ……」

「考えてみれば最初から不自然だったんです。私の記き憶おく云うん々ぬん以前に、調べるべきは何故私が天文部の階段から転落したかを状況証拠から調べるのが妥だ当とうです」

「たしかに私は“〝夢”〟から相談をはじめましたが、だとしても、私が見た影やら夢やらがいくらその事故と関係している様に見えたとしても、それらは直接的な原因とはなり得ません」

　なんか、この言葉自体がデジャブだ。まるで私が蓮實に言われた事ではないか。

「まず大事なのは、私が階段から滑すべった原因です。これを調べる事でしか解決しません」

「私の上うわ履ばきのゴム部分が大きく溶とけてました。ですがよくよく調べてみると、溶けたというよりは劣れつ化かした部分がそげ落ちたといった方が適切です」

「これは熱などが原因というよりは、何かしらの溶よう剤ざいでゴムが劣化したと考えるのが無難でしょう」

「ここに、耐たい油ゆ性・耐溶剤性・耐薬品性の各種原料の参考データ表があります。あらゆる合成ゴムとの相あい性しようが書かれています」

「いくつかの溶剤が目につきますが、その中でジクロロメタンという名前を確かく認にんできます。表では非常に強力な溶剤で、あらゆるゴム製品を劣化させる事がわかります」

「私の後こう輩はいで、鼻が利きく生徒がいまして、私が会長にアロマを焚たいていただいた日に溶剤の臭においがしたのに気がつきました。彼女はずばりそれがジクロロメタンだと言いました」

「ではなぜジクロロメタンなのでしょうか？　ゴムを劣化させるのであれば比ひ較かく的手に入れやすいエタノールやアセトンでも問題なかったはずです。にも拘わらずジクロロメタンを選んだ」

「理由は香かおりです。ジクロロメタンは甘い香りがします。アロマで使うローマンカモミールでかなりカモフラージュ出来ます」

「その後輩はよくわかったわね……」

「甘い香りのアロマに甘い香りの溶剤という時点で作さく為い的。逆にあやしく感じてしまったのでしょう」

「なるほど、凝こりすぎたのが裏目に出たって事かしら……、実際、そんな多くの溶剤でなければここに置いておかなくてすんだのに……」

「でしょうね。いろいろな溶剤でゴムの劣化具合、そして香りなどを調べた。当然濃のう度どもいろいろ変えてみたのでしょう。知らぬ間に薬品は自宅などに持って帰れないほどの数になってしまった。故ゆえに決定的な証しよう拠こを生徒会室に残してしまう事になった」

「あまりに強力だと計画通りにはならないですから、それぞれの薬品をためしての濃度調整は必ひつ須すでしょう」

「そういえば、私が椅い子すから飛び降りた時にいつも以上に強く注意してました。あれはあの強い衝しよう撃げきで上履きの底の劣化がすぐに起きてしまうのを恐おそれたからでしょう」

「あれはとっさに出てしまったのよ。あの時点ならば溶け落ちるわけないのだけどやっぱり思わず声が出てしまうものね。どう考えても不自然。椅子から降りるぐらいで小学生でもなければ転んだりしないのに……」

「次に大事なのが塗ぬる場所です。薬品を塗る場所や面積次し第だいで私が転ぶ場所が変わってくる。会長としては、私が転ぶのは天文部から出てくる上り階段でなければならない。その時は私と蓮實が一いつ緒しよだから」

「私が最後に部室を出るのはいつもの事、何故ならば私が部長であそこの鍵かぎを管理しているからです」

「あとは、階段を上がる時に一番初めに接地する部分。上履きのつま先親指根本付近、この部位は通常の歩行よりも階段の昇しよう降こうでより顕けん著ちよに力が加わりやすい」

「そしてこれが一番大事な事です。それを誰だれが塗ったか？」

「上履きのそんな部位に薬品を塗るタイミングなんて、静流先輩のリラクゼーションの時しかありえません。他の誰も、当然、蓮實が塗る事なんて出来ないのです……」

「時間差があるため、どうしても会長が塗られたと想像しづらいのですが、濃度で劣化する時間はコントロールが可能です。実際に私も会長が持っている薬品でためしてみましたが、数十分単位の時間だったら十分操作出来ます」

「なるほど、追従実験ずみって事ね……」

「今日、蓮實の家によって来ました。とは言っても本人と会うためではありません。私はただ確かめたい事があって行きました」

「そしてそれは予感通り、あの夢で見た屋や敷しきと本物の蓮實の家にはかなりの差異が見られました。夢を見ることで記き憶おくを変容していたのです」

「記憶は簡単に変容します。先輩が何度も強調していた“〝抑よく圧あつされた記憶”〟が１００％否定されているわけではありませんが、ですが、忘れ去られた記憶があたかも完全な形で脳のどこかに残っているという考えは、その概がい念ねんを指し摘てきしたフロイト本人ですら放ほう棄きしています」

「記憶は簡単に変容しますし、時にまったく存在しない記憶を他人が植え付ける事すら出来ます」

「たとえばこんな実験があります。被ひ験けん者しやが持っているほんとうのエピソードの他に、一つだけ嘘うそのエピソードを与あたえます。やり方は“〝あなたは小さい時にショッピングモールで迷子になった”〟という話などを両親から被験者にさせるのです」

「親から聞いただけの本来なら経験していないエピソードです。あるわけない記憶なのです。にも拘わらずこの実験で、存在しないエピソードを経験したと記憶を誤認する人間がかなりいる事が知られています」

「これは存在しないエピソードをあたかも経験した記憶の様に誤認させる実験ですが、元々あった記憶の一部を改変となるともっと誤認率は高まります。事件の登場人物の入れ替かえなどは、簡単に記憶改変ができると言われています」

「実際にカウンセリングなどで催さい眠みん術などかけた場合などは記憶の操作はかなり容易らしいです。裁判などの証言でも催眠術によって想起された記憶は無効とされるのはこのためです」

「通常ならば記憶は古ければ古いほど思い出せなくなります。そう考えるならば今回の様に古い記憶があたかも昨日見たかの様に鮮あざやかになるのは不自然です」

「記憶はハードディスクの様に完全な形で保存されているわけではありません。特にエピソード記憶と呼ばれるような古い記憶は、どちらかと言えば脳に散らばったそれぞれの情報を再度構築して思い出している状じよう況きように近いと言われてます」

「言ってしまえば記憶を思い出すというのは、そのたびに脳内の情報を寄せ集め再構築している様なものです」

「その寄せ集める過程で嘘の情報をねじ込めば、記憶は簡単に変容するというわけです」

「私が、会長の言葉によって古い記憶を思い出すたびに、どんどん記憶が鮮せん明めいになっていったのは、古い記憶を思い出したというよりも、会長の言葉によって新しい記憶を作り上げていったからと考える方が自然でしょう」

「会長が私に催眠術をかけたかどうかはわかりませんが、どちらにしても、私が見た夢から記憶を広げていくやり方では決して正しい記憶を思い出す事は出来ません」

「端たん的てきに言えば、思い込みや暗示によって脳内にすりこまれた記憶と、実際の記憶とは、神経回路のレベルでは区別がつかないのです」

　だまって最後まで私の話を聞いていたしず姉が小さくうなずいた。

「だいたい伊勢田さんが言う通りよ。間ま違ちがいないわ……」

「何故、こんな事とは言いません。私自身、すべてを思い出しましたから……」

「そうでしょうね。正しい記憶を思い出すのだったら、睡すい眠みん時じの暗示も、記憶変容させるような話術も、めんどうな手続きなんてほとんど必要ないでしょう。一枚の写真でもあればすぐにでも思い出す。それが本来の記憶なのだから」

「はい……」



　昔、それこそ大昔、まだ蓮實と知り合いになる前の話。

　幼い私には友達がほとんどいなくいつも家の近所で一人で遊んでいた。そんな時に彼女は引っ越してきた。名前は静流。私は彼女をしず姉と呼び、本当の姉の様によく慕したった。

　ある日、しず姉は学校で怖こわい話を聞いた。例の幽ゆう霊れい屋や敷しきの話。しず姉はただ私を怖がらせるためにその話をした。その屋敷は近所だったし、私が怖がると思ったのだろう。でも、どういうわけか、当時の私は幽ゆう霊れいが怖いものという意識が無かった。怖がらせたかったしず姉は一いつ生しよう懸けん命めい私を怖がらせようとした、けど、彼女ががんばればがんばるほど私は意固地になっていき、仕し舞まいにはその幽霊屋敷に行ってみたいと言い出した。

　当然しず姉は反対した。危ないからダメだと言った。だけどそんな事で言う事を聞く私では無かった。その時にしず姉はグリム童話を取り出した。

　親の言う事を聞かず、魔ま女じよの家に行くと言い張って、薪まきにされて燃やされてしまう少女の話。そうグリム童話のトゥルーデおばさんだ。

　童話というのはだいたい教訓話だ。それを読んで子供に学ばせるためにある。そういった意味ではトゥルーデおばさんは最適だったんだと思う。

　実際、私はその話を聞いて少し恐ろしくなった思い出がある。特に、黒と緑と赤の人が恐ろしかった。たぶんその恐ろしさは意味不明な恐ろしさだったのだろう。あまりに得体がしれないが故の恐ろしさ。

　私がその三つの人間はなんなのか尋たずねると、しず姉は少し悩なやんだ後に「死体だ」と説明した。それぞれを黒こげの死体。腐ふ乱らん死体。最後は血だらけの死体。その話を聞いて何となく恐ろしさが薄うすれてしまった。いや、怖いのは怖かったんだと思う。けど得体の知れない恐きよう怖ふに比べると、それほどの恐怖は感じなかったのだ。

　私は次の日に幽霊屋敷に出かけてしまう。

　その後は母親から聞いた話だが、しず姉は大おお騒さわぎでウチの母親に言ったらしい、私が行方ゆくえ不明だと。最初驚おどろいた母親だったけど、近所の屋敷に行ったと聞いてそれほど驚かなかった様だ。どうやら母親は蓮實の家、大庭のおばあさんと交流があったらしい。だから私があの屋敷に行ってしまったと言っても、後で手て土産みやげでもぶら下げて謝りに行けば良いと考えたのだろう。

　しず姉は母親に話しても埒らちがあかぬと思って、単身で幽霊屋敷に乗り込んだらしい。

　すると、そこには私と蓮實とおばあさんが仲良くしている姿があった。しず姉曰いわく、自分以外と仲良くする私の姿に嫉しつ妬としたそうだ……。

　しず姉はどうあっても蓮實と私が一緒に遊ぶのを快く思わなかった。本当だったら、蓮實とおばあさんと私の三人でいる中に入れれば良かったのだけど、それも叶かなわなかった。もし仮におばあさんが彼女の存在に気がついていれば事態も変わったのだろうけど……いかんせん足の悪いおばあさんだ。隠かくれて見ていたしず姉の事は最後まで気がつかなかった。

　蓮實のおばあさんが亡なくなった時に、しず姉はこれで私が蓮實の家に行く事はないと考えたらしい。でも実際はその後も私は蓮實とよく遊んだ。それがどうしてもしず姉は許せなかったのだろう……。

「しず姉が私にそう思わせようとした事……あれってあまりに突とつ拍ぴよう子しもない発想に思えたけど、それってしず姉が考えてた事なんだよね」

「自分のものだった私が、蓮實にとられる……」

「だから、私を階段から突つき落とした」

「私を介かい護ごする事が出来れば、また自分のものになると考えた……それは蓮實じゃなくてしず姉がそう思ったんだよね」

「だって、あの時、私を突き落としたのは間違いなくしず姉だったんだもの……」

「私、しず姉の写真を見た瞬しゆん間かんに思い出してしまったの。あの影かげは蓮實でも何でも無くてしず姉であった事。たしかに私の記憶では、階段から落ちる時に見たのはしず姉だった……」

「正しい記憶ならば一枚の写真ですべて思い出す……自分で言っておきながら、その事実に驚かされるわ……」

　ぽつりとそんな事を言ったのち、しず姉はずっと黙だまっていた。本当はそれこそ否定して欲しかった。私が生み出した間違った記憶だと……にも拘わらずしず姉はそれ以上何も言わなかった。

「しず姉……」



　＊＊



　私は久しぶりに天文部の扉とびらを開ける。あいかわらず重い扉だし、空気圧の関係で挟はさまれそうになる。なんとも不便な部室だ。

　とつぜん帰ってきた私を見て蓮實がその場で固まってしまう。

「どうしたのよ蓮實……そんな人を幽霊でも見るかのように……」

「っ」

　蓮實は転びそうになりながら私のすぐ側まで寄ってくる。そしてそのまま抱だきついた。ぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだを流す蓮實。私よりも身長が高いため私の頭の上に涙が落ちてくる。いつもだったら屈くつ辱じよく的だから引き離はなすんだけど、本気で泣く蓮實を見てそんな気にはなれない。

　蓮實は私を抱きしめながらずっと「ごめんなさい。いじわるばかりして……ごめんなさい」と泣きながら謝っていた。「別にあなたが悪い事したわけじゃないでしょ」と言うと「私がいつもいじわるばかりするから結花さんは……ごめんなさい」と謝った。たしかにいつもいじわるばかりするのは本当だからその辺りは反省してほしいとは思う。

　神童と呼ばれた少女。

　品行方正、成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万ばん能のう、細身の黒くろ髪かみロング、伏ふし目がちで長いまつげ、柔やわらかい表情だがどこか世せ俗ぞくを超ちよう越えつした様な独特の雰ふん囲い気きは、一いつ般ぱん生徒にとって話す事すらはばかられる、まさにあこがれの存在。

　でも本当は全然違ちがう。蓮實はとても寂さびしがり屋で、まったく自分に自信が無い。だから私と出会うまでずっと一人だった。

　みんな知らないけど、元々蓮實はこういう娘こだった。よく昔は私を怒おこらせてはこうやって泣いて謝っていた。

　私以上に自信が無く、いつも孤こ独どくで……猫ねこに憂鬱と名前をつけて、孤独や憂鬱だけが自分の友達だと強がるような子。



　蓮實は変わらないな……。

　本当はここで泣く大庭の頭を撫なでてあげたいのだが……彼女の頭は私のはるか上にある……。なんかこういうのはかんに障さわるけど……。



「でも、何故なぜ、戻もどって来られたのですか？」

「いや、別に帰って来ないつもりではなかったんだけど……今回は自分で解決したかったから……」

「でも、私を疑ってたのですよね」

「まぁ、少しは……」

　私は戸田山さんと金森さんと廣松さんを見る。目が合うと三人が三人とも知らない素そ振ぶりで目をそらす。

「まぁ、いろいろあったんだけど、何よりも私にはさ、あまりに鮮明すぎて忘れられない記き憶おくがいくつもあったから……」



　三人で星を見に行った日。

　数年後の天体ショーをみんなで見る約束。

　だけど、それは叶かなえられなかった。

　だからこの部活を作った。数年後に見られる天体ショーはまさに今年だ。私はおばあさんと見る事が出来なかった星空を見るために、この海老高で天文部を作る事にした。もちろんその申し出を快かい諾だくして、蓮實はいろいろとしてくれた。この部室はおばあさんとの約束を果たすためにあるのだ。

　どんなに恐おそろしげな記憶を新しく作り上げたとしても、やさしかった大庭のおばあさんの記憶は消えない。

「あなたがどんなに邪じや悪あくだとしても、あのおばあさんの記憶は真実としか言いようがない。そしてそんなおばあさんを愛してたあなたもね」

「私はそんな邪悪じゃありません……よ」

「そう、思われたくなかったら、この前みたいな真ま似ねはしない事ね」

「反省します……」

「それより、静流さんとは和解出来たのですか？」

「和解？　何で？」

「え？　思い出したのではないのですか？　全部？」

「どういう事？」



　蓮實は当時の事を説明してくれる。今までも何度か説明を試みた事もあったのだが、事故直後、私はまったく耳をかたむけなかったらしい。

　私が覚えていたしず姉が突き落とした記憶はやはり間ま違ちがいであった。

　今から考えれば当然だ。いくら何でもしず姉がそんな事をするわけがない。

　真相は、落ちそうになった私を助けようとして手が届かなかったらしい、でも当時、しず姉と仲なか違たがいしてしまった私は、落ちたショックもあったのだろうけど、なんと彼女に突き落とされたと思い込んでしまったらしい。

　だから、しず姉の看護を最後まで私は許さなかった。車いすをずっと蓮實が押していたのは、しず姉を私が拒きよ絶ぜつしていたからだった。

　なんてことはない、元々は自分自身で記憶を作り替かえていたのだ。私自身、彼女を責める事なんて出来ない。いくら幼かったといっても……。

「そうなんだ……だったらちょっといいかな……」

「はい」

　蓮實が私を抱きしめていた手をゆるめる。

「行かなきゃいけない」

「そうですね」

　私は走って天文部のドアを開ける。だけどとっさにその場で立ち止まってしまう。

「何故立ち止まるのですか、永井先せん輩ぱいに謝りに行くのではないのですか？」

　蓮實を見つめてから首を横に振ふる。

「ううん。何でも無い。すぐにまたここに戻ってくるから」

「はい」

　蓮實は笑え顔がおで答えた。





　脳の中で記憶に大きく関わっているのは「海馬」である。諸説があるが、この部分はタツノオトシゴに似ているため「海馬」とよばれている。

　大きなストレスでこの海馬が萎い縮しゆくする事がある。いわゆる外傷後ストレス障害というやつだ。

　この場合、その時の経験を忘れてしまう事がある。

　だが本当に忘れてしまうのであろうか？　実際はストレス・ホルモンのコルチゾールによって、最初から記憶が形成されなかった可能性もある。

　その場合、ふとしたきっかけで思い出す事などありえない。最初っから無かった記憶なのであるから。

　だとしたらこう言えるかもしれない。激しい精神的ショックを受けて失った経験をタツノオトシゴはおもいだせない。



    

  
    
      　あとがき






　はじめまして、すかぢです。このたびは『えびてん　綺き譚たん奇き譚たん』を手に取ってくださりありがとうございます。

　本作はボクが脚きやく本ほんを書かせて頂いている漫まん画が『えびてん』のスピンオフ的な立ち位置となり、漫画では脇わき役やくであった大おお庭ば蓮はす實みさんと伊い勢せ田だ結ゆ花かさんにスポットライトを当てた作品となっています。

　とは言ってもせっかくの小説です。漫画では出来ない様な事をしてみたいと考えました。たとえば漫画では出来ないぐらい文字だらけの作品、これはたしかに良いアイディアです。その結果見事に文字だらけです。まぁ小説だからなんだけどね。

　それはそうと、読者の方々の大半が狗いぬ神がみ煌きら先生ファンだと思われます。先生の絵に惹ひかれて手に取った方々が大半でしょう。先生の作品傾けい向こうから類推すると、ミステリー要素が濃のう厚こうな『綺譚奇譚』に少々戸と惑まどってしまうかもしれません。ジャンル的には日常の謎なぞと言われるもので比ひ較かく的てきライトなミステリー物であるはずなのですが、トリックとして扱あつかっているものが神経科学や心理学や分ぶん析せき哲てつ学がくの知見であり、内容としてちと濃こすぎです。こんな濃いものを皆みな様さまが楽しく読んでくださるかどうかまったく自信が無く、自分のしでかした事にすでに狼狽うろたえてます。すんません。すみません。とは言いましても脳にまつわるジャンルは、ここ十数年で多くの事が発見され非常にスリリングでもあります。ミステリーと人の認識のズレはやはり相あい性しようが良いと思われ、今回は多用させて頂きました。

　作品というのはおもしろいものでプロットを作っている段では見えなかった事が、書いてる途と中ちゆうにいろいろ見えてきたりします。特に今回は書き終えてはじめて大庭と伊勢田の関係が見えてきて、ここから先の彼女達を書いてみたいという衝しよう動どうなんかも出てきます。と言いますか、たぶんこれからの方がおもしろそうですね。子供の時から今に至る大庭と伊勢田の関係、家族関係、そしてその後、何故なぜ伊勢田は天文部をやめてしまうのか……等々。考えはじめるとワクワクが止まりません。

　なのですが、一応は『えびてん　綺譚奇譚』はこれで完結となっております。あくまで漫画版『えびてん』の派生作品という立ち位置なので今後の展開予定はありません。残念。

　この作品の続編に限らず小説用に書きたいストックは多いのですが、いかんせん私の本職は漫画原作でもラノベ作家でもなくゲームシナリオライターです。しかも発表されてから十年（!?）ほど延期している作品を抱かかえており、いつもユーザーの皆様に「仕事しろ！」とおしかりを受けておりまして、僕のＰＮの枕まくら詞ことばは「サクラノ詩（延期しているゲームの名前）書け！」状態です。我ながら本当にふがいない限りです。てへ。



　今回は、ラノベ作家としては新人の分際で、ゲームノシゴトガーとか言いながら〆しめ切きり納期を延ばしまくり、担当された女井様にはご迷めい惑わくをおかけしました。脱だつ稿こう後「仕事をご一いつ緒しよ出来て刺し激げき的でした」とメールをいただき精神的に救われました。と書こうと思ったのですがよくよく考えたら“〝刺激的”〟というのはどういう意味なのだろう……ごくり。

　あと狗神煌先生。先生に挿さし絵えを書いてもらえれば部数は約束されるだろうというさもしい了りよう見けんもありますが、それはそれとして表紙の絵ありがとうございます。かなりめんどくさい絵なのにも拘かかわらずこちらの要望に応こたえて頂いた形となりました。あの伊勢田と大庭は本当に良いものです。百合ゆり！

　そしてこの本に関かかわってくださった方々すべてに感謝します。いや本当にすんません。そしてあとがきまで読んでくださっているあなた。そんなあなたとまたお会い出来る事を楽しみにしております。主に来世とか。

すかぢ　　
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綺き譚たん奇き譚たん
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